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本
紙
﹁
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
﹂
は
、
日
本
で
、
国
立
国
会
図

書
館
︵
東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
１
丁
目
︶
に
所
蔵
さ
れ

て
お
り
、
利
用
者
の
閲
覧
が
可
能
で
す
。
ま
た
東
京
大
学

の
本
郷
と
駒
場
の
両
図
書
館
で
も
閲
覧
が
可
能
で
す
。

　

﹁

カ

ワ

イ

イ

﹂

と
﹁

寿

司
﹂
と
を
合
体
し
た
新
コ
ン

セ
プ
ト
の
寿
司
レ
ス
ト
ラ
ン

SU
SH

ID
E

LIC

︵
ス
シ
デ
リ

ッ
ク
︶
が
ソ
ー
ホ
ー
に
６
月

28
日
オ
ー
プ
ン
し
た
。
世
界

の
セ
レ
ブ
に
愛
さ
れ
た
原
宿

﹁K
A

W
A

II 　

M
O

N
ST

E
R

 
C

A
FE

﹂

を

生

み

出

し

た 
“

K
ing of K

aw
aii”

の
異
名

を
持
つ
増
田
セ
バ
ス
チ
ャ
ン
氏

が
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
デ
ィ
レ
ク

シ
ョ
ン
を
務
め
て
い
る
。

　

テ
ー
マ
は
﹁
没
入
型
の
カ
ワ

イ
イ
食
体
験
︵ Im

m
ersive 

K
aw

aii E
xperiences

︶
﹂
。

店
内
に
入
る
と
ま
る
で
異
世
界

に
迷
い
込
ん
だ
よ
う
な
サ
イ
ケ

デ
リ
ッ
ク
で
ア
イ
コ
ニ
ッ
ク
な

空
間
が
広
が
る
。
ゲ
ス
ト
を
案

内
す
る
の
は
カ
ラ
フ
ル
な
オ
ー

ダ
ー
メ
イ
ド
の
衣
装
を
身
に
纏

っ
た
キ
ャ
ス
ト
た
ち
。

　

天
井
に
は
、
３
匹
の
猫
の
ア

ー
ト
が
展
示
さ
れ
、
カ
ウ
ン
タ

ー
席
か
ら
楽
し
め
る
回
転
寿
司

レ
ー
ン
は
、
ピ
ン
ク
色
の
特
注

品
。増
田
セ
バ
ス
チ
ャ
ン
の﹁
カ

ワ
イ
イ
﹂
を
見
て
触
れ
て
食
べ

る
、
単
な
る
レ
ス
ト
ラ
ン
で
の

食
事
を
越
え
た
体
験
を
提
供
す

る
の
が
コ
ン
セ
プ
ト
。

　

現
代
日
本
の
ア
イ
コ
ン
と
な

っ
た
﹁
カ
ワ
イ
イ
﹂
文
化
と
日

本
の
伝
統
食
文
化
﹁
寿
司
﹂
の

異
次
元
文
化
の
コ
ラ
ボ
だ
。

　

増
田
さ
ん
は
﹁
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
に
移
住
し
て
き
て
約
１
年
。

街
を
見
て
思
っ
た
の
は
Ｎ
Ｙ
は

意
外
と
色
が
な
い
こ
と
で
す
。

そ
こ
で
ア
ー
ト
で
元
気
に
す
る

の
は
何
か
と
考
え
た
ら
、
カ
ワ

イ
イ
を
使
っ
て
こ
の
街
に
勇
気

を
与
え
ら
れ
る
寿
司
の
新
し
い

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
や
る

こ
と
に
し
た
ん
で
す
。
サ
イ
ケ

デ
リ
ッ
ク
と
デ
リ
シ
ャ
ス
を
テ

ー
マ
に
ア
ー
ト
や
音
楽
も
含
め

て
ア
デ
ィ
ク
ト
す
る
も
の
と
い

う
の
が
コ
ン
セ
プ
ト
で
店
名
を

ス
シ
デ
リ
ッ
ク
に
し
た
﹂
と
い

う
。
寿
司
は
、
自
動
寿
司
ロ
ボ

ッ
ト
メ
ー
カ
ー
の
オ
ー
テ
ィ
ッ

ク
が
全
面
的
に
担
当
し
て
い

て
、
同
社
の
田
中
上
千
社
長
は

﹁
寿
司
職
人
が
見
つ
か
ら
な
い

昨
今
で
も
、
仕
事
環
境
の
新
し

い
流
れ
を
作
り
、
日
本
の
お
祭

り
や
誕
生
パ
ー
テ
ィ
ー
の
よ
う

な
楽
し
い
雰
囲
気
を
体
験
で
き

る
店
﹂と
話
す
。
メ
ニ
ュ
ー
は
、

当
面
お
ま
か
せ
︵
85
ド
ル
︶
の

み
で
、
す
で
に
７
月
の
予
約
は

一
杯
で
、
ウ
エ
ィ
テ
ィ
ン
グ
が

２
３
０
０
人
と
出
だ
し
は
好
調

だ
。　
　

︵
関
連
記
事
８
面
に
︶

　

乳
腺
外
科
医
の
世
界
的
権

威
、
芦
刈
宏
之
ロ
イ
医
学
博
士

が
6
月
12
日
夜
、
ケ
ン
ダ
ル
・

オ
ン
・
ハ
ド
ソ
ン
で
死
去
し

た
。
91
歳
だ
っ
た
。
芦
刈
氏
は

１
９
３
１
年
、
当
時
日
本
が
占

領
し
て
い
た
中
国
の
大
連
で
生

ま
れ
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
、

家
族
と
大
分
に
帰
国
し
、
慶
應

義
塾
大
学
医
学
部
に
入
学
。
卒

業
後
、
米
国
に
移
住
し
、
ブ
ロ

ン
ク
ス
の
フ
ォ
ー
ダ
ム
病
院
で

イ
ン
タ
ー
ン
と
し
て
働
き
、
そ

こ
で
最
初
の
妻
と
出
会
っ
て
家

庭
を
築
き
、
2
人
の
子
供
に
恵

ま
れ
た
。
そ
の
後
、マ
ウ
ン
ト
・

サ
イ
ナ
イ
で
外
科
研
修
医
を
修

了
し
、
メ
モ
リ
ア
ル
・
ス
ロ
ー

ン
・
ケ
タ
リ
ン
グ
で
外
科
腫
瘍

学
フ
ェ
ロ
ー
シ
ッ
プ
を
修
了
。

80
年
に
メ
モ
リ
ア
ル
・
ス
ロ
ー

ン
・
ケ
タ
リ
ン
グ
を
退
職
し
、

ウ
エ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー
郡
で
最

初
の
外
科
腫
瘍
学
サ
ー
ビ
ス
を

立
ち
上
げ
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

州
バ
ル
ハ
ラ
に
あ
る
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
医
科
大
学
で
外
科
教
授
を

務
め
、
83
年
に
芦
刈
乳
腺
外
科

セ
ン
タ
ー
を
設
立
。
ウ
エ
ス
ト

チ
ェ
ス
タ
ー
郡
全
域
の
患
者
を

診
て
最
終
的
に
84
歳
で
引
退
し

た
。
80
年
代
初
頭
に
日
米
医
学

生
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
立
ち
上

げ
、
何
百
人
も
の
日
米
医
学
生

を
教
育
し
、
現
在
も
継
続
し
て

い
る
。
２
０
０
２
年
、
日
本
政

府
よ
り
勲
三
等
瑞
宝
章
を
受
章

し
て
い
る
。葬
儀
は
6
月
24
日
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
プ
レ
ザ
ン
ト

ビ
ル
の
ビ
ー
チ
ャ
ー
・
フ
ロ
ー

ク
ス
葬
儀
場
に
て
し
め
や
か
に

行
わ
れ
た
。

　
　
　
　

︵
関
連
記
事
５
面
に
︶

乳
腺
外
科
医
の
世
界
的
権
威

ロ
イ
芦
刈
さ
ん
死
去

カワイイ＋寿司！
日本文化異次元の融合

セバスチャン増田氏

NY で手がけて開店

　

エ
リ
ッ
ク
・
ア
ダ
ム
ス
Ｎ
Ｙ

市
長
は
21
日
、
同
市
在
住
の
高

校
生
と
成
長
産
業
の
雇
用
者
を

繋
ぐ
キ
ャ
リ
ア
・
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
拡
大
す
る
こ
と
を
発
表
し

た
。 

同
プ
ロ
グ
ラ
ムFuture 

R
eady N

Y
C

は
、
学
校
の
授

業
内
容
を
よ
り
現
実
社
会
に
関

連
さ
せ
、
民
間
企
業
で
の
実
習

や
夏
季
の
若
年
雇
用
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
含
む
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
強

化
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
。
一
部
の
高
校
で
今
春
か
ら

試
験
的
に
導
入
さ
れ
て
い
る

が
、
今
後
は
参
加
校
を
同
市
内

の
公
立
高
校
の
４
分
の
１
に
拡

大
し
、
業
種
も
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

系
や
医
療
な
ど
幅
を
広
げ
て
い

く
と
い
う
。
厳
し
い
審
査
行

程
を
経
て
選
ば
れ
た
参
加
校

１
０
０
校
以
上
は
、
同
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
一
環
と
し
て
今
秋
か
ら

生
徒
た
ち
に
、
Ｎ
Ｙ
市
立
大
学

︵
Ｃ
Ｕ
Ｎ
Ｙ
︶
の
早
期
復
習
履

修
制
度
、
有
給
の
仕
事
経
験
、

１
対
１
の
就
労
指
導
な
ど
を
提

供
す
る
。︵
４
面
に
関
連
記
事
︶

高
校
生
と
企
業
を
結
ぶ

Ｎ
Ｙ
市
長
が
キ
ャ
リ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム

https://nipponexpressusa.com/
www.saitollp.com
mailto:meiseimotors@aol.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
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Raosu Hotpot & Sushi
310 W 38th St, 

New York, NY 10018
営業時間 月〜金 11:30-23:00

土日 12:00-22:30
TEL 212-884-1218
https://raosu.com/

https://www.instagram.com/raosuhotpot/

　

ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
に
中
国
の
伝

統
的
な
火
鍋
と
日
本
の
寿
司

を
中
心
と
し
た
革
新
的
な
ラ

グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン

﹁R
aosu H

otpot &
 Sushi

﹂

が
６
月
15
日
オ
ー
プ
ン
し
た
。

落
ち
着
い
た
雰
囲
気
の
店
内
で

上
質
な
料
理
の
数
々
を
一
人
69

ド
ル
99
セ
ン
ト
で
食
べ
放
題
。

ア
ン
ガ
ス
ビ
ー
フ
、
ス
ノ
ー
フ

レ
ー
ク
ビ
ー
フ
、
シ
ョ
ー
ト
リ

ブ
、
オ
イ
ス
タ
ー
、
車
海
老
、

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ポ
ー
ク
ベ
リ

ー
、
プ
レ
ー
リ
ー
チ
キ
ン
な
ど

の
最
高
級
の
鍋
メ
ニ
ュ
ー
と
、

寿
司
メ
ニ
ュ
ー
の
定
番
ロ
ー
ル

や
刺
身
を
堪
能
で
き
る
。
火
鍋

の
み
な
ら
１
人
49
ド
ル
99
セ
ン

ト
。
伝
統
的
な
中
国
の
火
鍋
と

日
本
の
寿
司
と
の
ユ
ニ
ー
ク
な

融
合
だ
。

　

店
内
は
２
０
０
席
。
１
万
平

方
メ
ー
ト
ル
の
大
型
店
で
、
3

つ
の
ダ
イ
ニ
ン
グ
エ
リ
ア
、
オ

ー
プ
ン
キ
ッ
チ
ン
を
備
え
た
寿

司
バ
ー
、
フ
ル
バ
ー
エ
リ
ア
が

あ
る
。
同
店
は
、
フ
ラ
ッ
シ
ン

グ
に
あ
る
１
５
０
０
席
の
Ｎ
Ｙ

最
大
の
中
華
宴
会
レ
ス
ト
ラ
ン

﹁
ロ
イ
ヤ
ル
・
ク
イ
ー
ン
﹂
や

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
上
海
料
理

店
﹁
レ
ッ
ド
・
ピ
オ
ニ
ー
﹂
を

手
が
け
た
コ
ニ
ー
・
チ
ャ
ン

が
オ
ー
ナ
ー
経
営
者
。
12
歳

で
来
米
し
た
コ
ニ
ー
さ
ん
は
、

２
０
１
４
年
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

で
最
初
の
レ
ス
ト
ラ
ン
を
オ
ー

プ
ン
し
、
以
来
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

で
最
も
愛
さ
れ
て
い
る
チ
ャ
イ

ニ
ー
ズ
・
ダ
イ
ニ
ン
グ
・
ス
ポ

ッ
ト
を
提
供
し
続
け
て
い
る
。

　

コ
ニ
ー
さ
ん
は
﹁
私
の
ビ
ジ

ョ
ン
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
の

ペ
ー
ス
の
速
い
多
様
な
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
に
対
応
し
な
が
ら
、

比
類
の
な
い
品
質
へ
の
こ
だ
わ

り
を
維
持
す
る
ダ
イ
ニ
ン
グ
体

験
で
す
。
味
と
文
化
の
エ
キ
サ

イ
テ
ィ
ン
グ
な
融
合
は
、
す
べ

て
の
ゲ
ス
ト
を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

の
賑
や
か
な
大
通
り
か
ら
中
国

と
日
本
の
活
気
あ
る
食
の
旅
に

お
誘
い
し
ま
す
﹂
と
話
す
。
ソ

フ
ト
オ
ー
プ
ン
期
間
中
の
現
在

は
期
間
限
定
特
典
と
し
て
、
1

テ
ー
ブ
ル
に
つ
き
ロ
ブ
ス
タ
ー

1
匹
を
サ
ー
ビ
ス
中
だ
。︵
三
︶

オーナーのコニーさん（左から２人目）

火
鍋
と
寿
司
専
門
の
大
型
店
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
に

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
独
立
記
念

日
恒
例
の
花
火
大
会
﹁
メ
ー
シ

ー
ズ
・
フ
ォ
ー
ス
・
オ
ブ
・
ジ

ュ
ラ
イ
・
フ
ァ
イ
ヤ
ー
ワ
ー
ク

ス
﹂
の
主
催
者
は
、
47
回
目
と

な
る
今
年
の
祭
典
の
出
演
者
を

発
表
し
た
。 

　

司
会
は
、
テ
レ
ビ
番
組
の
人

気
司
会
者
ラ
ト
リ
ッ
ジ
・
ウ
ッ

ド
氏
と
ズ
リ
・
ホ
ー
ル
氏
が
務

め
、
歌
手
の
ア
シ
ャ
ン
テ
ィ
、

ビ
ー
ビ
ー
・
レ
ク
サ
、
ジ
ャ
・

ル
ー
ル
、
ジ
ェ
リ
ー
・
ロ
ー
ル
、

レ
イ
ニ
ー
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
な
ど

の
ほ
か
、
著
名
な
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
・
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
で
あ
る
レ

イ
・
チ
ュ
ー
が
花
火
の
打
ち
上

げ
に
合
わ
せ
、
陸
軍
野
戦
部
隊

バ
ン
ド
と
陸
軍
合
唱
隊
、
カ
イ

ラ
・
ド
ー
ン
一
等
軍
曹
、
二
等

軍
曹
の
ラ
ッ
プ
・
デ
ュ
オ
と
共

に
25
分
間
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

を
盛
り
上
げ
る
。
そ
の
ほ
か
俳

優
や
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
メ
ダ
リ

ス
ト
、
著
名
ア
ス
リ
ー
ト
も
出

演
す
る
。 

　

今
年
の
式
典
は
特
に
、
５
月

24
日
に
死
去
し
た
ロ
ッ
ク
の
女

王
テ
ィ
ナ
・
タ
ー
ナ
ー
さ
ん
を

称
え
、
カ
ス
ケ
ー
ド
効
果
を
利

用
し
た
金
色
の
光
が
イ
ー
ス

ト
・
リ
バ
ー
上
１
マ
イ
ル
以
上

を
照
ら
す
。
花
火
は
、
イ
ー
ス

ト
・
リ
バ
ー
の
東
26
〜
40
丁
目

に
停
泊
す
る
５
艘
の
艀
か
ら
打

ち
上
げ
ら
れ
る
。
式
典
の
全
容

は
Ｎ
Ｂ
Ｃ
が
７
月
４
日
午
後
８

〜
10
時
︵
米
東
部
時
間
︶
生
放

送
し
、
同
社
傘
下
の
オ
ン
・
デ

マ
ン
ド
・
サ
ー
ビ
ス
の
ピ
ー
コ

ッ
ク
が
配
信
す
る
。 

独
立
記
念
日
の
花
火 

ロ
ッ
ク
の
女
王
称
え
る

楽しい

 

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活

デ
ジ
タ
ル
版

 www.nyseikatsu.com

ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
大
会

北
海
道
ゆ
か
り
の
会

　

北
海
道
ゆ
か
り
の
会
︵
竹
田

勝
男
代
表
幹
事
︶
は
、
恒
例
の

ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
大
会
を
16
日

︵
日
︶
午
前
11
時
か
ら
ブ
ル
ッ

ク
リ
ン
の
プ
ロ
ス
ペ
ク
ト
パ
ー

ク
で
開
催
す
る
。
場
所
は
、
公

園
内
西
側
ピ
ク
ニ
ッ
ク
ハ
ウ
ス

前
の
パ
ー
ベ
キ
ュ
ー
エ
リ
ア
。

地
下
鉄
Ｆ
線
７
番
街
駅
下
車
、

徒
歩
15
分
ほ
ど
。
参
加
費
は
会

員
、学
生
、シ
ニ
ア︵
65
歳
以
上
︶

は
30
ド
ル
。ゲ
ス
ト
は
35
ド
ル
。

持
参
す
る
も
の
は
、
自
分
の
飲

み
物
、
お
に
ぎ
り
、
ゴ
ミ
袋
、

敷
物
。
参
加
の
連
絡
は
Ｅ
メ
ー

ル h.yukarinokai@
gm

ail.
com

︵
星
野
さ
ん
︶
ま
た
は

takedakatsu
o1@

g
m

ail.
com

 

竹
田
さ
ん
。

ティナ・ターナー

https://www.sakagura.com/eastvillage
mailto:SONY@stathera.org
https://japanvillage.com/
https://www.hondag.com
tel:2122136069
https://raosu.com/
https://www.instagram.com/raosuhotpot/
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
h.yukarinokai@gmail.com
takedakatsuo1@gmail.com
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７月 NY 日系人会の行事

定期クラス　生徒募集中！
　火曜 10:45am-11:45am 太極拳
　火曜 1pm-4pm 書道クラス
　水曜 10am-12pm 裏千家茶道クラス
　金曜 1:15pm-3pm JAA コーラス

■ 7 月 4 日（火）独立記念日　JAA は休館
■ 8 日（土）6:30pm-9:30pm「第 7 回七夕フェスティバル」

On the East River Promenade in Carl Schurz Park(walk east 
from the entrance at 86 th St. and East End Avenue) NY 混声
コーラスで始まり、小林利子さん中心の折り紙、彦星と織姫
の紙芝居、BON ダンサー指導の盆踊りと続きます。浴衣な
どを着て楽しみましょう！ The Amateur Astronomers Asso-
ciation of NY の協力で、望遠鏡で大空の星を身近に見ること
が出来ます。お弁当は各自持参。誰でも参加可能。雨天中止

■ 10 日（月）10am-12pm 「シニアへの無料ヘアカット」田原
ミチさん、小須田シゲさん、秋元亮介さん、上田和則さんが
ヘアカットを行います。早めに要予約

■ 13 日 ( 木 ) 12pm-2pm「七夕敬老会」食事は BENTON のお
弁当。向野まいさんの歌声で、美空ひばり特集を行います。
ランチ代：JAA 会員：$5。 敬老会参加とお弁当ピックアッ
プとランチデリバリーも要予約

■ 20 日（木）10:30am-12pm「座談会：最近のニューヨーク
の治安などへの不安などについて、語りあいましょう！座長
ブロディー愛子！」Program of Asian American Federation/
Hope Against Hate Campaign

■ 20 日（木）10am-12pm 「寺井真美弁護士の米国移民法の無
料電話相談室」各 15 分。要予約

■ 26 日（水）6:30pm- オンライン理事会
■ 27 日（木）9:30am-12pm 「ヘレン・イリエ弁護士と滝川玲

子弁護士の遺言・事前指示の書類についての無料電話相談
-Will, Health Care Proxy,Living Wills, Power of Attorney」各
30 分。要予約

■ 27 日 ( 木 ) 12pm-2pm「土用の丑の日敬老会」鰻のかば焼き
弁当です。「暑い夏を元気に過ごしてください」とのメッセー
ジ付き。参加費＄５。会場参加、デリバリー、ピックアップ、
早めに要予約。三上クニさんのジャズピアノと IWAKI BAND
の歌と演奏をお楽しみください。7 月のお誕生会をします！

　ランチデリバリー希望の方はご予約下さい。
■ ８ 月 5 日（ 土 ）10am-2pm 「 夏 の フ リ ー マ ー ケ ッ ト 」

COVID-19 ＆新会館への移転後初めてのフリーマーケットを
行います。

　　

 The Japanese American Association of New York, Inc. 
49 W. 45th S., 11th Fl. （bet. 5th & 6th Aves.）

Tel: 212-840-6942　info@jaany.org

© Turquoise Sky Film Partners, IFI Production, KTRFILMS

©  I.T.PLANNING,INC.© 2022 THE FIRST SLAM DUNK Film Partners

JAPAN 
CUTS
北
米
最
大
の

日
本
映
画
祭

ジャパン・ソサエティー

　

ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー

︵
Ｊ
Ｓ
・
東
47
丁
目
３
３
３
番

地
︶
は
７
月
26
日
︵
水
︶
か
ら

８
月
６
日
︵
日
︶
ま
で
、
毎
夏

恒
例
、
北
米
最
大
の
日
本
新
作

映
画
祭
﹁
ジ
ャ
パ
ン
・
カ
ッ
ツ
﹂

を
開
催
す
る
。
今
年
で
16
回
目

と
な
る
今
回
は
３
年
ぶ
り
に
全

て
の
作
品
を
劇
場
に
て
上
映
。

時
代
劇
か
ら
家
族
ド
ラ
マ
、
青

春
物
語
、
コ
メ
デ
ィ
ー
、
ス
リ

ラ
ー
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
や

実
験
映
画
ま
で
幅
広
い
ジ
ャ
ン

ル
を
取
り
揃
え
、
全
29
作
品
を

上
映
す
る
。

　

期
間
中
は
６
人
の
特
別
ゲ
ス

ト
を
迎
え
、
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
パ

ー
テ
ィ
ー
を
開
催
す
る
。
特
別

ゲ
ス
ト
は
次
の
と
お
り
。
柳
楽

優
弥
︵﹃
タ
ー
コ
イ
ズ
の
空
の

下
で
﹄
出
演
︶、K

E
N

T
A

R
O

︵﹃
タ
ー
コ
イ
ズ
の
空
の
下
で
﹄

監
督
︶、
エ
リ
ザ
ベ
ー
ト
・
レ

ナ
ー
ル
︵﹃
ト
ー
キ
ョ
ー
・
メ

ロ
デ
ィ
ー
﹄
監
督
︶、
矢
野
顕

子
︵﹃
ト
ー
キ
ョ
ー
・
メ
ロ
デ

ィ
ー
﹄
出
演
︶、大
友
啓
史
︵﹃
レ

ジ
ェ
ン
ド
＆
バ
タ
フ
ラ
イ
﹄
監

督
︶、
石
橋
夕
帆
︵﹃
朝
が
く
る

と
む
な
し
く
な
る
﹄
監
督
︶。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
日
本
公
開

時
に
半
年
で
累
計
１
０
０
０
万

人
の
動
員
数
を
記
録
し
た

﹃T
H

E
 F

IR
S

T
 S

L
A

M
 

D
U

N
K

﹄
の
東
海
岸
初
公
開
。

ス
ラ
ム
ダ
ン
ク
・
シ
リ
ー
ズ
と

し
て
33
年
ぶ
り
と
な
る
長
編
ア

ニ
メ
映
画
で
、
原
作
者
の
漫
画

家
・
井
上
雄
彦
の
初
監
督
作

品
。
セ
ン
タ
ー
ピ
ー
ス
は
、﹃
タ

ー
コ
イ
ズ
の
空
の
下
で
﹄
を
上

映
。
ま
た
ジ
ャ
パ
ン
・
カ
ッ
ツ

で
は
、
日
本
映
画
界
へ
著
し
く

貢
献
し
た
監
督
や
俳
優
の
功
績

を
称
え
る
﹁C

U
T

 A
B

O
V

E
 

A
w

ard for O
utstanding 

A
chievem

en
t in

 F
ilm

﹂

︵
映
画
へ
の
卓
越
し
た
貢
献
を

讃
え
る
賞
︶
を
設
け
て
お
り
、

今
年
は
同
作
主
演
の
俳
優
・
柳

楽
優
弥
に
贈
ら
れ
る
。
国
際
的

俳
優
と
し
て
活
動
を
し
て
き

たK
E

N
T

A
R

O

が
初
の
長
編

映
画
と
し
て
監
督
し
た
同
作

は
、
モ
ン
ゴ
ル
の
草
原
を
舞
台

に
日
本
人
青
年
の
成
長
を
描
い

た
ロ
ー
ド
ム
ー
ビ
ー
。
日
本
・

モ
ン
ゴ
ル
・
フ
ラ
ン
ス
合
作
の

国
際
色
豊
か
な
同
作
を
米
国
初

公
開
す
る
に
あ
た
り
、
柳
楽
と

K
E

N
T

A
R

O

を
特
別
ゲ
ス
ト

と
し
て
迎
え
、
上
映
後
の
質
疑

応
答
や
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
パ
ー
テ

ィ
ー
を
実
施
す
る
。

　

﹁
ク
ラ
シ
ッ
ク
﹂
部
門
は
、

今
年
３
月
に
亡
く
な
っ
た
作
曲

家
・
坂
本
龍
一
へ
の
追
悼
の
意

を
込
め
て
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ

ー
映
画
﹃
ト
ー
キ
ョ
ー
・
メ
ロ

デ
ィ
ー
﹄︵
１
９
８
５
年
︶
を

上
映
。
フ
ラ
ン
ス
と
ア
メ
リ
カ

で
活
躍
す
る
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
レ

ナ
ー
ル
に
よ
る
同
作
は
、
Ｙ
Ｍ

Ｏ
解
散
後
で
あ
る
80
年
代
半
ば

の
坂
本
の
素
顔
に
迫
る
。
上
映

に
先
立
ち
、
同
作
要
の
シ
ー
ン

に
登
場
す
る
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ

ン
・
矢
野
顕
子
が
登
壇
・
挨
拶
、

レ
ナ
ー
ル
監
督
と
の
質
疑
応
答

を
行
う
。

               

◇ 

　

入
場
料
は
、上
映
会
18
ド
ル
、

Ｊ
Ｓ
会
員
14
ド
ル
、
シ
ニ
ア
・

学
生
・
障
が
い
者
16
ド
ル
。
レ

セ
プ
シ
ョ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー
付
き

上
映
会
は
22
ド
ル
︵
Ｊ
Ｓ
会
員

17
ド
ル
、
シ
ニ
ア
・
学
生
・
障

が
い
者
20
ド
ル
︶
オ
ー
ル
ア
ク

セ
ス
パ
ス
は
３
０
０
ド
ル
︵
Ｊ

Ｓ
会
員
の
み
購
入
可
︶。
チ
ケ

ッ
ト
・
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

https://japansociety.org/
film

/japancuts/

を
参
照
。 ©Elizabeth Lennard
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tel:212-840-6942
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takedakatsuo1@gmail.com
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ピ
ア
94
に
映
画
ス
タ
ジ
オ
誘
致

優
遇
制
度
に
疑
問
の
声
も

　

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
ウ
エ
ス
ト

サ
イ
ド
52
丁
目
に
あ
る
桟
橋
、

ピ
ア
94
は
映
画
撮
影
所
と
し
て

再
開
発
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
っ

た
が
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
が
数

千
万
ド
ル
の
修
理
・
維
持
費
を

拠
出
、
賃
料
も
近
隣
の
桟
橋
の

テ
ナ
ン
ト
が
払
う
よ
り
は
る
か

に
安
い
。
誘
致
と
は
い
え
優
遇

し
過
ぎ
で
は
な
い
か
と
の
疑
問

の
声
が
出
て
い
る
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
と
開
発
会

社
の
ボ
ル
ネ
ー
ド
・
リ
ア
ル

テ
ィ
・
ト
ラ
ス
ト
社
と
の
協

定
で
は
市
は
２
０
６
０
年
ま

で
の
桟
橋
の
修
理
と
維
持
に

７
３
５
０
万
ド
ル
を
約
束
し
て

い
る
。
撮
影
所
の
利
益
の
一
部

は
市
と
共
有
す
る
も
の
の
、
リ

ー
ス
代
は
年
間
約
90
万
ド
ル
で

開
始
、
上
限
の
２
８
０
万
ド
ル

に
な
る
の
は
86
年
後
だ
。

　

チ
ェ
ル
シ
ー
ピ
ア
と
イ
ン
ト

レ
ピ
ッ
ド
海
洋
航
空
宇
宙
博
物

館
は
Ｎ
Ｙ
州
と
Ｎ
Ｙ
市
が
管
理

海
外
日
本
人

サ
ポ
ー
ト

藤
田
幸
久 （16）

　

２
０
２
４
年
5
月
か
ら
海
外

日
本
人
も
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
︵
以
下
カ
ー
ド
︶
が
取
得
で

き
る
こ
と
を
昨
年
11
月
の
本
紙

で
報
告
し
ま
し
た
。
オ
ン
ラ
イ

ン
で
の
本
人
確
認
や
行
政
手
続

も
可
能
に
な
り
ま
す
。
カ
ー
ド

の
変
更
や
交
付
期
限
が
切
れ
て

も
帰
国
せ
ず
に
手
続
き
が
で
き

る
流
れ
で
す
。
ま
た
オ
ン
ラ
イ

ン
に
よ
る
パ
ス
ポ
ー
ト
申
請
も

可
能
に
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
日
本
国
内
で
カ
ー

ド
を
め
ぐ
る
不
祥
事
が
後
を
絶

ち
ま
せ
ん
。
24
年
秋
の
健
康
保

険
証
と
の
一
体
化
、
25
年
秋
の

保
険
証
廃
止
に
対
す
る
反
発
が

強
く
、
こ
の
一
体
化
を
﹁
延
期

な
い
し
廃
止
す
べ
き
﹂
と
す
る

人
が
72
％
で
す
。

　

コ
ン
ビ
ニ
で
の
別
人
の
住
民

票
の
発
行
、
マ
イ
ナ
保
険
証
に

別
人
の
情
報
の
ひ
も
付
け
、
公

金
受
取
口
座
に
別
人
口
座
の
登

録
な
ど
が
起
き
て
い
ま
す
。
マ

イ
ナ
保
険
証
を
使
え
る
医
療
機

関
は
3
割
程
度
し
か
な
く
、
マ

イ
ナ
保
険
証
を
使
え
る
医
療
機

関
の
65
％
で
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き

て
い
る
こ
と
も
深
刻
で
す
。
米

国
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ー
カ
ー
ド
が
、
不
正
や
人

的
間
違
い
が
起
き
な
い
シ
ス
テ

ム
で
あ
る
の
と
は
大
き
く
異
な

り
ま
す
。

　

私
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

は
、
米
国
の
よ
う
な
安
全
弁
の

効
い
た
シ
ス
テ
ム
に
す
れ
ば
国

民
の
利
便
性
と
行
政
の
効
率
化

勢
で
政
府
横
断
的
に
取
り
組

む
﹂
と
宣
言
し
て
い
ま
す
。
日

本
の
政
治
責
任
の
不
明
確
さ
と

縦
割
行
政
を
大
改
革
す
る
時
で

す
。

　

今
は
ま
ず
、
来
年
4
月
の
カ

ー
ド
取
得
が
実
現
す
る
よ
う
に

声
を
大
に
し
て
頂
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
そ
の
次
に
、
日
本
政

府
が
国
内
の
日
本
人
に
も
恩
恵

を
も
た
ら
す
よ
う
な
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
制
度
と
安
全
体
制
を
確
立

す
る
よ
う
求
め
て
頂
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

ふ
じ
た
・
ゆ
き
ひ
さ
＝
慶
大

卒
。
世
界
的
な
道
徳
平
和
活
動

Ｍ
Ｒ
Ａ
や
難
民
を
助
け
る
会
で

活
動
し
た
初
の
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
出

身
政
治
家
。
衆
議
院
・
参
議
院

議
員
各
二
期
。
財
務
副
大
臣
、

民
主
党
国
際
局
長
、
民
進
党
ネ

ク
ス
ト
外
務
大
臣
、
横
浜
国
立

大
講
師
等
歴
任
。
ア
メ
リ
カ
元

捕
虜
︵
Ｐ
Ｏ
Ｗ
︶
の
訪
日
事
業

を
主
導
。
現
在
国
際
Ｉ
Ｃ
︵
旧

Ｍ
Ｒ
Ａ
︶
日
本
協
会
会
長
。
岐

阜
女
子
大
特
別
客
員
教
授
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は

海
外
日
本
人
の
恩
恵
が
先
行

に
な
る
と
思
い
ま
す
。し
か
し
、

国
内
の
日
本
人
に
は
恩
恵
が
明

ら
か
で
な
く
、
む
し
ろ
不
安
と

不
信
を
招
い
て
い
ま
す
。

　

カ
ー
ド
を
取
得
す
れ
は
2
万

円
が
も
ら
え
る
と
い
う﹁
ア
メ
﹂

と
、
マ
イ
ナ
保
険
証
へ
の
一
体

化
と
い
う
﹁
ム
チ
﹂
で
カ
ー
ド

加
入
を
強
い
た
こ
と
が
原
因
と

言
わ
れ
ま
す
。

　

現
在
の
保
険
証
に
特
別
問
題

は
な
い
の
に
マ
イ
ナ
保
険
証
へ

の
一
体
化
に
よ
っ
て
困
る
患
者

や
医
療
機
関
な
ど
が
続
出
し
て

ま
す
。

　

こ
れ
に
対
し
、
海
外
日
本
人

に
と
っ
て
は
、
カ
ー
ド
に
よ
っ

て
の
み
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
本
人

確
認
や
行
政
手
続
が
で
き
る
と

い
う
恩
恵
が
あ
り
ま
す
。
在
外

投
票
も
在
外
公
館
と
の
距
離
、

郵
便
投
票
の
不
備
な
ど
か
ら
、

ネ
ッ
ト
投
票
し
か
名
案
が
な
い

の
と
同
じ
で
す
。

　

岸
田
文
雄
首
相
は
、
保
険
証

廃
止
は
﹁
国
民
の
不
安
の
払
拭

︵
ふ
っ
し
ょ
く
︶が
大
前
提
﹂で
、

﹁
コ
ロ
ナ
対
応
並
み
の
臨
戦
態

す
る
ハ
ド
ソ
ン
リ
バ
ー
・
ト
ラ

ス
ト
が
運
営
し
て
い
る
が
、
桟

橋
の
維
持
は
自
力
で
行
な
っ
て

い
る
。
チ
ェ
ル
シ
ー
ピ
ア
は

２
０
１
０
年
以
来
、
桟
橋
維
持

に
８
０
０
０
万
ド
ル
を
費
や

し
て
い
る
。
年
間
賃
料
は
約

９
０
０
万
ド
ル
で
、
１
平
方
フ

ィ
ー
ト
あ
た
り
で
換
算
す
る
と

ピ
ア
94
に
建
設
さ
れ
る
撮
影
所

の
倍
以
上
を
支
払
っ
て
い
る

こ
と
に
な
る
。
年
間
賃
料
は

２
０
６
５
年
に
３
１
４
０
万
ド

ル
に
達
す
る
と
予
想
さ
れ
て
い

る
。
イ
ン
ト
レ
ピ
ッ
ド
博
物

館
の
桟
橋
維
持
費
は
年
間
約

１
０
０
万
ド
ル
で
、
修
復
の
た

め
別
途
数
百
万
ド
ル
を
費
や
す

こ
と
も
あ
る
。

　

ジ
ェ
ロ
ル
ド
・
ナ
ド
ラ
ー
連

邦
下
院
議
員
︵
Ｎ
Ｙ
12
区
︶
や

マ
ー
ク
・
レ
バ
イ
ン
・
マ
ン
ハ

ッ
タ
ン
区
長
ら
の
グ
ル
ー
プ
は

﹁
ウ
エ
ス
ト
サ
イ
ド
の
ウ
ォ
ー

タ
ー
フ
ロ
ン
ト
の
一
等
地
に
あ

る
こ
と
を
考
え
る
と
、
平
方
あ

た
り
の
費
用
が
十
分
で
あ
る
か

明
ら
か
で
な
い
﹂
と
Ｎ
Ｙ
市
経

済
開
発
公
社
に
宛
て
た
書
簡
で

述
べ
て
い
る
。

　

ま
た
地
元
や
州
、
連
邦
の
当

局
者
か
ら
な
る
グ
ル
ー
プ
は
、

ア
ダ
ム
ス
市
長
率
い
る
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
市
が
競
争
入
札
で
は
な

い
方
法
で
ボ
ル
ネ
ー
ド
社
に
開

発
を
許
可
し
た
こ
と
を
疑
問
視

し
て
い
る
。
ボ
ル
ネ
ー
ド
社
は

隣
接
す
る
ピ
ア
92
も
賃
貸
権
を

持
っ
て
お
り
、
す
で
に
あ
っ
た

展
示
セ
ン
タ
ー
を
倍
の
規
模
に

す
る
と
約
束
し
な
が
ら
守
ら
な

か
っ
た
こ
と
で
デ
ブ
ラ
シ
オ
市

長
時
代
に
市
と
揉
め
た
経
緯
が

あ
る
。
現
在
の
協
定
で
は
ピ
ア

92
は
２
０
１
９
年
に
構
造
上
の

問
題
で
安
全
で
は
な
い
と
さ
れ

た
た
め
市
が
引
き
取
り
、
撮
影

所
は
ピ
ア
94
に
建
設
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。

　

Ｎ
Ｙ
市
経
済
開
発
公
社
は
映

画
撮
影
所
は
ク
イ
ー
ン
ズ
の
複

合
開
発
地
に
建
設
さ
れ
る
プ
ロ

サ
ッ
カ
ー
・
ス
タ
ジ
ア
ム
と
並

び
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
脱
却
す
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
不
可
欠
と

述
べ
て
い
る
。
撮
影
所
へ
の
優

遇
策
は
計
画
を
で
き
る
だ
け

早
く
進
め
る
た
め
で
も
あ
り
、

４
０
０
人
の
雇
用
が
生
ま
れ
、

ま
た
映
画
産
業
の
競
争
力
を
維

持
す
る
の
に
役
立
つ
と
し
て
い

る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
で
は
こ

の
10
年
、
多
額
の
補
助
金
を
受

け
て
映
画
産
業
が
急
速
に
成

長
、
ネ
ッ
ト
フ
リ
ッ
ク
ス
な
ど

も
参
加
し
ブ
ロ
ン
ク
ス
、
ブ
ル

ッ
ク
リ
ン
、
ク
イ
ー
ン
ズ
に
新

し
い
撮
影
所
が
作
ら
れ
た
。

　

ク
イ
ー
ン
ズ
で
計
画
中
の
プ

ロ
サ
ッ
カ
ー
・
ス
タ
ジ
ア
ム
建

設
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
つ

い
て
も
不
動
産
開
発
会
社
を
優

遇
し
過
ぎ
と
の
声
が
あ
る
が
、

市
は
手
頃
な
価
格
の
住
宅
建
設

な
ど
付
近
一
帯
の
再
開
発
を
含

め
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
り
妥

当
だ
と
し
て
い
る
。

　

エ
リ
ッ
ク
・
ア
ダ
ム
ス
Ｎ
Ｙ

市
長
は
21
日
、
同
市
在
住
の
高

校
生
と
成
長
産
業
の
雇
用
者
を

繋
ぐ
キ
ャ
リ
ア
・
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
拡
大
す
る
こ
と
を
発
表
し
た

(

１
面
に
記
事
︶。

　

厳
し
い
審
査
行
程
を
経
て
選

ば
れ
た
参
加
校
１
０
０
校
以
上

は
、
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
環

と
し
て
今
秋
か
ら
生
徒
た
ち

に
、
Ｎ
Ｙ
市
立
大
学
︵
Ｃ
Ｕ

Ｎ
Ｙ
︶
の
早
期
復
習
履
修
制

度
、
有
給
の
仕
事
経
験
、
１
対

１
の
就
労
指
導
な
ど
を
提
供
す

る
。
Ｎ
Ｙ
市
は
参
加
校
に
合
計

１
９
０
０
万
ド
ル
を
投
じ
る
予

定
で
、
全
４
学
年
が
参
加
す
る

学
校
に
対
し
て
は
最
高
47
万
ド

ル
を
提
供
す
る
と
い
う
。
参
加

企
業
の
ひ
と
つ
で
あ
る
グ
ー
グ

ル
社
の
チ
ェ
ル
シ
ー
の
本
社

で
、
ア
ダ
ム
ス
同
市
長
と
共
に

記
者
会
見
を
行
っ
た
デ
イ
ビ
ッ

ド
・
バ
ン
ク
ス
同
市
教
育
局
長

は
﹁
米
国
に
は
ス
ク
ー
リ
ン

グ
︵
学
校
教
育
︶
に
従
事
し
て

い
る
学
校
が
多
す
ぎ
る
。
ス
ク

ー
リ
ン
グ
と
は
通
学
の
ル
ー
テ

ィ
ー
ン
に
過
ぎ
ず
、
エ
デ
ュ
ケ

ー
シ
ョ
ン
と
は
ま
っ
た
く
異
な

る
﹂
と
話
し
た
。
グ
ー
グ
ル
社

は
、
教
員
に
は
次
学
年
度
に
向

け
た
教
員
教
育
も
提
供
す
る
こ

と
を
発
表
し
た
。

高
校
の
キ
ャ
リ
ア
・

プ
ロ
グ
ラ
ム
拡
大 

グ
ー
グ
ル
社
も
賛
同 

　

遭
難
し
た
ス
ト
ラ
ウ
ス
夫
妻
︵
写
真
左
︶
は
、
映
画
で
共
に

船
に
残
っ
た
老
夫
婦
︵
写
真
上
︶
の
モ
デ
ル
と
み
ら
れ
る

　

チ
ャ
イ
ナ
タ
ウ
ン
で
６
月
20

日
午
前
０
時
15
分
頃
、
Ｈ
Ｑ
電

動
自
転
車
︵
Ｅ
バ
イ
ク
︶
修
理

店
︵
マ
デ
ィ
ソ
ン
通
り
80
番

地
︶
で
火
災
が
発
生
し
４
人
が

死
亡
、２
人
が
重
傷
を
負
っ
た
。

発
火
時
、店
は
閉
ま
っ
て
い
た
。

店
は
６
階
建
て
ビ
ル
の
１
階
に

あ
り
、
２
階
か
ら
上
は
住
居
と

な
っ
て
い
る
。
死
亡
し
た
４
人

は
62
歳
と
65
歳
の
女
性
と
71
歳

と
80
歳
の
男
性
。
現
場
で
の
記

者
会
見
で
ロ
ー
ラ
・
カ
バ
ナ
ー

消
防
局
長
は
﹁
リ
チ
ウ
ム
イ
オ

ン
電
池
と
Ｅ
バ
イ
ク
が
原
因
な

の
は
明
ら
か
だ
﹂
と
述
べ
た
。

火
災
が
起
き
た
店
は
２
年
半
ほ

ど
前
に
オ
ー
プ
ン
。
オ
ー
プ
ン

し
て
間
も
な
い
２
０
２
１
年
に

も
違
法
行
為
が
あ
っ
た
。
昨
年

８
月
に
は
充
電
に
関
す
る
違
反

お
よ
び
電
池
と
車
両
の
数
に
つ

い
て
の
安
全
基
準
違
反
で
市
消

防
局
︵
Ｆ
Ｄ
Ｎ
Ｙ
︶
か
ら
摘
発

さ
れ
、
１
６
０
０
ド
ル
の
罰
金

を
課
さ
れ
た
。
消
防
署
は
そ
の

後
も
監
視
を
続
け
て
い
た
が
、

事
故
は
防
げ
な
か
っ
た
。

　

店
を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
た
家
族

の
一
人
で
あ
る
ビ
ユ
ン
・
リ
ウ

さ
ん
は
発
火
当
時
、﹁
電
気
パ

ネ
ル
は
切
っ
て
あ
り
、
店
内
で

は
な
に
も
充
電
し
て
い
な
い
。

発
火
す
る
方
法
は
な
い
﹂
と
述

べ
て
い
る
。
し
か
し
リ
チ
ウ
ム

イ
オ
ン
電
池
は
充
電
中
で
な
く

て
も
発
火
す
る
可
能
性
が
あ
る

と
い
う
。

　

カ
バ
ナ
ー
消
防
局
長
に
よ
れ

ば
、
電
話
、
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
、

電
動
工
具
な
ど
の
リ
チ
ウ
ム
イ

オ
ン
電
池
が
原
因
で
、
今
年
こ

れ
ま
で
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
で

１
０
８
件
の
火
災
が
発
生
し
、

13
人
が
死
亡
し
た
。
２
０
２
２

年
に
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
な

ど
バ
ッ
テ
リ
ー
に
関
連
し
た
火

災
は
約
２
０
０
件
に
上
っ
て
い

る
。

　

今
年
４
月
９
日
、
ク
イ
ー
ン

ズ
・
ア
ス
ト
リ
ア
に
あ
る
ア
パ

ー
ト
の
正
面
玄
関
付
近
で
充
電

中
の
電
動
自
転
車
が
爆
発
し
火

災
が
発
生
、
19
歳
の
姉
と
７
歳

の
弟
が
死
亡
し
た
。
５
月
７
日

に
は
ワ
シ
ン
ト
ン
ハ
イ
ツ
の
ア

パ
ー
ト
で
火
災
が
発
生
し
４
人

が
死
亡
し
た
が
、
発
火
原
因
は

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
と
見
ら

れ
て
い
る
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
は
３
月
、

安
全
基
準
を
満
た
さ
な
い
電
動

自
転
車
や
電
動
ス
ク
ー
タ
ー
の

販
売
や
リ
ー
ス
を
禁
止
し
、
使

用
済
み
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池

の
再
生
を
禁
止
す
る
法
律
を
可

決
し
て
い
る
。
市
消
防
局
は
、

自
転
車
店
や
倉
庫
に
あ
る
違
法

な
充
電
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
も
閉
鎖

し
た
。
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
区
の
マ

ー
ク
・
レ
ビ
ン
区
長
は
使
用
済

み
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
の
買

い
取
り
と
、
安
全
な
充
電
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
の
設
置
を
進
め
て
い

る
が
、
約
６
万
５
０
０
０
台
の

電
動
自
転
車
が
配
達
員
の
配
達

に
使
わ
れ
て
い
る
。

電
動
自
転
車
火
災
相
次
ぐ

リ
チ
ウ
ム
電
池
か
ら
出
火

http://www.919usa.com
mailto:kisotanaka@kisotanaka.com
mailto:info@bcnetwork.org%E2%96%A0NY%E6%97%A5%E6%9C%AC%E4%BA%BA
http://www.Jhelp.com
http://www.nyseikatsu.com
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１
９
１
２
年
に
北
大
西
洋
に

沈
没
し
た
豪
華
客
船
タ
イ
タ
ニ

ッ
ク
号
の
見
学
に
向
か
っ
た
ま

ま
連
絡
が
途
絶
え
た
潜
水
艇

﹁
タ
イ
タ
ン
号
﹂
に
つ
い
て
、

米
沿
岸
警
備
隊
は
６
月
22
日
、

タ
イ
タ
ニ
ッ
ク
号
の
残
骸
か
ら

５
０
０
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
離
れ
た

水
深
３
８
０
０
メ
ー
ト
ル
ほ
ど

の
海
底
で
タ
イ
タ
ン
号
の
破
片

潜水艇沈没の悲劇
艇
長
夫
人
の
祖
先
が
乗
船

タ
イ
タ
ニ
ッ
ク
号
の
映
画
に
も

　

乳
が
ん
医
療
の
世
界
的
権
威

ロ
イ
芦
刈
さ
ん
の
葬
儀
が
６
月

24
日
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
プ
レ

ザ
ン
ト
ビ
ル
の
ビ
ー
チ
ャ
ー
・

フ
ロ
ー
ク
ス
葬
儀
場
に
て
し
め

や
か
に
行
わ
れ
た
︵
１
面
に
記

事
︶。
次
男
で
喪
主
の
ア
ン
ド

リ
ュ
ー
・
芦
刈
氏
が
弔
辞
を
述

べ
、
慶
應
義
塾
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

学
院
を
代
表
し
て
巽
孝
之
学
院

長
か
ら
の
弔
辞
を
デ
ィ
ー
ン
の

エ
ド
ワ
ー
ド
・
コ
ン
ソ
ラ
テ
ィ

氏
が
代
読
し
た
。
芦
刈
家
の
遺

族
の
希
望
で
、
供
花
は
慶
應
Ｎ

Ｙ
学
院
へ
寄
付
し
て
ほ
し
い
と

い
う
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
あ
り
、
同

学
院
で
は
芦
刈
記
念
奨
学
金

︵https://w
w

w
.keio.edu/

giving

︶
を
設
立
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。

　

葬
儀
に
は
佐
藤
貢
司
Ｎ
Ｙ
日

系
人
会
︵
Ｊ
Ａ
Ａ
︶
会
長
、
ス

ー
ザ
ン
大
沼
Ｊ
Ａ
Ａ
名
誉
会

長
、
本
間
俊
一
Ｊ
Ａ
Ａ
副
会
長

／
日
本
人
医
師
会
元
会
長
ら

１
０
０
人
余
り
が
列
席
し
た
。

会
場
に
は
芦
刈
氏
の
外
科
医
と

し
て
の
多
く
の
功
績
を
示
す
資

料
や
子
供
時
代
か
ら
今
ま
で
の

写
真
が
飾
ら
れ
た
。　
　

　

Ｊ
Ａ
Ａ
の
資
料
﹁
日
系
人
会

の
顔
﹂︵
第
34
回
、
２
０
０
１

年
６
月
７
日
号
︶
に
よ
る
と
、

芦
刈
氏
は
、
１
９
３
１
年
中
国

大
連
で
生
ま
れ
、
敗
戦
と
同
時

に
、
家
族
と
引
き
上
げ
船
で
佐

世
保
に
帰
国
し
た
。
大
分
で
1

年
を
過
ご
し
た
後
上
京
、
慶

應
大
学
医
学
部
を
卒
業
後
の

１
９
５
８
年
、
26
歳
で
﹁
海
外

医
科
卒
生
交
換
研
修
制
度
﹂
で

渡
米
し
た
。
米
国
留
学
を
決
め

た
の
は
、
当
時
の
強
い
ア
メ
リ

カ
へ
の
憧
れ
と
、
父
親
も
早
稲

田
大
学
卒
業
後
米
国
に
留
学

し
、親
し
み
も
あ
っ
た
こ
と
や
、

母
が
亡
く
な
り
父
は
出
家
、
兄

妹
も
独
立
し
、
一
人
に
な
っ
た

こ
と
か
ら
軽
い
気
持
ち
で
決
め

た
。
Ｎ
Ｙ
に
到
着
し
た
そ
の
日

か
ら
、
市
立
フ
ォ
ー
ダ
ム
病
院

で
イ
ン
タ
ー
ン
レ
ジ
デ
ン
ト
と

し
て
の
生
活
が
ス
タ
ー
ト
、
何

も
わ
か
ら
な
い
中
、
隔
日
当
直

の
週
１
２
０
時
間
勤
務
で
週
給

１
２
５
ド
ル
と
い
う
厳
し
い
研

修
が
続
い
た
。
こ
の
頃
、
同
氏

が
後
に
が
ん
医
療
の
道
に
進
む

き
っ
か
け
と
な
っ
た
亡
妻
の
ジ

ュ
デ
ィ
さ
ん
と
出
会
っ
た
。
1

年
の
交
際
後
結
婚
、
よ
り
高
い

医
療
技
術
を
求
め
て
マ
ウ
ン

ト
・
サ
イ
ナ
イ
医
科
大
学
に
移

り
、
研
修
期
間
が
終
わ
り
ア
テ

ン
デ
ィ
ン
グ
に
な
っ
た
時
、
ジ

ュ
デ
ィ
さ
ん
の
が
ん
が
発
見
さ

れ
た
。
レ
ジ
デ
ン
ト
で
外
科
を

選
択
し
て
い
た
芦
刈
さ
ん
は
、

が
ん
を
専
攻
し
よ
う
と
﹁
メ
モ

リ
ア
ル
・
ス
ロ
ー
ン
ケ
タ
リ
ン

グ
・
が
ん
セ
ン
タ
ー
﹂
に
応
募
、

採
用
さ
れ
た
。
し
か
し
、
ジ
ュ

デ
ィ
さ
ん
は
氏
の
献
身
的
な
看

病
と
治
療
も
か
い
な
く
27
歳
の

若
さ
で
、
2
人
の
男
の
子
を
残

し
て
亡
く
な
っ
た
。

　

こ
の
頃
、
病
院
で
乳
が
ん
治

療
の
世
界
的
権
威
を
持
つ
医
師

が
病
院
を
移
る
こ
と
に
な
り
、

そ
の
後
を
継
い
で
ほ
し
い
と
請

わ
れ
、
脾
臓
・
肝
臓
が
ん
の
研

究
・
治
療
を
目
指
し
て
い
た
芦

刈
さ
ん
は
迷
っ
た
末
に
応
じ

た
。
そ
の
後
の
活
躍
は
目
ざ
ま

し
く
、
手
術
が
早
く
て
術
後
が

き
れ
い
と
い
う
こ
と
で
﹁
ス
ピ

ー
デ
ィ
ー
・
ゴ
ン
ザ
レ
ス
﹂
と

敬
意
を
込
め
て
異
名
さ
れ
た
そ

の
手
腕
を
い
か
ん
な
く
発
揮
、

ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
副
大
統
領
夫

人
を
始
め
、
数
多
く
の
著
名
人

の
執
刀
・
治
療
に
携
わ
っ
て
き

た
。
80
年
に
外
科
教
授
兼
主
任

と
し
て
Ｎ
Ｙ
医
科
大
学
に
転

任
、
年
間
５
０
０
回
を
超
え
る

手
術
を
行
っ
た
。
米
国
で
の
治

療
方
法
、
が
ん
に
対
す
る
啓
蒙

運
動
、
社
会
と
患
者
が
助
け
合

う
精
神
な
ど
手
本
と
す
べ
き
も

の
を
、
過
去
、
日
本
の
学
会
や

大
学
で
精
力
的
に
講
演
、
日
本

医
学
界
に
大
き
な
影
響
を
与
え

た
。
ま
た
、
交
換
医
学
留
学
生

制
度
の
創
設
や
、
日
系
医
学
生

へ
の
奨
学
金
な
ど
、
後
進
の
育

成
に
も
取
り
組
ん
で
き
た
。
日

本
政
府
か
ら
勲
三
等
瑞
宝
章
を

受
章
。
芦
刈
さ
ん
は
常
々
学
生

に
﹁
自
分
の
お
母
さ
ん
を
治
療

す
る
よ
う
な
気
持
ち
で
、
患
者

さ
ん
に
接
し
、
そ
し
て
信
頼
さ

れ
る
医
師
に
な
り
な
さ
い
﹂
と

言
っ
て
い
た
そ
う
だ
。

　

当
時
本
人
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

し
て
こ
の
記
録
を
書
い
た
Ｎ
Ｙ

日
系
人
会
の
野
田
美
知
代
事
務

局
長
は
﹁
当
時
す
で
に
、
名
医

で
有
名
で
し
た
が
、
日
本
人
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
ド
ク
タ
ー
と

し
て
貢
献
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

先
生
は
紳
士
的
で
、
慶
應
ボ
ー

イ
で
、
背
も
高
く
、
日
本
人
の

誇
り
を
感
じ
ま
し
た
﹂
と
話
し

て
い
る
。

ロ
イ
芦
刈
さ
ん
逝
く

Ｎ
Ｙ
日
系
社
会
に
も
貢
献

が
見
つ
か
っ
た
と
発
表
し
た
。

水
圧
で
船
体
が
つ
ぶ
れ
た
と
み

ら
れ
、
タ
イ
タ
ン
号
を
運
営
す

る
オ
ー
シ
ャ
ン
ゲ
ー
ト
・
エ
ク

ス
ペ
デ
ィ
シ
ョ
ン
ズ
は
乗
っ
て

い
た
５
人
は
死
亡
し
た
と
発
表

し
た
。

　

タ
イ
タ
ン
号
に
乗
っ
て
い
た

の
は
、
オ
ー
シ
ャ
ン
ゲ
ー
ト
・

エ
ク
ス
ペ
デ
ィ
シ
ョ
ン
ズ
の
ス

ト
ッ
ク
ト
ン
・
ラ
ッ
シ
ュ
Ｃ
Ｅ

Ｏ
︵
最
高
経
営
責
任
者
。
61
︶、

英
国
人
富
豪
ハ
ミ
ッ
シ
ュ
・
ハ

ー
デ
ィ
ン
グ
氏
︵
58
︶、
フ
ラ

ン
ス
人
探
検
家
ポ
ー
ル
・
ヘ

ン
リ
ー
・
ナ
ル
ジ
オ
レ
ッ
ト

氏
︵
77
︶、
パ
キ
ス
タ
ン
財
閥

の
シ
ャ
ザ
ダ
・
ダ
ー
ウ
ッ
ド
氏

︵
48
︶
と
息
子
ス
ラ
イ
マ
ン
氏

︵
19
︶
の
5
人
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
タ
イ
ム
ズ
紙
に
よ
る
と
、
ラ

ッ
シ
ュ
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
妻
ウ
ェ
ン
デ

ィ
・
ラ
ッ
シ
ュ
さ
ん
︵
61
︶
は
、

タ
イ
タ
ニ
ッ
ク
号
沈
没
で
亡
く

な
っ
た
乗
客
の
﹁
玄
孫
︵
や
し

ゃ
ご
＝
ひ
孫
の
子
ど
も
︶﹂
に

当
た
る
と
い
う
。

　

タ
イ
タ
ニ
ッ
ク
号
の
事
故
当

時
、
一
等
客
室
に
メ
イ
シ
ー
ズ

百
貨
店
の
共
同
経
営
者
の
イ
ジ

ド
ー
・
ス
ト
ラ
ウ
ス
︵
当
時
67

歳
︶
と
妻
の
ア
イ
ダ
・
ス
ト
ラ

ウ
ス
︵
当
時
63
歳
︶
が
乗
船
し

て
い
た
。
船
が
氷
山
に
ぶ
つ
か

る
事
故
が
発
生
し
沈
没
し
か
か

る
な
か
、
夫
妻
は
救
命
ボ
ー
ト

に
乗
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し

か
し
ボ
ー
ト
が
足
り
な
い
た
め

女
性
と
子
供
が
優
先
し
て
乗
せ

ら
れ
て
い
る
の
を
知
っ
た
イ
ジ

ド
ー
は
ボ
ー
ト
乗
船
を
拒
否
、

妻
の
ア
イ
ダ
も
40
年
間
連
れ
添

っ
た
夫
の
イ
ジ
ド
ー
と
運
命
を

共
に
す
る
こ
と
に
し
た
。
イ
ジ

ド
ー
の
遺
体
は
沈
没
し
て
２
週

間
後
に
海
で
発
見
さ
れ
た
が
、

ア
イ
ダ
の
遺
体
は
見
つ
か
ら
な

か
っ
た
。
メ
ー
シ
ー
ズ
百
貨
店

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
店
に
は
夫
妻
の

刻
板
が
飾
ら
れ
て
い
る
。
ウ
ェ

ン
デ
ィ
・
ラ
ッ
シ
ュ
さ
ん
は
こ

の
夫
妻
の
玄
孫
に
あ
た
る
。

　

ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
キ
ャ
メ
ロ
ン

が
監
督
し
世
界
的
大
ヒ
ッ
ト
と

な
っ
た
映
画﹁
タ
イ
タ
ニ
ッ
ク
﹂

︵
１
９
９
７
年
公
開
︶
で
は
、

沈
ん
で
い
く
船
の
中
で
老
夫
婦

が
ベ
ッ
ド
で
抱
き
合
う
シ
ー
ン

が
あ
る
が
、
こ
の
夫
妻
が
モ
デ

ル
と
み
ら
れ
て
い
る
。

　

33
回
に
わ
た
っ
て
15
年
以
上

潜
水
艇
で
タ
イ
タ
ニ
ッ
ク
号
を

調
査
し
た
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
キ
ャ

メ
ロ
ン
監
督
は
テ
レ
ビ
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
で
、﹁
タ
イ
タ
ニ
ッ

ク
号
と
タ
イ
タ
ン
号
の
事
故
の

類
似
性
に
衝
撃
を
受
け
た
。
警

告
が
無
視
さ
れ
た
同
じ
場
所

で
、
非
常
に
よ
く
似
た
悲
劇
が

起
き
た
こ
と
は
驚
く
べ
き
こ
と

だ
と
思
う
﹂
な
ど
と
語
っ
た
。

　

タ
イ
タ
ニ
ッ
ク
号
に
は
日
本

人
と
し
て
は
唯
一
、
鉄
道
官
僚

の
細
野
正
文
が
乗
船
し
て
い

た
。
救
命
ボ
ー
ト
に
乗
る
こ
と

が
で
き
て
一
命
を
取
り
留
め
て

い
る
。
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
の
細

野
晴
臣
さ
ん
の
祖
父
に
あ
た

る
。

沈没した探査潜水艇タイタン号（上）とタイタニック号（下）

遭
難
し
た
ス
ト
ラ
ウ
ス
夫
妻
︵
写
真
左
︶
は
、
映
画
で
共
に

船
に
残
っ
た
老
夫
婦
︵
写
真
上
︶
の
モ
デ
ル
と
み
ら
れ
る

執
務
室
で
笑
顔
を
見
せ
る
あ
り
し
日
の
芦
刈
さ
ん

https://www.fivelightscenter.com/
https://nyaikikai.com/
https://www.keio.edu/giving
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懸
命
に
仕
事
を
し
て
る
と

日
々
は
あ
っ
と
い
う
間
で
す
。

人
生
は
﹁
光
陰
矢
の
如
し
〜
﹂。

今
迄
の
銀
座
で
の
20
数
年
間
は

恵
ま
れ
た
仕
事
環
境
で
す
。
前

半
は
世
の
中
が
何
と
な
く
華
や

い
で
い
て
私
が
ス
ポ
ン
サ
ー
で

日
本
特
有
な
各
業
界
人
と
フ
ラ

ワ
ー
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
の
毎
夜
の

接
待
交
流
会
で
す
。
し
か
し

段
々
と
各
企
業
も
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
委
員
会
も
出
来
て
き
て

職
場
の
規
制
も
あ
り
そ
の
う
ち

に
公
私
に
お
金
の
廻
り
も
悪
く

な
り
ま
す
。
世
の
中
は
セ
ク
ハ

ラ
、
パ
ワ
ハ
ラ
、
モ
ラ
ハ
ラ
で

の
各
種
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
敏
感

に
な
り
ま
す
。﹁
物
言
え
ば
唇

寂
し
﹂
で
仕
事
も
マ
ニ
ュ
ア
ル

化
で
パ
タ
ー
ン
化
し
て
シ
ス
テ

ム
化
で
は
個
人
の
多
様
性
は
日

本
で
は
違
う
方
向
に
向
か
い
ま

す
。
同
一
の
価
値
観
の
意
見
を

求
め
特
化
し
た
保
守
性
が
日
本

人
に
は
あ
り
ま
す
。
未
だ
に
マ

ス
ク
を
外
し
て
い
る
人
は
外
で

 

梶
木
敏
巳
の
人
生

風
の
ま
ま
に

国
連
支
援
を
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
に

55

は
１
〜
２
割
で
す
。
日
本
人
の

真
面
目
な
特
性
は
コ
ロ
ナ
禍
の

時
期
に
て
顕
著
に
な
り
ま
す
。

私
は
こ
こ
数
年
は
毎
月
故
郷
の

佐
賀
県
の
唐
津
市
を
訪
問
し
て

い
ま
す
。
小
中
学
校
の
同
級
生

ら
と
の
仕
事
で
も
交
流
で
す
。

そ
し
て
今
年
も
ま
た
、
10
月
２

日
に
カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル
イ
ベ

ン
ト
の
第
11
回
目
の
カ
ジ
キ
ズ

シ
ョ
ー
を
開
催
し
ま
す
。
佐
賀

県
か
ら
は
33
名
が
参
加
。
神
楽

舞
や
剣
舞
、コ
ー
ラ
ス
他
で
す
。

そ
れ
に
関
西
組
と
関
東
組
の
出

演
者
で
す
。
こ
れ
は
粛
々
と
私

の
天
命
と
し
て
実
行
す
る
の
み

で
す
。
こ
れ
に
並
行
し
て
Ｋ
Ｊ

が
国
連
︵
日
本
庭
園
と
平
和
の

鐘
︶
の
支
援
団
体
と
し
て
の
寄

付
金
集
め
が
あ
り
ま
す
。
国
連

側
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
銀
行
に

信
託
口
座
を
特
設
し
て
く
れ
て

１
千
ド
ル
寄
付
の
活
動
を
し
て

い
ま
す
。
Ｋ
Ｊ
国
際
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
連
盟
か
ら
は
い
ち
早
く
私

と
Ｋ
Ｊ
の
主
力
メ
ン
バ
ー
で
レ

ス
ト
ラ
ン
経
営
者
の
中
村
撤
子

さ
ん
や
高
崎
純
子
本
部
長
が
賛

同
さ
れ
て
１
千
ド
ル
を
寄
付
を

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
Ｋ
Ｊ

も
数
回
に
渡
り
寄
付
を
し
て
い

ま
す
。
寄
付
金
を
そ
の
ま
ま
の

金
額
で
Ｋ
Ｊ
を
通
し
て
国
連
の

信
託
口
座
に
寄
付
を
し
ま
す
。

個
人
で
の
善
意
の
寄
付
金
で

す
。
社
会
貢
献
も
自
己
満
足
で

し
か
有
り
ま
せ
ん
が
、
し
か
し

九
州
で
の
子
供
の
頃
を
考
え
れ

ば
学
校
の
授
業
で
習
っ
た
国
連

に
個
人
が
直
接
寄
付
し
て
寄
与

で
き
る
事
は
想
像
も
し
て
い
ま

せ
ん
。
話
を
繋
い
で
導
い
て
頂

い
た
前
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
倫
理
友

の
会
理
事
長
の
リ
ン
ゼ
イ
芥
川

笑
子
さ
ん
や
当
時
の
国
連
政
府

代
表
部
の
川
村
全
権
大
使
に
感

謝
す
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
本

来
は
個
人
は
何
人
も
国
連
に
寄

付
で
き
ま
せ
ん
。
そ
れ
を
私
の

団
体
が
国
連
に
直
接
寄
付
が
出

来
る
よ
う
に
大
使
が
取
り
計
ら

っ
て
頂
い
た
の
で
す
。
こ
の
話

は
4
年
前
く
ら
い
の
２
０
１
９

年
に
リ
ン
ゼ
イ
さ
ん
か
ら
の
話

し
で
し
た
。
川
村
全
権
大
使
が

国
連
の
平
和
の
鐘
の
庭
園
の
保

持
と
支
援
を
梶
木
さ
ん
に
と
の

依
頼
で
す
。
私
は
そ
の
時
に
は

失
礼
に
も
﹁
間
に
色
々
な
人
が

入
ら
ず
国
連
に
直
接
寄
付
が
で

き
る
の
な
ら
ば
〜
﹂
と
リ
ン
ゼ

イ
さ
ん
に
お
伝
え
し
ま
す
。
そ

の
話
し
を
受
け
て
川
村
大
使
が

転
任
さ
れ
る
前
に
国
連
に
掛
け

合
い
そ
の
特
設
の
信
託
口
座
の

設
置
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。
川

村
大
使
が
﹁
転
任
前
に
良
き
置

土
産
に
な
っ
た
﹂
と
仰
っ
た
と

リ
ン
ゼ
イ
さ
ん
か
ら
聞
き
ま
し

た
。
こ
の
こ
と
は
私
や
今
の
Ｋ

Ｊ
代
表
の
西
ケ
谷
靖
子
も
と
も

に
我
々
の
社
会
貢
献
活
動
の
集

大
成
と
な
り
ま
す
。
こ
の
国
連

︵
日
本
庭
園
と
平
和
の
鐘
︶
支

援
は
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
な
り
そ

う
で
す
。

　

︵
か
じ
き
・
と
し
み
／
花
の

街
振
興
財
団
／
Ｉ
Ｆ
Ａ
理
事

長
︶

 

Ｎ
Ｙ
ビ
ジ
ネ
ス
会
計
基
礎
知
識
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﹁
譲
謙
︵
ゆ
ず
け
ん
︶
さ
ん

や
、
最
近
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ

で
人
を
雇
っ
た
ん
じ
ゃ
が
、
何

か
必
要
な
手
続
き
が
あ
る
か
の

う
？
﹂
会
社
経
営
者
の
鬣
︵
た

て
が
み
︶
が
会
計
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
の
譲
矢
謙
吉
︵
ゆ
ず
り
や

け
ん
き
ち
、
通
称
；
譲
謙
︶
に

お
も
む
ろ
に
尋
ね
た
。

　

﹁
そ
う
で
す
ね
。
い
ろ
い
ろ

と
あ
り
ま
す
﹂
﹁
そ
れ
は
な
ん

じ
ゃ
？
﹂
﹁
ま
ず
、
ア
メ
リ
カ

国
内
の
人
か
国
外
の
人
か
に
よ

っ
て
手
続
き
が
異
な
っ
て
き
ま

す
﹂
﹁
そ
う
か
、
実
は
国
内
と

国
外
の
両
方
に
い
る
ん
じ
ゃ

が
、
両
方
の
ケ
ー
ス
に
つ
い
て

教
え
て
く
れ
ん
か
？
﹂
﹁
は
い
、

わ
か
り
ま
し
た
。
ま
ず
は
共
通

事
項
の
説
明
を
し
ま
す
。
ア
ウ

ト
ソ
ー
シ
ン
グ
は
業
務
委
託
で

す
の
で
、
日
米
ど
ち
ら
で
も
業

務
委
託
契
約
書
が
必
要
に
な
り

ま
す
。
業
務
委
託
契
約
書
で
は
、

業
務
内
容
や
対
価
の
支
払
い
方

法
、
期
日
な
ど
の
条
件
を
記
載

し
ま
す
。
最
終
的
に
は
委
託
者

と
受
託
者
が
そ
れ
ぞ
れ
署
名
と

日
付
を
記
載
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が

保
持
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
﹂

　

﹁
そ
も
そ
も
雇
用
契
約
と
委

託
契
約
は
ど
こ
が
違
う
ん
じ

ゃ
？
﹂﹁
雇
用
契
約
と
委
託
契

約
と
の
違
い
は
、
雇
用
契
約
は

使
用
者
側
に
仕
事
の
指
示
管
理

オ
ペ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ
リ
ー
ス
に
使
用
す
る
利
率

を
行
う
権
限
が
あ
り
、
労
働
者

側
に
は
裁
量
権
が
な
い
と
い
う

こ
と
で
す
。
委
託
関
係
で
は
、

契
約
当
事
者
は
全
く
独
立
で
あ

り
、
委
託
者
の
指
図
に
従
う
義

務
は
な
く
、
受
託
者
は
自
分
の

裁
量
で
仕
事
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
受
託
者

は
自
分
の
好
き
な
時
間
で
働
く

こ
と
が
で
き
、
自
分
の
意
思
で

請
求
書
を
委
託
者
に
出
す
こ
と

が
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
﹂

﹁
ほ
う
、
裁
量
権
が
あ
る
か
な

い
か
で
、
雇
用
か
委
託
か
に
分

か
れ
る
わ
け
じ
ゃ
な
﹂﹁
そ
う

で
す
。
し
ば
し
ば
、
こ
れ
は
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
と
い
う
こ
と
ば
で

も
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。
ど
ち

ら
か
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
権
が
あ

れ
ば
、
雇
用
契
約
、
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
権
が
双
方
に
な
け
れ

ば
、
委
託
契
約
に
な
り
ま
す
﹂　

　

﹁
わ
か
っ
た
。
そ
れ
じ
ゃ
、

具
体
的
に
委
託
契
約
で
必
要
な

手
続
き
は
な
ん
じ
ゃ
？
﹂﹁
ま

ず
、
ア
メ
リ
カ
国
内
で
の
委
託

契
約
の
場
合
で
す
が
、
相
手

か
らForm

 W
-9 (R

equest 
for T

ax
pay

er

　

Iden
ti-

fication
 N

u
m

b
er an

d 
C

ertification)

を
入
手
し
て

お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
﹂﹁
Ｗ-

９
と
は
な
ん
じ
ゃ
？
﹂﹁
Ｗ-

９
は
相
手
のIdentification 

N
um

ber

を
知
る
た
め
の
フ

ォ
ー
ム
で
す
。
支
払
い
相
手
が

個
人
の
場
合
に
は
ソ
ー
シ
ャ

ル　

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
・
ナ
ン
バ

ー
や
個
人
納
税
者
番
号 (

Ｉ
Ｔ

Ｉ
Ｎ)

に
な
り
ま
す
。
ビ
ジ
ネ

ス
の
場
合
に
は
、E

m
ployer 

Identification N
um

ber (

Ｅ
Ｉ
Ｎ)

に
な
り
ま
す
。
そ
し

て
、
Ｗ-

９
に
は
、
受
取
人
が
、

個
人
な
の
か
、
株
式
会
社
な
の

か
、
Ｌ
Ｌ
Ｃ
な
の
か
な
ど
の
情

報
も
記
載
し
ま
す
﹂

　

﹁
な
ん
で
Ｗ-

９
が
必
要
な

ん
じ
ゃ
？
﹂﹁
ア
メ
リ
カ
国
内

で
委
託
業
務
を
し
た
場
合
、
支

払
金
額
が
６
０
０
ド
ル
以
上

に
な
る
と
委
託
者
は
相
手
に

Form
1099

︵
支
払
調
書
︶
を

発
行
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

Form
1099

を
作
成
す
る
た

め
に
Ｗ-

９
が
必
要
に
な
る
か

ら
で
す
﹂﹁
そ
れ
じ
ゃ
、
外
国

に
委
託
し
た
人
に
委
託
料
を
支

払
う
場
合
は
、
何
が
必
要
じ

ゃ
？
﹂﹁
も
し
も
、
受
託
者
が

海
外
に
住
ん
で
い
て
、
海
外
で

受
託
し
た
作
業
を
し
て
い
た
場

合
に
は
、
海
外
源
泉
所
得
で
あ

る
の
で
、
何
ら
レ
ポ
ー
ト
を
発

行
す
る
義
務
も
源
泉
徴
収
す
る

義
務
も
あ
り
ま
せ
ん
﹂﹁
ほ
う
、

そ
れ
は
簡
単
じ
ゃ
の
。
よ
か
っ

た
。
あ
り
が
と
う
﹂

米
国
公
認
会
計
士
齊
藤
事
務
所 

(www.saitollp.com, info@
saitollp.com)

：
齊
藤
幸
喜

　

６
月
は
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
の
権
利

向
上
を
目
指
す
﹁
プ
ラ
イ
ド
月

間
﹂
だ
が
、
各
州
で
反
Ｌ
Ｇ
Ｂ

Ｔ
Ｑ
法
案
が
相
次
い
で
成
立
し

て
い
る
こ
と
か
ら
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ

Ｑ
の
人
権
団
体
﹁
ヒ
ュ
ー
マ

ン
・
ラ
イ
ツ
・
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
﹂
︵
Ｈ
Ｒ
Ｃ
︶
は
６
月
６
日
、

１
９
８
０
年
の
設
立
以
降
初
と

な
る
﹁
緊
急
事
態
宣
言
﹂
を
出

し
て
い
る
。
Ｈ
Ｒ
Ｃ
に
よ
れ
ば
、

今
年
１
月
か
ら
６
月
に
か
け
、

全
米
の
各
州
議
会
で
５
２
５
本

以
上
の
反
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
法
案
が

提
出
さ
れ
、
う
ち
75
本
が
成
立

し
た
。

　

発
端
と
な
っ
た
の
は
テ
キ
サ

ス
州
で
、
昨
年
３
月
、
学
校
で

教
師
が
﹁
性
的
指
向
や
性
自
認

に
関
す
る
教
室
で
の
指
導
﹂
を

禁
止
す
る
通
称
﹁
ゲ
イ
と
言
う

な
︵D

on't Say G
ay

︶﹂
法

案
が
州
議
会
を
通
過
し
、
24
年

の
大
統
領
選
に
出
馬
表
明
を
し

て
い
る
ロ
ン
・
デ
サ
ン
テ
ィ
ス
・

フ
ロ
リ
ダ
州
知
事
︵
共
和
党
︶

が
署
名
、
州
法
と
し
て
成
立
し

た
。
類
似
の
法
案
が
全
米
各
地

で
提
出
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
に
ア

ー
カ
ン
ソ
ー
や
ア
リ
ゾ
ナ
な
ど

６
州
で
法
制
化
さ
れ
て
い
る
。

学
校
で
ゲ
イ
の
議
論
を
制
限
す

る
州
法
は
通
称
﹁
同
性
愛
者
推

進
禁
止
﹂
法
と
呼
ば
れ
、
多
く

は
廃
止
さ
れ
た
が
、
現
在
、
振

り
返
し
に
な
っ
て
い
る
。

反
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
法
案
成
立
続
く

今
年
す
で
に
75
の
法
律
が
制
定

https://www.takenakapartners.com/
https://www.facebook.com/pg/nyjalc/about/
http://www.yamagatadental.net/
http://myriverside.net/home
tel:2122136069
http://www.saitollp.com
http://www.saitollp.com
http://www.saitollp.com
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テ
レ
ワ
ー
ク
・
リ
モ

ー
ト
ワ
ー
ク
時
に
お

け
る
企
業
の
留
意
点

︵
そ
の
１
︶

クイック USA

138

従
業
員
は
労
働
時
間
外
と
捉
え

ら
れ
る
べ
き
で
は
な
く
、
そ
の

時
間
に
対
す
る
報
酬
を
支
払
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
強
調
し

て
い
ま
す
。 

︵
２
︶
テ
レ
ワ
ー
ク
と
Ｆ
Ｍ
Ｌ

Ａ
　

Ｆ
Ａ
Ｂ
は
、
Ｆ
Ｍ
Ｌ
Ａ
に
お

け
る
従
業
員
の
資
格
、
お
よ
び

テ
レ
ワ
ー
カ
ー
に
適
用
さ
れ
る

Ｆ
Ｍ
Ｌ
Ａ
の”

w
orksite

︵
職

場
︶”

の
定
義
に
つ
い
て
述
べ

て
い
ま
す
。

　

ご
存
知
の
通
り
、
従
業
員
は

雇
用
主
の
も
と
で
12
か
月
以
上

勤
務
し
、
休
暇
前
の
12
か
月
間

に
少
な
く
と
も
１
２
５
０
時
間

勤
務
し
て
い
れ
ば
、
Ｆ
Ｍ
Ｌ
Ａ

を
取
得
す
る
資
格
が
あ
り
ま

す
。
１
２
５
０
時
間
に
は
、
自

宅
、
職
場
、
そ
の
他
の
場
所
で

の
勤
務
に
関
わ
ら
ず
、
従
業
員

の
勤
務
時
間
は
す
べ
て
カ
ウ
ン

ト
さ
れ
ま
す
。
Ｆ
Ａ
Ｂ
は
、
従

業
員
が
Ｆ
Ｍ
Ｌ
Ａ
の
適
用
を
受

け
る
た
め
の
勤
務
時
間
要
件
を

満
た
し
て
い
な
い
こ
と
を
証
明

す
る
責
任
は
雇
用
者
に
あ
る
た

め
、
正
確
な
記
録
を
残
す
よ
う

注
意
を
促
し
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
Ｆ
Ａ
Ｂ
は
テ
レ
ワ
ー

カ
ー
と
Ｆ
Ｍ
Ｌ
Ａ
の
資
格
に
つ

い
て
、
し
ば
し
ば
50
／
75
ル
ー

ル
と
呼
ば
れ
る
も
の
︵
す
な
わ

ち
、
従
業
員
は
そ
の
事
業
所
か

ら
75
マ
イ
ル
以
内
に
勤
務
す
る

50
人
以
上
の
従
業
員
が
い
る
事

業
所
で
雇
用
さ
れ
て
い
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
︶
に
つ
い
て
、

明
確
な
説
明
を
加
え
て
い
ま

す
。 
︵
つ
づ
く
︶

中
村
　
淳(

リ
ラ
イ
ア
ン
ス
・

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
・
ラ
イ
フ
・
イ

ン
シ
ュ
ラ
ン
ス
・
カ
ン
パ
ニ
ー
、

ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
・
リ
エ
ゾ
ン
︶

www.919usa.com

　

コ
ロ
ナ
禍
で
急
速
に
進
ん
だ

テ
レ
ワ
ー
ク
の
導
入
に
伴
い
、

社
内
規
定
を
変
更
さ
れ
た
企
業

様
も
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

今
回
は
２
０
２
３
年
2
月

にD
epartm

ent of L
abor

︵
以
下
、
Ｄ
Ｏ
Ｌ
︶
よ
り
発
表

さ

れ

たField A
ssistance 

B
ulletin (

以
下
、
Ｆ
Ａ
Ｂ) 

N
o.2

0
2

3
-1

﹁T
elew

ork 
U

n
der th

e F
air L

abor 
Standards A

ct

︵
以
下
、
Ｆ

Ｌ
Ｓ
Ａ
︶ and Fam

ily and 
M

edical Leave A
ct

︵
以
下

、
Ｆ
Ｍ
Ｌ
Ａ
︶﹂
に
つ
い
て
簡

単
に
解
説
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
こ
の
Ｆ
Ａ
Ｂ
で
は
、︵
１
︶

授
乳
と
テ
レ
ワ
ー
ク
、︵
２
︶

リ
モ
ー
ト
ワ
ー
カ
ー
と
の
Ｆ
Ｍ

Ｌ
Ａ
の
資
格
要
件
の
適
用
に
つ

い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
取
り
上
げ
て

い
ま
す
。

 

︵
１
︶
テ
レ
ワ
ー
ク
と
授
乳

Ｆ
Ｌ
Ｓ
Ａ
の
適
用
を
受
け
る
雇

用
主︵
ほ
ぼ
す
べ
て
の
雇
用
主
︶

は
、
従
業
員
の
授
乳
休
憩
を
許

可
し
、
ト
イ
レ
で
は
な
い
個
室

の
授
乳
ス
ペ
ー
ス
を
提
供
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
規
定

は
、
従
業
員
が
仕
事
を
し
て
い

る
限
り
、
そ
れ
が
従
業
員
の
自

宅
で
あ
っ
て
も
適
用
さ
れ
る
こ

と
を
強
調
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
従
業
員
が
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
カ
メ
ラ
、
防
犯
カ

メ
ラ
、
ウ
ェ
ブ
会
議
シ
ス
テ

ム
︵T

eam
s

やZoom
な
ど
︶

な
ど
の
仕
事
に
関
す
る
ビ
デ
オ

シ
ス
テ
ム
を
使
用
し
て
い
る
際

に
も
、
授
乳
用
ス
ペ
ー
ス
と
授

乳
時
間
は
与
え
ら
れ
な
け
れ
ば

い
け
な
い
こ
と
を
意
味
し
ま

す
。
更
に
Ｄ
Ｏ
Ｌ
は
、
在
宅
勤

務
中
の
従
業
員
が
ビ
デ
オ
会
議

に
出
席
し
て
い
る
時
に
カ
メ
ラ

を
オ
フ
に
し
て
い
て
も
、
そ
の

　

日
本
航
空
︵
Ｊ
Ａ
Ｌ
︶
は
、

パ
リ
航
空
シ
ョ
ー
で
開
催
さ
れ

た
ス
カ
イ
ト
ラ
ッ
ク
ス
社
の

２
０
２
３
年
﹁
ワ
ー
ル
ド
・
エ

ア
ラ
イ
ン
・
ア
ワ
ー
ド
﹂
に
お

い
て
、
エ
コ
ノ
ミ
ー
ク
ラ
ス
の

総
合
評
価
が
世
界
で
最
も
優
れ

て
い
る
航
空
会
社
と
し
て
﹁
ワ

ー
ル
ド
・
ベ
ス
ト
・
エ
コ
ノ
ミ

ー
ク
ラ
ス
﹂
部
門
１
位
を
受
賞

し
た
。
ス
カ
イ
ト
ラ
ッ
ク
ス
社

は
英
国
を
拠
点
と
す
る
航
空
会

社
の
格
付
け
会
社
。
同
賞
の
受

賞
は
21
年
に
続
き
今
回
で
3
度

目
。
エ
コ
ノ
ミ
ー
ク
ラ
ス
で
も

広
々
と
し
た
座
席
の
提
供
や
客

室
乗
務
員
の
安
全
に
関
す
る
高

い
知
識
と
接
客
、 ﹁
未
来
に
残

す
機
内
食
﹂
を
テ
ー
マ
と
し
た

先
鋭
シ
ェ
フ
に
よ
る
監
修
メ
ニ

ュ
ー
な
ど
が
評
価
さ
れ
た
。
ま

た
、
世
界
で
最
も
優
れ
て
い
る

エ
コ
ノ
ミ
ー
ク
ラ
ス
で

ス
カ
イ
ト
ラ
ッ
ク
ス
社
評
価

JAL3度目の世界１位

日
本
酒
利
き
酒
会

ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
で

　

ジ
ャ
パ
ン･

ソ
サ
エ
テ
ィ
ー

で
6
月
21
日
と
22
日
、
日
本
酒

輸
出
協
会
の
講
演
と
利
き
酒
会

が
開
か
れ
た
。
同
会
は
米
国
で

活
動
を
始
め
て
か
ら
昨
年
25
周

年
を
迎
え
、
同
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー

で
の
イ
ベ
ン
ト
が
コ
ロ
ナ
禍

で
開
催
で
き
な
い
年
も
あ
っ
た

が
以
来
毎
年
行
っ
て
き
た
。
イ

ベ
ン
ト
に
は
日
本
か
ら
南
部
美

人
、
内
ヶ
崎
酒
造
店
、
奥
の
松

酒
造
、
下
越
酒
造
、
御
祖
酒
造
、

天
鷹
酒
造
、
李
白
酒
造
、
今
田

酒
造
本
店
、
旭
酒
造
、
天
山
酒

造
、
千
代
の
園
酒
造
の
11
蔵
の

蔵
元
が
参
加
し
た
。

　

21
日
は
日
本
酒
伝
道
師
の

ジ
ョ
ン･

ゴ
ン
ト
ナ
ー
氏
が

﹁F
lavors A

cross Japan

﹂

と
題
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

行
っ
た
。
各
蔵
の
テ
ロ
ワ
ー

ル
や
地
域
性
、
そ
れ
ぞ
れ
の

蔵
の
日
本
酒
の
特
徴
を
紹
介

し
な
が
ら
参
加
者
は
テ
イ
ス

テ
ィ
ン
グ
を
し
た
。
22
日
は

urbansake .com

の
創
設
者

テ
ィ
モ
シ
ー･

サ
リ
バ
ン
氏
が

﹁In Search of the Perfect 
Sip

﹂
と
題
し
た
、
楽
し
い
日

本
酒
の
飲
み
方
に
つ
い
て
講

演
。
ま
た
今
年
秋
に
は
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
州
ハ
イ
ド
・
パ
ー
ク
に

製
造
蔵
を
オ
ー
プ
ン
予
定
の
山

口
県
旭
酒
造
﹁
獺
祭
﹂
の
桜
井

博
志
会
長
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の

製
造
蔵
に
つ
い
て
講
演
し
た
。　

　

講
演
後
、
参
加
者
は
各
蔵
の

約
35
種
類
の
日
本
酒
を
楽
し
ん

だ
。
日
本
か
ら
参
加
し
た
佐
賀

県
天
山
酒
造
の
代
表
取
締
役
・

七
田
謙
介
氏
は
﹁
25
年
前
に
ジ

ャ
パ
ン･

ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
で
初

め
て
開
催
し
た
こ
と
を
思
い
出

し
感
慨
深
か
っ
た
。
未
曾
有
の

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
経
て
4
年
ぶ

り
の
会
と
な
っ
た
が
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
の
皆
さ
ん
の
日
本
酒
愛

を
感
じ
、
改
め
て
世
界
へ
挑
戦

し
て
い
く
手
ご
た
え
を
感
じ

た
﹂
。
島
根
県
李
白
酒
造
・
代

表
取
締
役
の
田
中
裕
一
郎
氏
は

﹁
コ
ロ
ナ
禍
も
あ
り
久
し
ぶ
り

エ
コ
ノ
ミ
ー
ク
ラ
ス
シ
ー
ト
に

贈
ら
れ
る
﹁
ベ
ス
ト
・
エ
コ
ノ

ミ
ー
ク
ラ
ス
・
エ
ア
ラ
イ
ン
シ

ー
ト
﹂
部
門
も
６
回
連
続
で
１

位
と
な
っ
た
。

　

﹁
ワ
ー
ル
ド
・
エ
ア
ラ
イ
ン
・

ア
ワ
ー
ド
﹂
は
１
９
９
９
年
か

ら
始
ま
っ
た
全
世
界
の
航
空
会

社
を
対
象
と
し
た
賞
で
、
ス

カ
イ
ト
ラ
ッ
ク
ス
社
が
世
界

１
０
０
か
国
以
上
の
航
空
利
用

者
を
対
象
に
オ
ン
ラ
イ
ン
調
査

を
行
い
、
毎
年
各
部
門
の
ラ
ン

キ
ン
グ
を
発
表
し
て
い
る
。

　

Ｊ
Ａ
Ｌ
は
今
年
２
月
、
ス
カ

イ
ト
ラ
ッ
ク
ス
社
の
調
査
員
が

評
価
を
行
う
﹁
ワ
ー
ル
ド
・
エ

ア
ラ
イ
ン
・
ス
タ
ー
・
レ
ー
テ

ィ
ン
グ
﹂
に
お
い
て
も
最
高
ラ

ン
ク
で
あ
る
﹁
５
ス
タ
ー
﹂
を

獲
得
し
て
い
る
。

に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
来
た
の
で

心
配
し
て
い
た
が
、
日
本
酒
を

好
き
な
人
や
興
味
を
持
っ
て
く

れ
て
い
る
人
が
増
え
て
い
て
う

れ
し
か
っ
た
﹂
と
話
し
た
。
ま

た
、
同
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー･

イ
ベ

ン
ト
事
業
部
長
の
関
谷
朋
美
さ

ん
は
﹁
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
４
年

ぶ
り
の
対
面
開
催
だ
っ
た
が
、

多
く
の
参
加
者
が
あ
っ
た
。
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
酒
シ
ー
ン
も
こ

の
25
年
間
で
大
い
に
発
展
し

た
、
今
後
も
日
本
酒
の
魅
力
を

伝
え
て
い
き
た
い
﹂と
語
っ
た
。

22
日
は
地
元
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の

ク
ラ
フ
ト
酒
ブ
ル
ワ
リ
ー
の
ブ

ル
ッ
ク
リ
ン･

ク
ラ
も
参
加
し

て
彼
ら
の
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｅ
も
振
舞
っ

た
。︵
石
黒
か
お
る
、
写
真
も
︶

http://www.swlgpc.com/jp/
mailto:KHAdvisors7@Gmail.com
https://michaeldunnlaw.com
http://www.rostamilaw.com
https://www.maxjob.com/
mailto:nishi-doso-usa@hotmail.com
http://www.919usa.com
http://www.919usa.com
http://www.919usa.com


2023 年（令和 5 年）7 月1日（土） 週刊NY生活　SHUKAN NEW YORK SEIKATSU ［総　合］　　(8  )

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
の
Ｌ
Ｇ
Ｂ

Ｔ
Ｑ
の
歴
史
の
継
承
を
促
す
ポ

ッ
ド
キ
ャ
ス
ト﹁
メ
イ
キ
ン
グ
・

ゲ
イ
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
﹂
と
非
営

利
団
体
Ｎ
Ｙ
Ｃ
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
ヒ

ス
ト
リ
ッ
ク
・
サ
イ
ト
・
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
プ
ラ
イ
ド
月
間
の

今
月
、
ス
ト
ー
ン
ウ
ォ
ー
ル
の

反
乱
の
歴
史
を
伝
え
る
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・

パ
ー
ク
で
ス
タ
ー
ト
し
た
。 

　

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
音
声

技
術
﹁
ト
ー
キ
ン
グ
・
ス
タ
チ

ュ
ー
ズ
﹂
を
利
用
し
、
ス
ト
ー

ン
ウ
ォ
ー
ル
・
イ
ン
向
い
の
同

公
園
内
に
あ
る
４
体
の
白
い
銅

像
の
そ
ば
に
あ
る
標
識
の
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
を
ス
マ
ー
ト
ホ
ン
で
読

み
取
る
と
、
銅
像
た
ち
が
語
り

か
け
る
よ
う
に
ス
ト
ー
ン
ウ
ォ

ー
ル
・
イ
ン
の
反
乱
の
歴
史
を

聞
く
こ
と
が
で
き
る
。
音
声
収

録
に
は
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
﹁
お

熱
い
の
が
お
好
き
﹂
の
ジ
ェ
リ

ー
／
ダ
フ
ネ
役
で
ノ
ン
バ
イ
ナ

リ
ー
公
言
者
と
し
て
は
初
め
て

ト
ニ
ー
賞
を
受
賞
し
た
ば
か
り

の
Ｊ
・
ハ
リ
ソ
ン
・
ギ
ー
さ
ん

を
は
じ
め
と
す
る
５
人
の
Ｌ
Ｇ

Ｂ
Ｔ
Ｑ
の
著
名
舞
台
俳
優
た
ち

が
協
力
し
た
。
Ｎ
Ｙ
市
内
に

は
﹁
ト
ー
キ
ン
グ
・
ス
タ
チ
ュ

ー
ズ
﹂
技
術
を
利
用
し
た
銅
像

や
記
念
碑
は
30
か
所
以
上
あ
る

が
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
の
歴
史
を
語

る
銅
像
は
国
内
初
だ
と
い
う
。 

　

グ
リ
ニ
ッ
ジ
・
ビ
レ
ッ
ジ
の

ゲ
イ
バ
ー
﹁
ス
ト
ー
ン
ウ
ォ
ー

ル
・
イ
ン
﹂
は
、
１
９
６
９
年

６
月
28
日
、
踏
み
込
み
捜
査
を

行
っ
た
警
察
と
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
当

事
者
た
ち
の
対
立
が
暴
動
に
発

展
し
、
現
在
に
至
る
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ

Ｑ
の
権
利
獲
得
運
動
の
発
祥
の

地
と
し
て
知
ら
れ
、
米
国
定
歴

史
建
造
物
に
指
定
さ
れ
て
い

る
。
今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

使
わ
れ
て
い
る
４
人
銅
像
﹁
ゲ

イ
・
リ
ベ
レ
ー
シ
ョ
ン
﹂
は
、

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
ジ
ョ
ー
ジ
・

シ
ー
ガ
ル
氏
が
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
の

権
利
と
連
帯
を
象
徴
す
る
国
内

初
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ア
ー
ト
と

し
て
80
年
に
制
作
し
、
92
年
に

ス
ト
ー
ン
ウ
ォ
ー
ル
国
立
記
念

碑
の
一
部
と
し
て
同
公
園
に
寄

贈
し
た
。 

楽しい

 

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活

デ
ジ
タ
ル
版

 www.nyseikatsu.com

ス
ト
ー
ン
ウ
ォ
ー
ル

反
乱
の
歴
史
大
行
進

　

ア
ソ
ビ
シ
ス
テ
ム
株
式
会
社

︵
本
社
・
東
京
都
、
中
川
悠
介

社
長
︶
は
、
商
業
用
の
﹁
す
し

ロ
ボ
ッ
ト
﹂
販
売
を
ア
メ
リ
カ

で
手
掛
け
るA

U
T

E
C

 Inc.

︵
田
中
上
千
社
長
︶
、
食
品
卸

業
を
扱
う
株
式
会
社
ス
リ
ー

ウ
ェ
イ
ズ
︵
本
社
・
東
京
都
、

平
井
元
貴
社
長
︶
と
共
同
で
、

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
増
田
セ
バ

ス
チ
ャ
ン
が 

ク
リ
エ
イ
テ
ィ

ブ
デ
ィ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
務
め

る 

新
た
な
寿
司
レ
ス
ト
ラ
ン

﹁SU
SH

ID
E

LIC

﹂︵
ス
シ
デ

リ
ッ
ク
︶
を
ソ
ー
ホ
ー
に
オ

ー
プ
ン
し
た
︵
１
面
に
記
事
︶。

　

オ
リ
ジ
ナ
ル
メ
ニ
ュ
ー
の

開
発
に
あ
た
り
、
日
本
人
シ

ェ
フ
とA

U
T

E
C

社
が
全
面

的
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
た
。

独
創
性
溢
れ
る
メ
ニ
ュ
ー
を

今
回
増
田
セ
バ
ス
チ
ャ
ン
と

一
緒
に
考
案
し
た
の
は
、
日

本
人
シ
ェ
フ
の
安
陪
弘
樹
氏
。

２
０
０
１
年
に
渡
米
後
、
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
日
本
食
レ
ス

ト

ラ

ン 

﹁E
N

 Japanese 
B

rasserie 

﹂
な
ど
で
エ
グ
ゼ

ク
テ
ィ
ブ
シ
ェ
フ
を
務
め
、 

現

在
は
ア
メ
リ
カ
現
地
の
企
業

イ
ベ
ン
ト
や
ホ
ー
ム
パ
ー
テ

ィ
に
ひ
っ
ぱ
り
だ
こ
の
人
気

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
シ
ェ
フ
と
し

て
活
躍
し
て
い
る
。
ま
た
、
技

術
面
で
は
、
北
米
に
て
自
動

寿
司
マ
シ
ン
の
シ
ェ
ア
ナ
ン

バ
ー
ワ
ン
を
誇
るA

U
T

E
C

社
が
サ
ポ
ー
ト
。
日
本
人
シ

ェ
フ
、
日
本
の
フ
ー
ド
テ
ッ

ク
が
﹁K

aw
aii

﹂
と
融
合
し
、

美
味
し
く
て
新
し
い
日
本
の

寿
司
を
提
供
す
る
。

　

増
田
セ
バ
ス
チ
ャ
ン
＝

１
９
７
０
年
生
ま
れ
。
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
在
住
。
１
９
９
０

年
代
前
半
よ
り
演
劇
や
現
代

美
術
に
関
わ
り
、
95
年
に
表

現
の
場
と
し
て
の
シ
ョ
ッ
プ

﹁6%
D

O
K

ID
O

K
I

﹂
を
オ
ー

プ
ン
。
一
貫
し
た
独
特
な
色
彩

感
覚
か
ら
ア
ー
ト
、
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
、
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン

ト
の
垣
根
を
越
え
て
作
品
を
制

作
。
２
０
１
７
年
度 

文
化
庁

文
化
交
流
使
、
18
年
度
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
大
学
客
員
研
究
員
、
19

年 N
ew

sw
eek Japan 

世

界
が
尊
敬
す
る
日
本
人
１
０
０

人
に
選
出
。

SUSHIDELIC

177 Lafayette St, 
New York, NY 10013

https://www.sushidelic.net
Instagram：@sushidelic.nyc

予約は : resy.com

﹁
カ
ワ
イ
イ
﹂
と
寿
司
の
融
合

﹁SU
SH

ID
ELIC

N
Y

﹂
が
開
店

増
田
さ
ん
︵
中
央
︶、
田
中
社
長
︵
右
︶
キ
ャ
ス
ト
の
ハ
ナ
さ
ん
︵
左
︶

25 日に開催されたプライドパレード（植山慎太郎撮影）

https://shopnyseikatsu.com/
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
https://www.sushidelic.net
mailto:Instagram%EF%BC%9A@sushidelic.nyc
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 ローカル
  スクランブル　
 WESTCHESTER & CT

MANITOGA
584 NY-9D, Garrison, NY 10524

電話 845-424-3812
www.visitmanitoga.org

会期 11 月 13 日（月）までの金〜月。ツアーは
全て要予約。最も一般的なツアー「デザイン・アー
ト・ネイチュア」約 90 分の開始時刻は午前 11 時、
午後 12 時、1 時、2 時の４回。料金は大人も子
供も一人 30 ドル（10 歳以下は入場不可）。石段
などを登るので歩きやすい靴で行くこと。予約
不要のトレイルは日没まで。紅葉の時期はすぐ
に売り切れるので早めに手配を。

great sprit

﹂を
意
味
す
る﹁
マ

ニ
ト
ガ
﹂
と
名
付
け
た
。
数
年

前
に
﹁
イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン

や
ガ
ー
デ
ン
に
興
味
が
あ
る
人

は
必
見
﹂
と
米
雑
誌
に
紹
介
さ

れ
て
い
た
の
を
読
み
、
行
っ
て

み
よ
う
！
と
思
っ
た
も
の
の
冬

季
は
閉
鎖
＋
春
か
ら
秋
も
金
〜

月
の
み
公
開
＋
完
全
予
約
制
の

た
め
、
タ
イ
ミ
ン
グ
が
合
わ
ず

な
か
な
か
実
現
で
き
ず
に
い
た

が
、
こ
の
6
月
に
よ
う
や
く
訪

れ
る
こ
と
が
出
来
た
。
期
待
を

遥
か
に
超
え
た
素
晴
ら
し
い
体

験
で
、
Ｎ
Ｙ
郊
外
の
﹁
お
気
に

入
り
の
場
所
﹂
が
ま
た
一
つ
増

え
た
。

■
ラ
ッ
セ
ル
＆
マ
リ
ー
・
ラ
イ

ト
　

共
に
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
ラ
ッ
セ

ル
と
マ
リ
ー
は
結
婚
後
﹁
ラ
イ

ト
・
ア
ク
セ
サ
リ
ー
﹂
を
設
立

し
、
金
属
製
の
動
物
オ
ブ
ジ
ェ

や
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
製
の
カ
ト
ラ

リ
ー
な
ど
ホ
ー
ム
ア
ク
セ
サ
リ

ー
・
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
し
た
。

そ
の
後
﹁
家
庭
の
中
心
は
ダ
イ

ニ
ン
グ
テ
ー
ブ
ル
﹂
と
し
て
カ

ラ
フ
ル
な
デ
ィ
ナ
ー
ウ
ェ
ア
を

　

ホ
ワ
イ
ト
プ
レ
ー
ン
ズ
か
ら

車
で
北
へ
約
45
分
、
パ
ッ
ト
ナ

ム
郡
の
小
さ
な
町
ガ
リ
ソ
ン

の
南
に
位
置
す
る
﹁
マ
ニ
ト

ガ
﹂。
１
９
０
０
年
代
半
ば
に

活
躍
し
た
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
ラ
ッ

セ
ル
・
ラ
イ
ト
︵
１
９
０
４
〜

１
９
７
６
︶
の
居
宅
と
ス
タ
ジ

オ
、
庭
園
を
一
般
公
開
し
て
い

る
も
の
で
、
ラ
イ
ト
は
こ
の

場
所
を
原
住
民
族
ア
ル
ゴ
ン

キ
ン
族
の
言
葉
で
﹁Place of 

MANITOGA
〜ミッドセンチュリーの

デザイナー、
ラッセル・ライトの
「偉大な魂の場所」

デ
ザ
イ
ン
。
陶
器
製
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
の
シ
リ
ー
ズ
共
に
ア

メ
リ
カ
ン
・
モ
ダ
ン
デ
ザ
イ
ン

を
代
表
す
る
も
の
と
な
り
、
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製
食
器
の
﹁
レ
ジ

デ
ン
シ
ャ
ル
﹂
は
53
年
に
Ｎ
Ｙ

近
代
美
術
館
の
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ

ン
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。

　

ラ
ッ
セ
ル
は
他
に
家
具
や
テ

キ
ス
タ
イ
ル
も
デ
ザ
イ
ン
し
、

当
時
の
ア
メ
リ
カ
ン
デ
ザ
イ
ン

を
牽
引
す
る
一
人
と
し
て
活

躍
。
妻
の
マ
リ
ー
は
ビ
ジ
ネ
ス

面
で
才
覚
を
表
し
、﹁
ラ
イ
ト
・

ブ
ラ
ン
ド
﹂
を
不
動
の
も
の
に

築
き
上
げ
た
。
ま
た
、
夫
婦
は

効
率
的
な
設
計
と
家
事
管
理
に

よ
り
家
事
を
減
ら
し
て
余
暇

時
間
を
増
や
す
方
法
﹁G

uide 
to E

asier Living
﹂
を
出
版
、

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
る
。

■
荒
地
を
再
構
築

　

１
９
４
２
年
、
シ
テ
ィ
在
住

の
ラ
イ
ト
夫
妻
は
パ
ッ
ト
ナ
ム

郡
の
広
大
な
敷
地
︵
30
ヘ
ク
タ

ー
ル
︶
を
購
入
。
森
林
伐
採
と

採
石
に
よ
り
荒
れ
放
題
だ
っ
た

敷
地
を
、
夫
妻
は
当
時
ま
だ
広

ま
っ
て
い
な
か
っ
た
サ
ス
テ
ナ

ビ
リ
テ
ィ
の
概
念
を
念
頭
に
置

い
て
設
計
・
構
築
し
直
し
た
。

ま
ず
は
渓
流
の
方
向
を
変
え
て

高
さ
約
９
メ
ー
ト
ル
の
滝
を
作

り
、
そ
の
流
れ
を
採
石
場
跡
に

導
い
て
池
を
作
っ
た
。
更
に
岩

を
砕
き
、
石
段
や
テ
ラ
ス
、
橋

を
設
置
し
、
苔
を
植
え
、
地
域

の
樹
木
と
植
物
を
植
え
て
、
森

林
景
観
デ
ザ
イ
ン
を
行
っ
た
。

　

52
年
に
妻
の
メ
ア
リ
ー
が
亡

く
な
っ
た
後
、
ラ
ッ
セ
ル
は
池

を
見
下
ろ
す
岩
棚
に
家
と
ス
タ

ジ
オ
を
建
築
。
屋
根
は
植
物
が

育
つ
よ
う
設
計
さ
れ
、
大
き
な

ガ
ラ
ス
窓
が
建
物
の
外
と
中
の

区
別
を
曖
昧
に
し
、
家
の
中
に

も
大
き
な
岩
や
樹
木
を
取
り
入

れ
る
な
ど
、
建
物
が
自
然
と
融

合
す
る
よ
う
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫

が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

　

池
に
面
し
た
大
き
な
岩
を

﹁
ド
ラ
ゴ
ン
・
ロ
ッ
ク
﹂
と
呼

ぶ
が
、
こ
れ
は
当
時
幼
か
っ
た

娘
ア
ニ
ー
が
﹁
龍
が
池
の
水
を

飲
ん
で
い
る
み
た
い
﹂
と
言
っ

た
の
を
ラ
ッ
セ
ル
が
気
に
入
っ

て
名
付
け
た
も
の
で
、
今
で
は

マ
ニ
ト
ガ
２
つ
の
建
物
の
代
名

詞
に
な
っ
て
い
る
。

■
マ
ニ
ト
ガ
ツ
ア
ー

　

敷
地
内
に
は
全
長
４
マ
イ
ル

の
ト
レ
イ
ル
が
整
備
さ
れ
て
お

り
、
こ
ち
ら
は
予
約
無
し
・
無

料
︵
任
意
寄
付
５
ド
ル
︶
で
散

策
で
き
る
が
、
建
物
内
に
は
ツ

ア
ー
予
約
客
の
み
が
入
れ
る
。

ツ
ア
ー
は
庭
の
散
策
を
含
め
て

約
１
時
間
半
。
ま
ず
は
池
を
ぐ

る
り
と
回
り
な
が
ら
、
ど
の
よ

う
に
ラ
イ
ト
夫
妻
が
こ
の
地
を

再
構
築
し
た
の
か
説
明
を
聞

き
、
ラ
ッ
セ
ル
の
オ
フ
ィ
ス
兼

ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
だ
っ
た
ス
タ
ジ

オ
と
、
現
在
は
一
部
ギ
ャ
ラ
リ

ー
と
な
っ
て
い
る
母
屋
の
内
部

を
見
学
す
る
。

　

２
つ
の
建
物
は
池
を
見
下
ろ

す
高
台
に
あ
り
、
大
き
な
窓
か

ら
望
む
景
観
は
絶
品
。
そ
し
て

建
物
の
内
部
は
隅
か
ら
隅
ま
で

ラ
ッ
セ
ル
の
こ
だ
わ
り
が
形
に

な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
ス
タ
ジ

オ
の
ド
ア
ノ
ブ
。
玄
関
ド
ア
に

は
手
の
ひ
ら
に
す
っ
ぽ
り
収
ま

る
天
然
石
を
、
内
部
か
ら
テ
ラ

ス
へ
の
ド
ア
に
は
日
本
の
古
い

真
鍮
作
品
を
使
用
し
て
い
る
。

１
年
ほ
ど
日
本
に
滞
在
し
た
こ

と
が
あ
る
ラ
ッ
セ
ル
は
日
本
の

建
築
要
素
を
そ
こ
か
し
こ
に
取

り
入
れ
て
い
て
、
窓
際
に
深
め

の
バ
ス
タ
ブ
が
置
か
れ
た
ス
タ

ジ
オ
の
バ
ス
ル
ー
ム
は
、
洗
い

場
こ
そ
な
い
が
日
本
の
お
風
呂

そ
の
も
の
。

　

日
本
の
建
築
要
素
は
母
屋
に

も
多
用
さ
れ
て
お
り
、
置
い
て

あ
る
家
具
は
ミ
ッ
ド
セ
ン
チ
ュ

リ
ー
デ
ザ
イ
ン
な
の
に
、
中
２

階
の
小
部
屋
に
は
な
ぜ
か
和
室

の
趣
が
漂
う
。
ギ
ャ
ラ
リ
ー
へ

の
入
り
口
は
和
風
建
築
の
上
が

り
框
を
、
暖
炉
横
の
戸
棚
は
床

の
間
の
袋
戸
棚
を
、
植
物
の
葉

を
混
ぜ
込
ん
だ
漆
喰
壁
は
田
舎

の
土
蔵
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
。

■
ラ
イ
ト
が
遺
し
た
も
の

　

96
年
に
米
国
歴
史
登
録
財

に
、
建
物
は
06
年
に
国
定
歴
史

建
造
物
に
指
定
さ
れ
た
マ
ニ
ト

ガ
。
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
や
エ
コ
の

概
念
が
一
般
に
浸
透
す
る
ず
っ

と
前
に
、
ラ
ッ
セ
ル
は
自
然
環

境
に
融
合
し
た
家
を
建
て
、
そ

の
内
部
に
は
天
然
素
材
と
合
成

素
材
を
並
置
、
効
率
と
機
能
性

を
重
視
し
た
デ
ザ
イ
ン
を
実
践

し
た
。
晩
年
、ラ
ッ
セ
ル
は﹁
全

て
の
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
中
で
、
最
も
満
足
し
て
い
る

の
は
こ
の
家
の
デ
ザ
イ
ン
﹂
と

語
っ
て
い
る
。
マ
ニ
ト
ガ
の
魅

力
は
半
世
紀
経
っ
た
今
で
も
色

褪
せ
る
こ
と
な
く
、
見
る
者
を

惹
き
つ
け
て
止
ま
な
い
。
展
示

物
と
し
て
で
は
な
く
、﹁
こ
ん

な
家
に
住
み
た
い
﹂
と
い
う
思

い
と
共
に
。

https://on-timelimo.com/
http://www.kodomony.org
http://www.kishuya.com/
tel:9147771543
http://www.ojfd.com
http://www.jwsny.org
https://www.artxuest.com/
http://www.visitmanitoga.org
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 BOOKS
　

電
通
の
本
社
が
ま
だ
築
地
に

あ
っ
た
頃
、
入
社
説
明
会
に
行

っ
た
こ
と
が
あ
る
。
１
９
７
９

年
の
５
月
だ
っ
た
か
、
大
勢
の

学
生
た
ち
の
前
で
電
通
の
人
が

﹁
ま
あ
、
真
面
目
に
普
通
に
働

い
て
い
た
ら
30
過
ぎ
に
は
郊
外

の
一
戸
建
て
に
住
め
る
よ
う
な

会
社
﹂
と
言
っ
て
い
た
の
を
覚

え
て
い
る
。
ほ
か
に
何
を
言
っ

た
の
は
覚
え
て
い
な
い
か
ら
、

こ
れ
が
こ
の
会
社
の
当
時
の
学

生
の
胸
に
突
き
刺
さ
る
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
み
た
い
な
も
の
だ

っ
た
の
か
と
思
う
。
あ
の
頃
の

就
職
先
人
気
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
は

東
京
海
上
で
、
電
通
も
５
番
目

位
に
は
入
っ
て
い
た
か
と
思

う
。
電
通
に
入
れ
な
く
て
も
、

博
報
堂
、
東
急
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ

ー
、
旭
通
信
社
な
ど
広
告
代
理

店
と
名
が
つ
け
ば
、
広
告
業
界

は
飛
ぶ
鳥
を
落
と
す
勢
い
の
時

代
の
先
端
を
い
く
花
形
職
業
で

ま
さ
に
学
生
た
ち
の
憧
れ
の
的

だ
っ
た
。

　

あ
れ
か
ら
40
年
以
上
の
歳
月

が
流
れ
、
当
時
入
社
し
た
人
た

ち
は
す
で
に
社
外
に
出
て
い
な

く
な
り
、
時
代
も
社
会
も
日
本

も
大
き
く
変
わ
っ
た
。
64
年
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
以
降
の
高
度

経
済
成
長
で
膨
ら
ん
だ
大
衆
消

費
社
会
を
牽
引
し
た
広
告
業
界

は
、
モ
ー
レ
ツ
か
ら
ビ
ュ
ー
テ

ィ
フ
ル
へ
変
わ
っ
た
70
年
年
代

初
頭
か
ら
テ
レ
ビ
、
新
聞
、
雑

誌
の
広
告
成
熟
時
代
を
経
て
90

年
代
半
ば
の
バ
ブ
ル
崩
壊
ま
で

は
イ
ケ
イ
ケ
で
拡
大
し
た
が
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
出
現
と
グ

ロ
ー
バ
ル
化
、
大
衆
の
消
滅
で

広
告
ビ
ジ
ネ
ス
の
立
ち
位
置
が

激
変
し
た
。

　

本
書
﹃
２
０
３
０
年
の
広
告

ビ
ジ
ネ
ス
﹄
は
、
長
ら
く
日
本

の
広
告
業
界
に
身
を
置
い
た
２

人
の
広
告
マ
ン
、
横
山
隆
治
さ

ん
と
榮
枝
洋
文
さ
ん
の
共
著

で
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
次
に
来
る

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
大
転
換
と

激
変
を
予
測
し
て
い
る
。
帯
に

は
、﹁
広
告
業
界
と
い
う
﹃
業

界
﹄
は
な
く
な
る
﹂
と
い
う
衝

撃
的
な
言
葉
も
刷
ら
れ
て
い
る

が
、
か
つ
て
の
広
告
総
合
代
理

店
と
し
て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
を
す
る
企
業
は
す
で
に
欧
米

で
は
完
全
に
消
え
た
と
本
書
の

中
で
述
べ
て
い
る
。
本
の
タ
イ

ト
ル
か
ら
し
て
広
告
業
界
関
係

者
向
け
に
書
か
れ
た
本
ら
し

く
、
業
界
用
語
が
一
般
人
に
は

難
解
な
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
分

か
り
や
す
く
言
う
と
、
広
告
と

い
う
概
念
が
す
で
に
別
物
の
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
に
軸
足
を

移
し
切
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

ら
し
い
。

　

例
え
ば
、
新
聞
、
雑
誌
な
ら
、

広
告
サ
イ
ズ
の
枠
が
あ
り
、
そ

れ
に
値
段
が
つ
い
て
い
て
、
白

黒
か
カ
ラ
ー
か
、
回
数
と
掲
載

期
間
の
長
さ
に
よ
っ
て
正
規
の

値
段
か
ら
割
引
が
あ
っ
た
り
サ

イ
ズ
の
拡
大
が
あ
っ
た
り
の
枠

を
売
る
サ
ー
ビ
ス
が
基
本
で
、

そ
れ
は
掲
載
す
る
前
に
契
約
で

値
段
が
決
ま
り
、
支
払
い
の
目

処
、
入
金
の
目
処
が
つ
く
仕
組

み
に
な
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
時
代
は
、
そ

の
広
告
が
、
ど
れ
だ
け
見
ら

れ
た
か
︵
ク
リ
ッ
ク
さ
れ
た

か
︶、
成
果
が
あ
っ
た
の
か
の

﹁
出
来
高
払
い
﹂
で
精
算
す
る

た
め
、
契
約
↓
出
稿
↓
掲
載
↓

一
丁
あ
が
り
、
に
は
な
ら
な
い

複
雑
さ
が
あ
り
、
収
益
モ
デ
ル

の
デ
フ
ォ
ル
ト
︵
基
本
形
︶
が

移
管
し
て
し
ま
っ
た
と
こ
ろ
に

広
告
ビ
ジ
ネ
ス
の
大
転
換
が
起

き
て
い
る
。
ニ
ュ
ー
ス
は
ネ
ッ

ト
で
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
は
ア
マ

ゾ
ン
で
、
洋
服
は
ユ
ニ
ク
ロ
で

済
ん
で
し
ま
う
現
代
だ
が
、
時

代
は
変
わ
っ
て
も
、
ど
ん
な
に

い
い
商
品
で
も
サ
ー
ビ
ス
で
も

宣
伝
し
な
い
と
誰
に
も
知
っ
て

も
ら
え
な
い
こ
と
は
変
わ
ら
な

い
。
押
し
付
け
で
は
な
い
気
づ

き
の
広
告
戦
略
を
ど
う
展
開
す

る
か
、
広
告
人
で
な
く
と
も
現

代
を
読
み
解
く
ヒ
ン
ト
が
満
載

さ
れ
て
い
る
一
冊
だ
。︵
三
浦
︶

 未来の広告マンの姿
横山隆治、榮枝洋文・共著

 翔泳社・刊

■『ニューヨーク・タイムズ』のドナルド・キーン（ドナルド・
キーン、中央公論新社）日本文学を米国をはじめ世界に紹
介し世界的な地位に高めた日本文学者のドナルド・キーン

（2012 年に日本人に帰化。19 年に 96 歳で逝去）が 33 歳
から 65 歳までの 1955 年から 87 年にかけて、ニューヨー
クタイムズ紙に寄稿したエッセイ 27 編を収録。■歩きな
がら考える（ヤマザキマリ、中公新書ラクレ）著者は漫画『テ
ルマエ・ロマエ』の大ヒットにより居住していたイタリア
と仕事の中心である日本を頻繁に行き来していたが、コロ
ナ禍により自由に渡航することが制限され家族と離れて日
本に住むことになった。離れすぎず近すぎず母国・日本を
観察して綴るエッセイ。■物語の種（有川ひろ、幻冬舎）
コロナ禍で本屋に行くのもままならず、こんな時だからこ
そエンタメが必要と読者から種（ネタ・お題）を投稿して
もらい、それを元に短編を書きネットで発表した 10 編を
まとめた本。■脱スマホ脳マニュアル（アンデシュ・ハン
セン＆マッツ・ヴェンブラード、 新潮社文庫）累計 97 万
部突破のベストセラー『スマホ脳』のジュニア版が発売さ
れた。2010 年にスマートフォンが発売されてから世の中
は便利になったが SNS やゲームなどで寝不足の子供を作
りだした。睡眠は脳に記憶を定着させる。スマホが悪いわ
けではなく正しい使い方やすでにはまってしまった子供へ
の抜け出すアドバイスもあり親子で一緒に読める。■中野京子の西洋奇譚（中
野京子、中公新書ラクレ）大ベストセラー「怖い絵シリーズ」の著者が婦人
公論に連載したドッペルゲンガー、ハーメルンの子どもたち、デアトロフ事
件など科学では説明できない21の不思議な話についてのエッセイ。「余話 『怖
い』に魅かれる一因」「奇譚年表」を新たに収録。■できない相談　piece of 
resistance（森絵都、筑摩書房）日常の些細なことが誰かにとっては平気で
も当事者にとってはイヤなものはイヤ。まさにできない相談であり抵抗なの
だ。Web ちくまに原稿用紙 5 枚の掌篇小説を 3 年連載したショートストー
リーがまとめられて 2019 年に単行本として発売。本書は 38 篇に書き下ろ
し 2 篇が加わり、ボリュームアップされて文庫本化。（山河藍）
　　　　　　　　　　　　　　　■書籍・資料協力：紀伊國屋書店 NY 本店

　

ド
ナ
ル
ド
・
キ
ー
ン
の
Ｎ
Ｙ
タ
イ
ム
ズ
寄
稿
文
。
コ
ロ
ナ
禍
で
考
え
た
日
本
の
こ
と
。

読
者
か
ら
の
種
を
発
芽
さ
せ
た
短
編
集
。
子
供
向
け
ス
マ
ホ
脳
マ
ニ
ュ
ア
ル
。
怖
い
シ
リ
ー

ズ
作
家
に
よ
る
不
思
議
な
話
。
抵
抗
す
る
滑
稽
さ
シ
ョ
ー
ト
ス
ト
ー
リ
ー
。

 ■ 即買える新刊を紹介 ■

 ▲クリックすると新刊購入サイトへ！

　

島
に
あ
る
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の

家
で
夏
を
過
ご
し
て
い
た
ト
ー

マ
ス
は
あ
る
朝
、
海
岸
で
海
ガ

ラ
ス
︵Sea G

lass

︶
を
見
つ

け
ま
す
。
海
水
や
砂
に
も
ま
れ
、

時
を
経
て
丸
く
な
っ
た
海
ガ
ラ

ス
。
﹁
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
海

ガ
ラ
ス
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
に
物

語
が
あ
る
っ
て
よ
く
言
っ
て
い

た
わ
ね
﹂
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は

言
い
ま
す
。
こ
の
海
ガ
ラ
ス
に

は
ど
ん
な
物
語
が
あ
る
の
だ
ろ

う
？ 

そ
の
夜
、
海
ガ
ラ
ス
を

枕
元
に
置
い
て
寝
た
ト
ー
マ
ス

は
、
船
の
進
水
式
で
大
人
た
ち

が
シ
ャ
ン
パ
ン
の
ガ
ラ
ス
瓶
を

割
る
夢
を
見
ま
す
。
ガ
ラ
ス
に

こ
め
ら
れ
た
物
語
が
夢
に
現
れ

た
の
で
す
。
夏
の
終
わ
り
、
帰

り
の
船
で
大
切
な
虫
め
が
ね
を

割
っ
て
し
ま
っ
た
ト
ー
マ
ス
。

そ
の
破
片
は
海
を
流
れ
て
別
の

少
女
の
手
に
渡
り
ま
す
。

　

ミ
シ
ェ
ル
・
ハ
ウ
ツ
と
イ
ラ

ス
ト
レ
ー
タ
ー
の
バ
グ
ラ
ム
・

イ
バ
ト
ゥ
ー
リ
ン
が
、
海
辺
で

起
き
た
ひ
と
夏
の
魔
法
と
、
時

を
超
え
て
つ
な
が
る
絆
を
描
い

た
本
。
小
っ
ち
ゃ
な
﹁
海
ガ
ラ

ス
﹂
か
ら
広
が
る
壮
大
な
物
語
。

日
本
語
で
読
む
な
ら
﹃
海
ガ
ラ

ス
の
夏
﹄︵
Ｂ
Ｌ
出
版
︶
。︵
高
田
︶

ガ
ラ
ス
が
つ
な
ぐ
夏
の
思
い
出

 『Sea Glass Summer』
Written by Michelle Houts　　　

Published by Candlewick Press　

http://www.ojfd.com
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 NY 生活ウーマン
 週刊 NY 生活は、家庭や職場、学校で美しく生きる女性たちを応援します。

　

夏
至
も
過
ぎ
こ
れ
か
ら
夏
本

番
、
レ
モ
ネ
ー
ド
の
美
味
し
い

季
節
に
な
り
ま
す
ね
。
し
か
し

今
年
の
Ｎ
Ｙ
は
気
候
が
良
く
、

レ
モ
ネ
ー
ド
を
飲
み
干
し
た
く

な
る
の
は
少
し
先
で
し
ょ
う

か
？

　

レ
モ
ン
は
ア
ッ
サ
ム
紅
茶
で

有
名
な
イ
ン
ド
の
ア
ッ
サ
ム
地

方
が
原
産
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
樹
高
３
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
に

な
り
白
や
ピ
ン
ク
の
強
い
香
り

の
花
を
咲
か
せ
、
通
常
１
０
０

個
以
上
の
レ
モ
ン
の
果
実
を
つ

け
ま
す
。
イ
タ
リ
ア
や
ス
ペ
イ

ン
な
ど
地
中
海
沿
岸
地
方
の
気

候
に
適
合
し
て
よ
く
育
ち
、
米

国
で
も
フ
ロ
リ
ダ
や
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
で
栽
培
が
盛
ん
で
す
。

生
産
量
は
国
別
で
は
イ
ン
ド
が

一
位
、
そ
し
て
メ
キ
シ
コ
、
中

国
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、
ブ
ラ
ジ

ル
と
続
き
ま
す
。

　

レ
モ
ン
の
特
徴
は
何
と
言
っ

て
も
そ
の
明
る
さ
で
し
ょ
う
。

爽
や
か
で
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
レ
モ

ン
の
香
り
と
酸
味
、
黄
色
の
中

で
も
最
も
純
粋
な
黄
色
と
言
わ

れ
て
い
る
澄
ん
だ
光
輝
性
の
あ

る
レ
モ
ン
色
。
木
に
な
る
レ
モ

ン
の
姿
は
降
り
注
ぐ
太
陽
を
も

っ
と
明
る
く
感
じ
さ
せ
ま
す
。

さ
て
、
レ
モ
ン
の
香
り
は
実
よ

り
皮
に
多
く
含
ま
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
精
油
は
皮
を
圧

搾
し
て
と
ら
れ
ま
す
。
精
油
に

4
％
前
後
含
ま
れ
る
シ
ト
ラ
ー

ル
と
い
う
主
香
成
分
を
中
心
に

レ
モ
ン
の
香
り
は
作
ら
れ
、
そ

の
快
い
香
り
は
気
の
巡
り
を
良

く
し
気
持
ち
を
明
る
く
し
思
考

を
明
瞭
に
さ
せ
ま
す
。
デ
ィ
フ

ュ
ー
ザ
ー
で
蒸
散
さ
せ
る
と
抗

菌
作
用
に
よ
り
空
気
の
殺
菌
消

毒
に
も
役
立
ち
ま
す
。
ま
た
無

香
料
の
液
体
ハ
ン
ド
ソ
ー
プ
や

洗
剤
に
加
え
る
の
も
お
す
す
め

で
す
。
漢
方
で
は
レ
モ
ン
の
皮

を
乾
燥
さ
せ
た
も
の
は
ス
ト
レ

ス
性
の
胃
痛
や
膨
満
感
、
食
欲

不
振
に
使
わ
れ
ま
す
。
そ
し
て

レ
モ
ン
の
香
り
は
気
を
巡
ら
し

消
化
を
促
進
し
、
喉
の
渇
き
や

吐
き
気
を
解
消
す
る
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
身
近
な
レ
モ
ン
を
活

用
し
こ
の
夏
も
レ
モ
ン
の
パ
ワ

ー
で
快
適
に
お
過
ご
し
く
だ
さ

い
ま
せ
。

橋
本
真
理
子
／
Ａ
Ｒ
Ｃ
認
定
ア

ロ
マ
セ
ラ
ピ
ス
ト
、
Ｎ
Ｙ
に
て

ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
ク
ラ
ス
、
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
ス
キ
ン
ケ
ア
製
品

や
精
油
の
調
合
を
実
施
す
る
。

m
ariko@

m
aliliko.com

www.m
aliliko.com

 

香
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爽
や
か
な
レ
モ
ン
で

元
気
な
夏
を

 絵・古舘みどり

ジ
ャ
ズ
の
本
場
で
演
奏
活
動
中

ジャズピアニスト

藤原 亜利奈 さん

　

最
近
日
本
に
一
時
帰
国
し
、

北
海
道
と
東
京
の
6
か
所
で
の

日
本
ラ
イ
ブ
ツ
ア
ー
を
終
え
た

ば
か
り
。
ま
た
、
自
身
の
オ
リ

ジ
ナ
ル
曲
を
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ

し
、
ア
ル
バ
ム
を
作
成
し
て
い

る
最
中
だ
。
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
音

楽
院
在
学
中
に
出
会
っ
た
友
人

達
と
作
品
を
残
し
た
い
と
、
思

い
出
の
詰
ま
っ
た
ア 

ル
バ
ム

に
な
り
そ
う
だ
。

　

先
月
自
分
の
カ
ル
テ
ッ
ト
ラ

イ
ブ
を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
終

え
、
近
々
他
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

で
の
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
や
ボ
ス
ト

ン
で
も
ピ
ア
ノ
ト
リ
オ
で
演
奏

す
る
予
定
だ
。

　

 

ピ
ア
ノ
と
の
出
会
い
は
、

ヤ
マ
ハ
の
音
楽
教
室
に
行
っ
た

の
が
き
っ
か
け
だ
。 

3
歳
か

ら
ピ
ア
ノ
を
習
い
、
桐
朋
女
子

高
等
学
校
、
桐
朋
学
園
大
学
で

ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
を
学
ん
だ
。

２
０
０
９
年
シ
ョ
パ
ン
国
際
コ

ン
ク
ー
ル
・
イ
ン
・
ア
ジ
ア 

入
賞
、
２
０
１
０
年
Ｊ
Ｐ
Ｔ
Ａ

入
賞
及
び
フ
レ
ッ
シ
ュ
コ
ン
サ

ー
ト
に
出
場
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
国

際
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル
・
イ
ン
・

ジ
ャ
パ
ン
銀
賞
、
２
０
１
１
年

日
本
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
コ
ン
ク

ー
ル
第
３
位
入
賞
と
ク
ラ
シ
ッ

ク
ピ
ア
ノ
で
は
輝
か
し
い
経
歴

だ
が
、
学
生
時
代
に
、
父
親
が

持
っ
て
い
た
エ
ル
ダ
ー
・
ジ
ャ

ン
ギ
ロ
フ
の
Ｃ
Ｄ
を
聴
い
て
魅

了
さ
れ
た
。
卒
業
後
、
演
奏
家

と
し
て
の
ジ
ャ
ズ
に
興
味
を
持

ち
、
今
ま
で
学
ん
だ
こ
と
に
、

何
か
プ
ラ
ス
に
な
れ
ば
と
い
う

軽
い
気
持
ち
で
ク
ラ
シ
ッ
ク
か

ら
ジ
ャ
ズ
の
世
界
へ
足
を
踏
み

込
む
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
迷

わ
ず
に
渡
米
へ
。
バ
ー
ク
リ
ー

音
楽
大
学
、
昨
年
マ
ン
ハ
ッ
タ

ン
音
楽
院
大
学
院
の
ジ
ャ
ズ
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
専
攻
を
卒
業
。

オ
ー
ル
ド
ス
タ
イ
ル
の
ジ
ャ
ズ

よ
り
は
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
な 

若
手
の
ジ
ャ
ズ
演
奏
に
惹
か
れ

て
い
る
。

　

埼
玉
県
狭
山
市
で
生
ま
れ
、

幼
少
期
を
札
幌
で
過
ご
し
、
父

の
仕
事
の
都
合
に
よ
り
美
瑛

へ
。
北
海
道
育
ち
の
藤
原
さ
ん

に
と
っ
て
、
ボ
ス
ト
ン
の
気
候

は
、
冬
は
か
な
り
雪
が
積
も
る

の
で
、
故
郷
に
似
て
い
た
こ
と

が
嬉
し
か
っ
た
よ
う
だ
。
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
に
出
て
く
る
と
、
今

度
は
東
京
に
似
て
い
て
、
刺
激

を
多
く
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

街
な
の
で
、
ア
メ
リ
カ
と
日
本

の
違
い
は
あ
る
が
、
日
本
に
い

た
時
の
故
郷
と
都
会
に
行
く
イ

メ
ー
ジ
の
感
覚
が
似
て
い
る
気

が
し
て
い
る
。 

　

今
後
の
目
標
は
、 

ま
ず
は
自

分
の
ア
ル
バ
ム
を
リ
リ
ー
ス
す

る
こ
と
。
さ
ら
に
自
分
の
オ

リ
ジ
ナ
ル
曲
を
た
く
さ
ん
作

り
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
ラ
イ
ブ

を
し
、
多
く
の
人
に
聴
い
て
て

も
ら
う
こ
と
が
目
標
だ
。 

夢

は
、
ジ
ャ
ズ
に
興
味
が
な
か
っ

た
人
に
も
聴
い
て
も
ら
え
る
よ

う
な
音
楽
を
作
り
、
人
を
楽
し

ま
せ
何
か
心
が
動
く
そ
ん
な
瞬

間
を
音
を
通
し
て
届
け
る
演
奏

が
し
た
い
と
願
っ
て
い
る
。﹁
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
は
自
分
が
や
っ
て

み
た
い
こ
と
に
挑
戦
で
き
る
街

で
も
あ
る
の
で
、
将
来
は
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
の
曲
な
ど
大
編
成
の

曲
も
作
曲
で
き
た
ら
と
思
い
ま

す
﹂
と
語
っ
た
。 

︵
三
浦
良
一

記
者
、
写
真
は
本
人
提
供
︶

http://www.idocenter.com
https://kj-artist.jp/
https://www.skindeepnyc.com/
https://www.cosmeproud.com
mailto:mariko@maliliko.com
mailto:mariko@maliliko.com
mailto:mariko@maliliko.com
http://www.maliliko.com
http://www.maliliko.com
http://www.maliliko.com
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 STUDENT LIFE
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ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人

学
校
︵
櫻
井
幹
也
校
長
︶
初
等

部
１
〜
２
年
生
の
児
童
６
人
は

6
月
15
日
、
タ
ー
ト
ル
バ
ッ
ク

動
物
園
に
出
か
け
た
。
児
童
た

ち
は
身
近
に
動
物
と
触
れ
合
っ

た
り
、
協
力
し
て
グ
ル
ー
プ
活

動
を
し
た
り
し
た
。

　

キ
リ
ン
の
餌
や
り
で
は
、

M
ay

 I bu
y

 a ticket to 
feed the giraffes?

と
英
語

の
時
間
に
米
人
教
員
と
練
習
し

た
表
現
を
使
い
、
自
分
で
チ
ケ

ッ
ト
を
購
入
し
た
。
エ
サ
を
あ

げ
る
場
所
に
行
く
と
キ
リ
ン
の

顔
が
直
ぐ
近
く
ま
で
来
た
。
キ

リ
ン
が
舌
を
エ
サ
の
所
ま
で
伸

ば
す
と
﹁
舌
が
長
い
！
む
ら
さ

き
っ
ぽ
い
﹂
と
子
ど
も
達
か
ら

驚
き
の
声
が
あ
が
っ
た
。

　

事
前
学
習
か
ら
子
ど
も
た
ち

の
動
物
へ
の
関
心
は
高
ま
り
、

こ
の
見
学
で
は
動
物
園
全
体
か

ら
た
く
さ
ん
の
﹁
気
づ
き
﹂
が

あ
っ
た
。
実
際
に
現
地
に
行
き

動
物
と
触
れ
合
う
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
の
重
要
性
を
実
感
し
た

校
外
学
習
と
な
っ
た
。
今
後
も

子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
﹁
気
づ

き
﹂
を
大
切
に
す
る
学
習
を
展

開
し
て
い
く
。

Ｎ
Ｊ
日
本
人
学
校

動
物
園
を
訪
問

　

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
日
本
語

補
習
授
業
校
︵
根
路
銘
敢
校

長
︶
は
、
1
学
期
最
終
日
の
6

月
17
日
、
高
等
部
と
ア
ダ
ル
ト

コ
ー
ス
の
合
同
卒
業
式
を
行
っ

た
。
高
等
部
の
卒
業
生
は
正
装

し
凛
々
し
い
表
情
で
、
ア
ダ
ル

ト
コ
ー
ス
の
卒
業
生
は
、
初
め

て
の
浴
衣
を
着
て
緊
張
の
面
持

ち
で
式
に
出
席
し
た
。

　

在
校
生
や
家
族
に
見
守
ら
れ

る
な
か
式
が
始
ま
り
、
全
員
で

愛
校
歌
﹁
よ
き
友
を
も
ち
て
﹂

を
合
唱
し
た
。
根
路
銘
校
長
の

式
辞
で
は
、ア
ダ
ル
ト
コ
ー
ス
、

高
等
部
そ
れ
ぞ
れ
に
力
強
い
メ

ッ
セ
ー
ジ
が
送
ら
れ
、
卒
業
生

た
ち
だ
け
で
な
く
在
校
生
も
う

な
ず
き
な
が
ら
聞
き
入
っ
た
。

そ
の
後
、
一
人
ひ
と
り
壇
上
に

上
が
り
、
卒
業
証
書
が
授
与
さ

れ
た
。
高
等
部
卒
業
生
は
、
そ

れ
ぞ
れ
補
習
校
の
思
い
出
に
つ

い
て
語
っ
た
。
学
年
の
節
目
節

目
で
く
じ
け
そ
う
に
な
り
や
め

た
く
な
っ
た
時
、
思
い
と
ど
ま

ら
せ
て
く
れ
、
そ
し
て
優
し
く

見
守
り
助
け
て
く
れ
た
家
族
、

先
生
、
友
達
へ
の
感
謝
の
気
持

ち
を
表
す
言
葉
に
、
会
場
に
い

た
家
族
は
目
を
潤
ま
せ
て
い

た
。
ア
ダ
ル
ト
コ
ー
ス
の
卒
業

生
は
、
日
本
語
ク
ラ
ス
の
思
い

出
を
短
歌
に
し
て
発
表
。
そ
れ

ぞ
れ
の
短
歌
に
込
め
た
思
い
も

い
っ
し
ょ
に
語
っ
た
。
会
場
か

ら
の
大
き
な
拍
手
に
、
緊
張
し

て
い
た
学
生
の
顔
に
も
笑
顔
が

こ
ぼ
れ
た
。
式
終
盤
、
仰
げ
ば

尊
し
斉
唱
の
際
に
は
緊
張
の
糸

も
ほ
ぐ
れ
、
会
場
全
体
晴
れ
晴

れ
し
い
表
情
で
合
唱
す
る
こ
と

が
で
き
た
。

　

高
等
部
卒
業
生
5
人
は
大
学

進
学
と
い
う
新
た
な
ス
タ
ー

ト
、
ア
ダ
ル
ト
コ
ー
ス
卒
業
生

5
人
は
独
学
、
コ
ー
ス
再
入
学

と
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
た
形
で
日
本

語
学
習
を
継
続
す
る
。
こ
れ
か

ら
先
、
日
本
語
に
触
れ
る
場
所

や
状
況
が
違
っ
て
も
、
今
ま
で

同
じ
校
舎
で
学
び
培
っ
た
知
識

や
経
験
を
活
か
し
、
い
つ
ま
で

も
学
び
続
け
て
ほ
し
い
。

　

デ
ン
バ
ー
日
本
語
補
習
学
校

(

横
澤
広
美
校
長)
は
6
月
18

日
、
体
験
学
習
と
し
て
、
Ｎ
Ｆ

Ｌ
デ
ン
バ
ー
ブ
ロ
ン
コ
ス
の
チ

ア
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
し
て

い
る
村
田
夕
奈
さ
ん
を
講
師
に

招
き
、﹃
小
さ
な
一
歩
を
未
来

に
繋
げ
よ
う
﹄
と
い
う
タ
イ
ト

ル
で
講
演
を
行
っ
た
。

　

村
田
さ
ん
は
、
デ
ン
バ
ー
で

Ｎ
Ｆ
Ｌ
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

活
動
す
る
ま
で
の
道
の
り
、
そ

の
中
で
大
切
に
し
て
き
た
こ
と

や
一
歩
踏
み
出
す
こ
と
の
大
切

さ
に
つ
い
て
話
し
た
。そ
の
後
、

子
ど
も
た
ち
は
日
本
語
の
曲
を

使
っ
て
ダ
ン
ス
の
指
導
を
受
け

た
。
と
て
も
わ
か
り
や
す
い
説

明
で
、
子
ど
も
た
ち
は
あ
っ
と

い
う
間
に
ダ
ン
ス
を
覚
え
、
笑

顔
い
っ
ぱ
い
に
保
護
者
に
向
け

て
発
表
し
た
。
常
に
笑
顔
を
絶

や
さ
ず
に
話
す
村
田
さ
ん
は
、

ア
メ
リ
カ
で
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
に

な
る
ま
で
に
紆
余
曲
折
が
あ
っ

て
も
挫
け
ず
に
毎
年
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も

諦
め
ず
に
挑
戦
３
年
目
に
し
て

念
願
の
合
格
を
手
に
し
、
現
在

に
至
っ
て
い
る
。
子
ど
も
た
ち

も
諦
め
な
い
気
持
ち
を
持
っ
て

何
事
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
よ
う

と
い
う
意
欲
が
芽
生
え
た
瞬
間

と
な
っ
た
。

チ
ア
リ
ー
ダ
ー
の

村
田
さ
ん
講
演

デ
ン
バ
ー
日
本
語
補
習
学
校

　

リ
セ
・
ケ
ネ
デ
ィ
日
本
人
学

校
︵
新
元
良
一
校
長
︶
全
日
課

程
幼
児
ク
ラ
ス
は
6
月
23
日
に

修
了
式
を
行
い
、
家
族
と
共
に

お
祝
い
し
た
。

　

式
で
は
、
校
長
先
生
が
﹁
学

校
と
い
う
場
は
社
会
の
一
員
と

な
る
第
一
歩
。
お
友
達
と
協
力

し
て
生
活
し
て
い
く
こ
と
を
学

び
、
体
も
心
も
大
き
く
な
り
ま

し
た
ね
。
そ
し
て
、
日
本
の
文

化
も
た
く
さ
ん
学
び
ま
し
た
﹂

と
述
べ
た
。
そ
の
後
、
1
人
1

人
が
順
番
に
前
に
出
て
、
楽
し

か
っ
た
こ
と
や
頑
張
っ
た
こ

と
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
の
進
路

を
話
し
、
校
長
先
生
か
ら
証
書

と
ご
褒
美
を
受
け
取
っ
た
。
引

き
続
き
色
と
り
ど
り
の
ス
カ
ー

フ
を
手
に
、
子
ど
も
た
ち
の
お

気
に
入
り
の
歌
﹁
に
じ
﹂
を
披

露
。
優
し
い
歌
声
と
共
に
、
笑

顔
で
ス
カ
ー
フ
を
振
る
子
ど
も

た
ち
に
思
わ
ず
涙
す
る
保
護
者

も
い
た
。
最
後
は
み
ん
な
で
集

合
写
真
を
撮
り
、
思
い
出
の
た

く
さ
ん
詰
ま
っ
た
1
日
と
な
っ

た
。

リ
セ
・
ケ
ネ
デ
ィ
で
修
了
式

フィラデルフィア
日本語補習授業校

高等部とアダルト部卒業式

　
卒
業
証
書
を
手
に
す

る
高
等
部
の
卒
業
生
︵
写

真
上
︶
と
ア
ダ
ル
ト
コ
ー

ス
の
卒
業
生
︵
写
真
下
︶

http://www.seido.com
https://alto-edu.com/
https://www.joes.or.jp/
https://www.interschool-jp.com/
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米
教
育
統
計
セ
ン
タ
ー
︵
Ｎ

Ｃ
Ｅ
Ｓ
︶
は
６
月
21
日
、
全
米

学
力
調
査
︵
Ｎ
Ａ
Ｅ
Ｐ
︶
の
結

果
を
公
表
し
、
13
歳
の
生
徒
の

数
学
と
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
の
成
績

が
低
下
し
て
い
る
こ
と
が
分
か

っ
た
。 

　

Ｎ
Ａ
Ｅ
Ｐ
調
査
は
、
学
力

を
計
る
米
国
で
最
も
信
頼
性

の
高
い
包
括
的
な
試
験
と
考

え
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
結
果

は
﹁
ネ
イ
シ
ョ
ン
ズ
・
レ
ポ
ー

ト
・
カ
ー
ド
︵
国
民
の
成
績

表
︶﹂
と
し
て
公
表
さ
れ
る
。

２
０
２
２
年
の
第
４
四
半
期
に

13
歳
８
７
０
０
人
を
対
象
に

行
わ
れ
た
同
調
査
の
平
均
点

は
、
２
０
２
０
年
と
比
べ
て
、

５
０
０
満
点
で
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

は
４
点
減
の
２
５
６
点
、
数
学

は
９
点
減
の
２
７
１
点
だ
っ

た
。
Ｎ
Ａ
Ｅ
Ｐ
は
同
結
果
に
つ

い
て
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
﹁
数
学
の

成
績
は
１
９
７
８
年
の
レ
ベ
ル

に
戻
っ
て
お
り
、
リ
ー
デ
ィ
ン

グ
は
、
同
調
査
が
始
ま
っ
た
71

年
よ
り
も
低
い
﹂
と
伝
え
た
。 

　

低
下
が
著
し
か
っ
た
数
学
に

関
し
て
は
、
性
別
で
は
、
男
子

の
７
点
減
に
対
し
女
子
は
11
点

減
だ
っ
た
。
人
種
別
で
は
、
白

人
生
徒
６
点
減
に
対
し
、
黒
人

生
徒
は
倍
以
上
の
13
点
減
だ
っ

た
。
同
セ
ン
タ
ー
は
、低
所
得
、

有
色
人
種
家
庭
の
生
徒
は
さ
ら

に
成
績
低
下
の
傾
向
が
見
ら
れ

る
と
コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
月
に
５
日
以
上
欠
席

し
た
生
徒
の
数
は
同
年
比
で
倍

増
加
し
て
お
り
、
欠
席
日
数
が

少
な
い
ほ
ど
比
較
的
成
績
が
高

い
こ
と
も
わ
か
っ
た
。ミ
ゲ
ル
・

カ
ル
ド
ナ
米
教
育
長
官
は
同
成

績
低
下
に
つ
い
て
﹁
ロ
ッ
ク
ダ

ウ
ン
中
の
後
退
を
象
徴
し
て
お

り
、
回
復
に
は
何
年
間
も
の
努

力
と
投
資
が
必
要
だ
﹂
と
話
し

て
い
る
。

全
国
的
に
記
録
的
な
成
績
低
下 

13
歳
の
数
学
と
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

　

リ
セ
・
ケ
ネ
デ
ィ
日
本
人
学

校
︵
新
元
良
一
校
長
︶
は
６
月

17
日
、
土
曜
課
程
の
高
校
生
と

小
・
中
学
生
と
の
交
流
会
を
行

っ
た
。
幼
児
部
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
、
小
学
部
、
中
学
部
を
経
て
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
授
業
と
な
っ

た
高
等
部
で
も
学
ん
だ
高
校
生

４
人
が
久
し
ぶ
り
に
登
校
し
、

対
面
で
の
授
業
後
、
後
輩
た
ち

と
の
ふ
れ
あ
い
の
場
に
参
加
。

在
籍
年
数
が
14
、
５
年
に
及
ぶ

先
輩
た
ち
を
前
に
、
在
校
生
た

ち
は
前
も
っ
て
用
意
し
た
質
問

を
し
た
。

　

中
で
も
注
目
さ
れ
た
の
は
、

長
年
在
籍
で
き
た
こ
と
の
﹁
秘

訣
﹂。
現
地
校
へ
通
い
つ
つ
日

本
人
学
校
の
授
業
に
出
席
し
、

宿
題
を
こ
な
す
の
は
容
易
く
は

な
い
。
秋
か
ら
進
学
す
る
大
学

が
決
ま
っ
て
い
る
高
校
生
は
、

現
地
校
と
両
立
で
き
た
の
は
自

分
た
ち
の
家
族
の
支
え
や
リ

セ
・
ケ
ネ
デ
ィ
の
級
友
と
の
友

情
、
先
生
か
ら
の
励
ま
し
が
あ

っ
た
か
ら
と
、
人
と
の
つ
な
が

り
の
大
切
さ
を
強
調
し
た
。
さ

ら
に
高
校
生
の
ひ
と
り
が
﹁
こ

う
し
て
日
本
語
を
通
じ
て
対
話

が
で
き
る
の
も
、
こ
の
学
校
で

学
ん
だ
お
か
げ
﹂
と
喜
び
を
表

す
と
、
そ
れ
が
は
な
む
け
の
言

葉
と
な
り
、
拍
手
を
す
る
後
輩

た
ち
の
目
を
輝
か
せ
た
。
巣
立

つ
先
輩
た
ち
と
見
送
る
後
輩
た

ち
に
新
た
な
つ
な
が
り
が
生
ま

れ
、
学
校
の
伝
統
に
彩
を
添
え

る
時
間
と
な
っ
た
。

高
校
生
と
交
流
会

リ
セ
・
ケ
ネ
デ
ィ
日
本
人
学
校

幼児部で水遊び
ＮＪ補習授業校

　

6
月
17
日
、
Ｎ
Ｊ
補
習
授
業

校(

高
畑
誠
校
長)

は
幼
児
部

の
水
遊
び
を
行
っ
た
。
当
日
は

雨
が
心
配
さ
れ
た
が
、
子
供
達

の
元
気
な
笑
顔
が
天
に
通
じ
た

の
か
、
太
陽
も
顔
を
出
し
て
く

れ
た
。
水
遊
び
は
5
つ
の
ブ
ー

ス
、﹁
恐
竜
の
卵
﹂﹁
シ
ャ
ボ
ン

玉
﹂﹁
泡
泡(

ア
ワ
ア
ワ)

﹂﹁(

小)

プ
ー
ル
﹂﹁
お
ま
ま
ご
と
﹂

を
設
け
た
。

　

準
備
運
動
と
し
て
パ
イ
ナ
ッ

プ
ル
体
操
を
行
い
、
体
を
ほ
ぐ

し
た
後
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

そ
れ
ぞ
れ
の
ブ
ー
ス
を
楽
し
ん

で
い
た
。
中
で
も﹁
恐
竜
の
卵
﹂

は
、
恐
竜
の
フ
ィ
ギ
ュ
ア
を
水

風
船
に
入
れ
、
そ
の
ま
ま
氷
ら

せ
た
恐
竜
の
卵
。
風
船
を
割
っ

て
氷
の
中
に
埋
ま
っ
て
い
る
恐

竜
を
棒
と
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
ス

コ
ッ
プ
で
発
掘
し
な
け
れ
ば
い

け
な
い
の
で
、
子
供
た
ち
は
手

が
冷
た
い
と
言
い
な
が
ら
必
死

に
フ
ィ
ギ
ュ
ア
を
掘
り
起
こ
し

て
い
た
。
ま
た
、
プ
ー
ル
の
周

り
に
は
元
気
の
い
い
男
の
子
た

ち
が
集
ま
り
、
空
き
容
器
を
使

っ
て
自
ら
の
頭
や
体
に
か
け
て

は
悲
鳴
を
あ
げ
て
い
た
。

　

風
が
吹
い
て
い
た
の
で
、
中

庭
い
っ
ぱ
い
に
シ
ャ
ボ
ン
玉
が

舞
い
上
が
り
子
供
達
の
動
き
に

華
を
添
え
て
い
た
。
限
ら
れ
た

時
間
で
は
あ
っ
た
が
笑
顔
あ
ふ

れ
る
楽
し
い
活
動
と
な
っ
た
。

　

プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校

幼
稚
部
︵
和
田
幸
子
幼
稚
園
部

長
︶
は
6
月
18
日
に
七
夕
祭
り

を
行
い
、
子
供
た
ち
は
色
と
り

ど
り
の
模
様
の
浴
衣
や
甚
兵
衛

姿
で
参
加
し
た
。

　

願
い
事
を
書
い
た
短
冊
が
つ

い
た
笹
の
葉
を
バ
ッ
ク
に
、
先

生
に
よ
る
七
夕
劇
を
子
供
た
ち

は
真
剣
に
見
た
り
、
元
気
に
七

夕
の
歌
を
歌
っ
た
り
、
七
夕
に

関
す
る
ク
イ
ズ
を
楽
し
ん
だ
り

し
た
。
最
後
は
手
作
り
の
う
ち

わ
を
持
っ
て
、
エ
ビ
カ
ニ
ク
ス

音
頭
を
校
舎
の
中
庭
で
踊
っ

た
。
子
供
た
ち
が
一
生
懸
命
に

楽
し
く
踊
っ
て
い
る
姿
を
見

て
、
保
護
者
ら
も
嬉
し
そ
う
だ

っ
た
。
先
生
、
子
供
た
ち
、
保

護
者
と
も
に
楽
し
い
ひ
と
と
き

を
過
ご
し
た
。

七
夕
祭
り

プ
リ
ン
ス
ト
ン

　

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
に
あ
る
公
立

小
学
校
Ｐ
Ｓ
１
４
７
︵
サ
ン
ド

ラ
・
ノ
ヨ
ラ
校
長
︶
の
日
本
語

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
６
月
21
日
に

夏
祭
り
を
開
催
し
た
。
教
師
と

保
護
者
が
協
力
し
て
飾
り
付
け

を
し
た
会
場
に
、
浴
衣
や
法
被

を
ま
と
っ
た
キ
ン
ダ
ー
ガ
ー
デ

て
の
生
徒
に
行
き
渡
ら
な
か
っ

た
ハ
プ
ニ
ン
グ
も
あ
っ
た
。
今

回
は
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
、
食
べ

物
を
も
ら
い
に
行
く
と
店
員
役

の
保
護
者
に
ス
タ
ン
プ
を
押
し

て
も
ら
え
る
シ
ス
テ
ム
で
、
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
の
よ
う
に
全
部

の
コ
ー
ナ
ー
に
立
ち
寄
り
ス
タ

ン
プ
を
押
し
て
も
ら
い
、﹁
全

部
集
め
た
よ
！
﹂
と
自
慢
げ
に

見
せ
て
く
れ
る
生
徒
の
姿
が
見

ら
れ
た
。
み
ん
な
で
協
力
し
て

手
作
り
し
た
夏
祭
り
を
生
徒
た

ち
は
楽
し
ん
だ
よ
う
だ
。

ン
か
ら
５
年
生
ま
で
の
生
徒
達

が
約
30
人
ほ
ど
集
合
し
た
。

　

ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
に
は
、
高

学
年
の
生
徒
達
が
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
や
新
聞
紙
を
使
っ
て
手
作
り

し
た
﹁
ボ
ー
リ
ン
グ
﹂
や
﹁
わ

な
げ
﹂
な
ど
が
並
ん
だ
。
ゲ
ー

ム
コ
ー
ナ
ー
の
ポ
ス
タ
ー
も
３

年
生
か
ら
５
年
生
ま
で
の
生
徒

が
手
作
り
し
て
、
コ
ー
ナ
ー
に

彩
り
を
添
え
た
。
ビ
ー
ズ
す
く

い
で
は
、
水
の
中
で
色
と
り
ど

り
に
輝
く
ビ
ー
ズ
を
ポ
イ
で
素

早
く
カ
ッ
プ
に
入
れ
る
の
に
一

喜
一
憂
す
る
姿
が
見
ら
れ
た
。

ポ
イ
が
破
れ
る
と
泣
き
そ
う
に

な
る
可
愛
ら
し
い
低
学
年
の
生

徒
も
い
た
。
食
べ
物
コ
ー
ナ
ー

に
は
、
保
護
者
か
ら
寄
付
さ
れ

た
お
に
ぎ
り
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル

ト
、
チ
ョ
コ
バ
ナ
ナ
、
か
き
氷

な
ど
が
所
狭
し
と
並
ん
だ
。
ジ

ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
の
協

力
に
よ
り
実
現
し
た
綿
あ
め
ブ

ー
ス
に
は
、
子
供
達
が
大
喜
び

で
駆
け
寄
り
大
行
列
が
で
き
て

い
た
。
あ
ま
り
の
行
列
に
す
べ

ブルックリンで夏祭り
公立ＰＳ１４７

・免責事項・

本紙に掲載の広告に関して問題が生
じた場合、ニューヨーク生活プレス
社は一切の責任を負いません。
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デ
ン
バ
ー
日
本
語
補
習
学
校

(

横
澤
広
美
校
長)

は
、
１
学

期
の
最
終
授
業
日
と
な
っ
た
６

月
18
日
の
朝
礼
で
園
児
・
児
童
・

生
徒
や
保
護
者
も
一
緒
に
な

っ
て
﹁
さ
さ
の
葉 

さ
ら
さ
ら
﹂

か
ら
は
じ
ま
る
七
夕
の
歌
﹁
た

な
ば
た
さ
ま
﹂
を
歌
っ
た
。
7

月
7
日
よ
り
一
足
早
く
、
デ
ン

バ
ー
に
夏
の
風
物
詩
が
や
っ
て

き
た
。
地
元
の
日
本
人
に
寄
付

し
て
い
い
た
だ
い
た
笹
を
一
人

１
本
、
自
分
な
り
に
飾
り
つ
け

し
、
短
冊
に
願
い
を
書
い
た
子

ど
も
た
ち
。
借
用
校
の
入
り
口

に
は
大
振
り
の
笹
を
設
置
し
、

保
護
者
と
高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
飾
り
付
け
、
一
気
に
日
本

の
雰
囲
気
が
漂
う
光
景
と
な
っ

た
。
ア
メ
リ
カ
で
も
子
ど
も
た

ち
と
共
に
保
護
者
や
教
職
員
も

童
心
に
帰
っ
て
日
本
の
季
節
を

感
じ
ら
れ
た
一
日
と
な
っ
た
。

　

育
英
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
マ

ン
ハ
ッ
タ
ン
校
︵
牧
野
佳
代
子

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
／
園
児
児
童
生

徒
数
１
２
４
人
︶
で
は
、
小
学

部
１
・
２
年
生
は
土
曜
１
日
を

６
校
時
と
し
、
国
語
２
時
間
、

算
数
２
時
間
、
体
育
１
時
間
そ

し
て
生
活
科
を
１
時
間
学
ん
で

い
る
。

　

生
活
科
は
小
学
部
１
・
２
年

生
の
み
学
ぶ
教
科
で
あ
り
、
小

学
部
３
年
生
か
ら
は
生
活
科
が

理
科
と
社
会
に
な
っ
て
い
く
。

低
学
年
の
子
ど
も
達
が
自
分
た

ち
と
の
か
か
わ
り
に
お
い
て

人
々
︵
社
会
︶
や
自
然
を
と
ら

え
、
生
活
に
即
し
た
様
々
な
活

動
や
体
験
を
通
し
て
、
社
会
認

識
や
自
然
認
識
の
芽
を
育
て
る

と
と
も
に
、
そ
の
よ
う
な
活
動

や
体
験
を
行
う
中
に
お
い
て
自

己
認
識
の
基
礎
を
培
い
、
生
活

上
必
要
な
習
慣
や
技
能
を
身
に

付
け
さ
せ
、
自
立
へ
の
基
礎
を

養
う
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
い

る
教
科
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、

日
本
な
ら
で
は
の
学
習
内
容
も

入
っ
て
く
る
こ
と
も
あ
り
、
日

本
と
ア
メ
リ
カ
の
違
い
を
学
ぶ

教
科
と
も
な
っ
て
い
る
。

　

問
い
合
わ
せ
は
Ｅ
メ
ー

ルSatM
.N

y
ikuei@

gm
ail.

com

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
校
事
務

局
。

育
英
土
曜
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
校

生
活
科
生
徒
を
受
け
付
け
中

デ
ン
バ
ー
日
本
語

補
習
学
校
で
七
夕

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

︵
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
グ
リ
ニ
ッ

チ
、
岡
田
雅
彦
校
長
︶
は
６
月

20
日
、
初
等
部
１
年
生
の
生
活

科
移
動
教
室
を
行
っ
た
。
﹁
う

み
べ
で
あ
そ
ぼ
う
﹂
を
テ
ー
マ

に
、
グ
リ
ニ
ッ
チ
ポ
イ
ン
ト
で

自
然
と
触
れ
合
っ
た
。
子
供
た

ち
は
砂
遊
び
の
計
画
を
し
海
の

生
き
物
を
調
べ
て
準
備
し
た
。

　

出
発
式
を
行
い
、
い
ざ
ス
ク

ー
ル
バ
ス
で
グ
リ
ニ
ッ
チ
ポ
イ

ン
ト
へ
。
到
着
す
る
と
、
風
が

少
し
肌
寒
く
感
じ
た
が
、
砂
の

感
触
の
心
地
よ
さ
に
歓
声
を
上

げ
た
。
ク
ラ
ス
全
員
で
計
画
し

た
前
半
の
砂
遊
び
で
は
、
マ
ン

ハ
ッ
タ
ン
の
街
並
み
や
砂
の
道

を
ハ
ド
ソ
ン
川
に
例
え
て
表
現

し
た
り
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
住

む
子
供
た
ち
な
ら
で
は
の
創
作

を
し
た
。
後
半
は
﹁
海
辺
の
生

き
物
探
し
﹂
に
挑
戦
。
子
供
た

ち
は
、
岩
場
に
隠
れ
て
い
た
カ

ニ
の
発
見
の
コ
ツ
を
得
る
と
、

次
々
に
カ
ニ
を
見
つ
け
、
捕
ま

え
た
喜
び
に
歓
声
を
あ
げ
た
。

カ
ニ
捕
り
名
人
に
変
身
し
、
目

を
凝
ら
し
て
小
さ
な
生
き
物
探

し
に
没
頭
し
て
い
た
。
﹁
カ
ニ

の
は
さ
み
は
思
っ
た
よ
り
痛
く

な
い
﹂
﹁
貝
殻
の
中
で
も
何
か

動
い
て
い
る
﹂
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
発
見
が
あ
っ
た
。

　

生
き
物
に
触
れ
た
り
、
海
で

遊
ん
だ
り
し
て
、
グ
リ
ニ
ッ
チ

の
豊
か
な
自
然
を
味
わ
い
、
笑

顔
い
っ
ぱ
い
の
時
間
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
た
。
﹁
次
は
カ
ブ

ト
ガ
ニ
を
見
つ
け
た
い
﹂
﹁
ま

た
み
ん
な
で
砂
遊
び
を
し
た

い
﹂
な
ど
の
感
想
が
聞
か
れ
、

子
供
た
ち
に
と
っ
て
楽
し
く
充

実
し
た
学
習
と
な
っ
た
。

海で遊ぶ
NY日本人学校の１年生

https://japaneseschool.org
SatM.Nyikuei@gmail.com


　

私
の
名
前
は
り
ん
。
有
璃

ち
ゃ
ん
の
大
親
友
。
私
達
の

お
母
さ
ん
は
、
中
学
校
の
同

級
生
で
仲
が
良
い
か
ら
、
赤

ち
ゃ
ん
の
頃
か
ら
一
緒
に
遊

ん
で
い
ま
し
た
。
私
は
日
本

に
住
ん
で
い
て
、
有
璃
ち
ゃ

ん
は
三
才
の
時
に
ア
メ
リ
カ

に
ひ
っ
こ
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。
そ
の
時
は
す
ご
く
悲
し

か
っ
た
け
れ
ど
、
今
で
も
よ

く
テ
レ
ビ
電
話
で
話
し
て
遊

び
ま
す
。

　

有
璃
ち
ゃ
ん
が
日
本
に
帰

っ
て
く
る
時
は
、
お
泊
ま
り

し
た
り
、
旅
行
に
行
っ
た
り

し
て
楽
し
い
で
す
。
け
ん
か

を
す
る
こ
と
も
な
く
、
気
が

合
う
、
一
番
の
友
達
で
す
。

有
璃
ち
ゃ
ん
は
算
数
と
英
語

が
得
意
で
、
国
語
が
苦
手
で

す
。

　

去
年
の
夏
休
み
に
、
一
緒

に
私
の
家
で
宿
題
を
し
ま
し

た
。
そ
の
時
有
璃
ち
ゃ
ん
は

国
語
の
ド
リ
ル
で
わ
か
ら
な

い
問
題
が
あ
っ
て
、
私
が
教

え
て
あ
げ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

私
が
英
語
の
問
題
で
困
っ
て

い
た
ら
、﹁
大
丈
夫
。
わ
か
る
。﹂

と
言
っ
て
有
璃
ち
ゃ
ん
が
助

け
て
く
れ
ま
し
た
。
二
人
で

協
力
し
て
、
早
く
宿
題
が
終

わ
っ
た
の
で
、
遊
ぶ
時
間
が

長
く
な
り
ま
し
た
。

　

次
は
い
つ
会
え
る
か
な
。

私
は
も
う
少
し
英
語
の
勉
強

を
が
ん
ば
っ
て
、
い
つ
か
英

語
で
有
璃
ち
ゃ
ん
と
話
し
て

み
た
い
な
。
有
璃
ち
ゃ
ん
は

大
変
だ
け
ど
、
日
本
語
の
勉

強
を
続
け
て
ね
。
こ
れ
か
ら

も
ず
っ
と
仲
良
く
話
せ
る
よ

う
に
、
英
語
と
日
本
語
を
二

人
で
が
ん
ば
ろ
う
ね
。

　
　
　
　
　

  　
︵
滞
米
８
年
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﹁
イ
ア
ン
、
早
く
し
て
や
﹂
。

母
の
声
が
聞
こ
え
ま
し
た
。

今
日
か
ら
、
ぼ
く
は
三
年
ぶ

り
に
え
び
え
西
小
学
校
に
体

験
入
学
を
し
ま
す
。
み
ん
な

ど
ん
な
風
に
な
っ
て
い
る
の

か
な
と
、
行
き
道
で
い
ろ
ん

な
こ
と
を
考
え
て
、
ド
キ
ド

キ
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
ま
し
た
。

　

ぼ
く
の
登
校
は
ん
は
、
メ

ン
バ
ー
が
か
な
り
変
わ
っ
て

い
ま
し
た
。
近
所
の
友
達
は

中
学
生
な
の
で
、
は
ん
に
は

も
う
お
ら
ず
、
代
わ
り
に
小

さ
い
子
が
三
人
、
そ
し
て
、

る
い
が
は
ん
長
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。
二
年
生
だ
っ
た
る

い
が
リ
ー
ダ
ー
で
、
変
な
感

じ
が
し
ま
し
た
。

　

学
校
に
着
く
と
、
そ
の
ま

ま
る
い
に
つ
い
て
行
っ
て
し

ま
い
、
五
年
生
の
教
室
に
入

り
ま
し
た
。
﹁
イ
ア
ン
、
四
年

生
は
三
階
や
で
。
﹂
と
る
い
に

教
え
て
も
ら
い
、
一
つ
下
の

階
に
行
き
ま
し
た
。

　

教
室
に
入
る
と
、
み
ん
な

は
ぼ
く
が
だ
れ
だ
か
わ
か
ら

な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
な
ぜ

な
ら
、
み
ん
な
に
会
う
の
は

三
年
ぶ
り
で
、
ぼ
く
は
せ
が

の
び
て
、
見
た
め
が
す
っ
か

り
変
わ
っ
て
い
た
か
ら
で
す
。

ぼ
く
の
方
は
、
半
分
ぐ
ら
い

の
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
は
わ
か
り

ま
し
た
。

　

ぼ
く
の
先
生
は
、
川
上
先

生
と
い
う
わ
か
い
男
の
人
で

し
た
。
初
め
て
の
男
の
先
生

で
、
お
兄
さ
ん
み
た
い
で
、

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
が
す
ご
く
う

ま
か
っ
た
で
す
。

　

勉
強
は
、
算
数
と
理
科
は

か
ん
た
ん
で
し
た
。
算
数
は

ア
メ
リ
カ
で
も
ほ
習
校
で
も

学
ん
で
い
る
し
、
理
科
は
電

流
の
流
れ
方
の
実
験
や
、
レ

ー
ス
カ
ー
を
作
っ
た
り
、
楽

し
い
こ
と
が
多
か
っ
た
か
ら

で
す
。

　

国
語
は
ほ
習
校
と
教
科
書

が
ち
が
う
た
め
、
半
分
ぐ
ら

い
知
ら
な
い
漢
字
が
あ
り
、

五
十
問
テ
ス
ト
を
す
る
と
聞

い
た
時
は
、
ど
う
し
よ
う
と

思
い
ま
し
た
。
家
に
帰
っ
て

母
に
言
う
と
、﹁
ど
う
せ
、
後

か
ら
ほ
習
校
で
す
る
か
ら
、

今
覚
え
よ
う
。﹂
と
、
鬼
の
特

訓
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

社
会
は
も
っ
と
た
い
へ
ん

で
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
都
道

府
県
を
覚
え
な
け
れ
ば
い
け

　

広
島
は
、
と
て
も
美
し
い

と
こ
ろ
で
す
。
海
と
山
が
あ

っ
て
、
た
く
さ
ん
の
人
が
住

ん
で
い
ま
す
。
で
も
、
戦
争

中
の
１
９
４
５
年
の
八
月
六

日
に
大
変
な
こ
と
が
起
こ
り

ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
の
B
ー

29
戦
と
う
機
が
原
子
爆
弾
を

落
と
し
ま
し
た
。
多
く
の
人

が
死
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。

建
物
も
全
部
は
か
い
さ
れ
ま

し
た
。
三
日
後
の
八
月
九
日

に
は
長
崎
に
同
じ
よ
う
に
原

子
爆
弾
が
落
と
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
は
、
そ
の
後
降
伏
し
て
、

第
二
次
世
界
大
戦
が
終
わ
り

ま
し
た
。

　

こ
の
夏
、
広
島
に
家
族
旅

行
で
行
き
ま
し
た
。
僕
の
お

じ
い
さ
ん
は
広
島
県
で
育
ち

ま
し
た
。
原
子
爆
弾
が
落
と

さ
れ
た
時
広
島
市
に
は
住
ん

で
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
す

ぐ
近
く
の
尾
道
に
い
ま
し
た
。

一
緒
に
広
島
市
の
原
爆
資
料

館
に
行
き
ま
し
た
。
そ
こ
に

は
広
島
の
原
爆
に
つ
い
て
い

ろ
い
ろ
と
記
録
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
い
つ
、
ど
こ
に
原
爆

が
落
と
さ
れ
た
の
か
、
そ
し

て
、
被
爆
し
た
人
た
ち
の
経

験
が
残
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
人
た
ち
が
残
し
た
お
弁

当
、

服
、

影
、

絵
、

写

真
、

手
紙
と
か
た
く
さ
ん
の
も
の

が
て
ん
じ
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

金
属
で
で
き
た
が
ん
じ
ょ

う
な
お
弁
当
箱
に
は
、
何
が

は
い
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

そ
れ
を
持
っ
て
い
た
子
供
達

は
お
昼
ご
飯
を
食
べ
ら
れ
な

い
う
ち
に
死
ん
で
し
ま
っ
た

の
だ
ろ
う
。
僕
は
泣
き
そ
う

に
な
り
ま
し
た
。
ど
う
し
て
、

こ
ん
な
悲
し
い
こ
と
が
お
こ

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

の
だ
ろ
う
。
今
で
も
こ
の
作

文
を
書
い
て
い
る
と
き
で
も

涙
が
出
そ
う
で
す
。

　

一
番
心
に
残
っ
た
の
は
、

佐
々
木
さ
だ
子
さ
ん
と
い
う

女
の
子
の
お
話
で
し
た
。
原

爆
で
お
ば
あ
さ
ん
を
失
っ
た

と
き
は
ま
だ
二
才
で
し
た
。

放
射
能
が
た
く
さ
ん
入
っ
た

黒
い
雨
を
あ
び
ま
し
た
。
住

む
と
こ
ろ
も
失
い
、
と
て
も

大
変
な
暮
ら
し
で
し
た
。
で

も
、
学
校
で
友
達
を
作
り
、

走
る
の
が
と
て
も
上
手
で
し

た
。
数
年
後
放
射
能
の
せ
い

で
と
て
も
悪
い
病
気
に
な
り
、

病
院
に
入
院
し
ま
し
た
。
さ

だ
子
さ
ん
は
﹁
つ
る
を
千
羽

折
っ
た
ら
願
い
が
か
な
う
﹂

と
い
う
い
い
つ
た
え
を
聞
い

て
、
体
が
良
く
な
る
よ
う
に

折
り
鶴
を
千
羽
折
り
ま
し
た
。

で
も
そ
の
願
い
は
か
な
わ
ず
、

十
二
才
で
死
ん
で
し
ま
い
ま

し
た
。

　

ぼ
く
は
原
爆
資
料
館
に
行

っ
た
次
の
日
の
八
月
六
日
に

十
一
才
に
な
り
ま
し
た
。
佐
々

木
さ
だ
子
さ
ん
は
僕
と
同
じ

十
一
才
の
時
に
入
院
し
て
八

か
月
後
十
二
才
で
死
ん
で
し

ま
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
に
す

ぐ
、
ま
だ
小
さ
い
の
に
死
ん

で
し
ま
っ
た
の
が
と
て
も
か

わ
い
そ
う
で
す
。
さ
だ
子
さ

ん
は
白
血
病
と
い
う
血
液
の

ガ
ン
で
し
た
。
原
爆
の
黒
い

雨
が
原
因
だ
と
思
い
ま
す
。

い
た
か
っ
た
の
に
、
苦
し
か

っ
た
の
に
、
み
ん
な
に
心
配

か
け
な
い
よ
う
に
さ
だ
子
さ

ん
は
、
何
も
言
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
強
い
な
あ
と
思
い
ま

し
た
。

　

戦
争
は
、
と
て
も
悪
い
も

の
で
す
。
多
く
の
人
が
死
ん

だ
り
苦
し
み
ま
す
。
今
僕
の

住
む
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
や
日
本

で
は
平
和
だ
け
れ
ど
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
や
、
イ
ン
ド
と
パ
キ

ス
タ
ン
の
国
境
地
帯
、
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
、
エ
チ
オ
ピ
ア

な
ど
の
国
で
戦
争
が
今
起
こ

っ
て
い
て
、
多
く
の
人
が
苦

し
ん
で
い
る
と
思
い
ま
す
。

み
ん
な
が
協
力
し
て
止
め
ら

れ
た
ら
い
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　

  　
︵
米
国
生
ま
れ
︶

 ﹁
戦
争
は
し
ち
ゃ
い
け
な
い
﹂

　
　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習
授
業
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﹂
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生
か
つ
か
い
ど
う
教
室
で
、

グ
リ
ニ
ッ
チ
ア
ベ
ニ
ュ
ー
へ

行
き
ま
し
た
。

　

は
っ
け
ん
し
た
こ
と
は
、

ご
み
ば
こ
が
い
っ
ぱ
い
あ
っ

て
、
み
ち
が
き
れ
い
だ
っ
た

こ
と
で
す
。
木
も
花
も
い
っ

ぱ
い
あ
っ
た
か
ら
、
に
ぎ
や

か
で
し
た
。

　

見
つ
け
た
ひ
み
つ
は
、
車

が
と
お
る
ど
う
ろ
が
広
く
て
、

車
が
と
ま
る
ち
ゅ
う
車
じ
ょ

う
が
、
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ

に
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

た
く
さ
ん
の
人
が
く
る
よ
う

に
な
る
ひ
み
つ
だ
と
思
い
ま

す
。

　

ダ
イ
ア
ン
ズ
ブ
ッ
ク
で
気

づ
い
た
こ
と
は
、
子
ど
も
の

本
と
お
と
な
の
本
が
分
け
て

あ
っ
て
、
本
が
さ
が
し
や
す

く
な
っ
て
い
た
こ
と
で
す
。

い
い
も
の
や
お
も
し
ろ
い
本

が
あ
っ
た
か
ら
、
か
い
た
く

な
る
ひ
み
つ
だ
と
思
い
ま
す
。　

ス
マ
ー
ト
キ
ッ
ズ
ト
イ
ズ
で

気
づ
い
た
こ
と
は
、
あ
か
ち

ゃ
ん
か
ら
お
と
な
ま
で
の
お

も
ち
ゃ
や
ゲ
ー
ム
が
あ
っ
て
、

み
ん
な
が
た
の
し
め
る
よ
う

に
で
き
て
る
こ
と
で
す
。

　

ア
ッ
プ
ル
ス
ト
ア
は
、
け

い
た
い
や
パ
ソ
コ
ン
を
か
い

た
い
人
に
、
そ
れ
を
し
ょ
う

か
い
し
て
、
え
ら
び
や
す
い

よ
う
に
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

町
の
よ
う
す
は
、
き
れ
い
で

し
た
。

　

わ
た
し
は
、
３
つ
の
お
店

で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
し
つ
も

ん
を
し
ま
し
た
。
み
ん
な
が

こ
た
え
て
く
れ
た
こ
と
が
う

れ
し
か
っ
た
で
す
。
と
て
も

た
く
さ
ん
の
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
。

　
　
　
　
　

  

︵
滞
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 ﹁
他
人
か
ら
見
た
自
分
﹂

　
　
　
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
日
本
語
補
習
授
業
校
小
６

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
尾　

有
璃

な
い
か
ら
で
す
。
そ
の
時
も

母
は
、﹁
旅
行
に
行
く
か
ら
、

ち
ょ
う
度
い
い
。﹂
と
言
っ
て
、

鬼
の
特
訓
で
し
た
。

　

で
も
、
こ
の
二
つ
は
後
か

ら
本
当
に
役
立
ち
ま
し
た
。

二
学
期
の
ほ
習
校
の
漢
字
テ

ス
ト
や
社
会
で
都
道
府
県
が

出
ま
し
た
。

　

ぼ
く
の
ク
ラ
ス
に
、
と
お

る
君
と
い
う
よ
う
ち
園
か
ら

の
友
達
が
い
ま
す
。
と
お
る

君
と
ぼ
く
は
、
会
う
と
必
ず

せ
く
ら
べ
を
し
て
い
て
、
今

年
も
と
お
る
君
の
勝
ち
で
し

た
。
ぼ
く
が
何
ヶ
月
も
練
習

し
た
エ
リ
ー
ゼ
の
た
め
に
、

も
一
回
聞
い
た
だ
け
で
ピ
ア

ノ
で
ひ
け
た
し
、
漢
字
も
た

く
さ
ん
知
っ
て
い
て
、
天
才

だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

最
後
の
週
は
、
テ
ス
ト
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
ぼ

く
は
ア
メ
リ
カ
か
ら
体
験
入

学
で
来
て
い
る
し
、
も
う
い

い
か
な
と
思
っ
た
け
れ
ど
、

川
上
先
生
が
テ
ス
ト
勉
強
を

宿
題
に
出
し
た
の
で
、
ぼ
く

は
や
る
し
か
な
か
っ
た
で
す
。

　

テ
ス
ト
が
返
っ
て
き
ま
し

た
。
漢
字
テ
ス
ト
は
、
と
お

る
君
は
百
点
。
負
け
た
け
れ

ど
、
ク
ラ
ス
で
六
人
だ
け
が

九
十
点
以
上
だ
っ
た
と
聞
い

て
、
日
本
の
子
に
漢
字
で
勝

っ
て
、
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

算
数
、
理
科
、
社
会
は
、
な

ん
と
と
お
る
君
に
勝
ち
ま
し

た
。
や
っ
と
勝
て
ま
し
た
。

　

体
験
入
学
の
最
後
の
日
、

﹁
今
村
さ
ん
、
ず
っ
と
お
っ
た

ら
い
い
の
に
。﹂
と
、
川
上
先

生
は
わ
ら
っ
て
言
っ
て
く
れ

ま
し
た
。
百
点
を
も
ら
っ
た

気
分
で
し
た
。

　
　
　

  

︵
滞
米
10
年
４
か
月
︶

http://www.newjersryjapaneseschool.org
https://jp.lyceumkennedy.org/
mailto:kazenowabg@gmail.com
tel:2014616502
mailto:nyseikatsu.sakubun@gmail.com
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 LIVING in USA
 米国の住まいを豊かにするページ：住居から考察する NY ライフスタイル

　

メ
ト
ロ
ノ
ー
ス
鉄
道
の
ハ
ー
レ
ム
ラ
イ
ン
、
イ
ー
ス
ト
チ
ェ

ス
タ
ー
に
位
置
す
る
ク
レ
ス
ト
ウ
ッ
ド
駅
か
ら
徒
歩
20
分
弱
の

住
宅
街
に
あ
る
１
９
８
１
年
築
の
3
ベ
ッ
ド
ル
ー
ム
、
2
・
5

バ
ス
ル
ー
ム
の
戸
建
て
賃
貸
。

　

広
い
リ
ビ
ン
グ
ル
ー
ム
、フ
ォ
ー
マ
ル
ダ
イ
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
、

パ
テ
ィ
オ
に
面
し
た
明
る
い
イ
ー
ト
イ
ン
キ
ッ
チ
ン
に
続
け
て

フ
ァ
ミ
リ
ー
ル
ー
ム
へ
と
動
線
も
シ
ン
プ
ル
で
使
い
や
す
い
。

ラ
ン
ド
リ
ー
も
一
階
に
あ
り
、
車
庫
も
ア
タ
ッ
チ
さ
れ
て
お
り

雨
の
日
も
濡
れ
ず
に
車

を
出
せ
る
。

　

広
さ
は
約
２
０
０
０

平
方
フ
ィ
ー
ト
と
ゆ
っ

た
り
し
て
い
る
。
二
階

の
ベ
ッ
ド
ル
ー
ム
も
フ

ァ
ミ
リ
ー
サ
イ
ズ
ベ
ッ

ド
ル
ー
ム
が
二
つ
、
プ

ラ
イ
マ
リ
ー
ベ
ッ
ド
ル

ー
ム
は
ダ
ブ
ル
ク
ロ
ー

ゼ
ッ
ト
。
ウ
ォ
ー
ク
イ

ン
シ
ャ
ワ
ー
の
バ
ス
ル

ー
ム
付
き
。
ホ
ー
ル
バ

ス
ル
ー
ム
は
ゆ
っ
く
り

疲
れ
を
癒
せ
る
深
い
バ

ス
タ
ブ
が
う
れ
し
い
。

　

と
て
も
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
よ
い
こ
の
物
件
は
30
年
間
同
じ

オ
ー
ナ
ー
が
所
有
し
、
最
近
投
資
家
に
売
却
さ
れ
た
ば
か
り
。

今
後
は
、
賃
貸
物
件
と
し
て
住
人
を
迎
え
入
れ
る
こ
と
に
な
る

が
、
現
在
即
入
居
が
可
能
と
の
こ
と
。
庭
で
蛍
を
眺
め
な
が
ら

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
が
楽
し
め
そ
う
だ
。
家
賃
は
６
５
０
０
ド
ル
。

問
い
合
わ
せ
は
電
話
２
０
３
・
５
３
６
・
０
２
６
１
、

Ｅ
メ
ー
ル　

sonom
iakino@

shoenrealty.com

秋
野
さ
ん

︵
写
真
提
供
・
荘
園
不
動
産
︶

ウ
エ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー
の
典
型
的
な
庭
付
き
一
戸
建
て
住
宅

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
家
賃
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
委
員
会
︵
Ｎ
Ｙ
Ｃ
Ｒ

Ｇ
Ｂ
︶
は
21
日
、
家
賃
が
法
規

制
さ
れ
て
い
る
レ
ン
ト
ス
タ
ビ

ラ
イ
ズ
ド
・
ア
パ
ー
ト
の
家
賃

上
昇
を
５
対
４
で
承
認
し
た
。 

　

今
回
承
認
さ
れ
た
月
額
家
賃

の
上
昇
率
は
、
１
年
間
契
約
の

場
合
は
３
％
ま
で
、
２
年
間
契

約
は
１
年
目
は
２
・
75
％
、
２

年
目
は
３
・
２
％
ま
で
で
、
２

年
契
約
で
は
最
高
６
％
増
ま
で

認
め
ら
れ
た
。
賃
貸
開
始
ま
た

は
更
新
時
が
今
年
10
月
１
日
〜

２
０
２
４
年
９
月
30
日
の
レ
ン

ト
ス
タ
ビ
ラ
イ
ズ
ド
・
ア
パ
ー

ト
が
対
象
と
な
る
。
同
委
員
会

は
、
Ｎ
Ｙ
市
長
が
任
命
し
た
借

家
人
と
市
民
代
表
の
９
人
の
メ

ン
バ
ー
で
構
成
さ
れ
、
Ｎ
Ｙ
市

内
に
約
１
０
０
万
室
あ
る
安
定

家
賃
の
ア
パ
ー
ト
や
ロ
フ
ト
、

ホ
テ
ル
、
シ
ン
グ
ル
ル
ー
ム
部

屋
の
賃
貸
契
約
更
新
時
の
家
賃

値
上
げ
率
を
決
定
し
て
い
る
。 

　

同
委
員
会
は
、
昨
年
に
引
き

続
き
２
年
連
続
で
値
上
げ
を
承

認
し
た
。
予
選
が
行
わ
れ
た
５

月
の
同
委
員
会
で
は
、
最
高
７

％
の
上
昇
率
が
可
決
さ
れ
、
反

対
し
て
い
た
人
た
ち
の
非
難
の

声
が
殺
到
し
て
混
乱
を
招
い

た
。22
〜
23
年
度
の
上
昇
率
は
、

過
去
10
年
間
で
最
高
と
な
り
、

Ｎ
Ｙ
市
人
口
の
４
分
の
１
に
当

た
る
約
２
０
０
万
人
に
影
響
す

る
。

　

エ
リ
ッ
ク
・
ア
ダ
ム
ス
同
市

長
は
同
決
定
に
関
し
声
明
で

﹁
適
当
な
バ
ラ
ン
ス
を
見
出
す

こ
と
は
決
し
て
簡
単
な
こ
と
で

は
な
い
。
借
家
人
を
不
当
な
家

賃
値
上
げ
か
ら
保
護
す
る
と
同

時
に
、
家
主
た
ち
の
必
要
財
産

の
維
持
も
保
証
す
る
と
い
う
、

極
め
て
重
要
で
難
し
い
課
題
を

担
っ
た
委
員
会
メ
ン
バ
ー
た
ち

に
感
謝
す
る
﹂
と
伝
え
た
。 

レ
ン
ト
ス
タ
ビ
ラ
イ
ズ
ド
家
賃 

２
年
契
約
で
最
高
６
％
増
に

Hario “Technica” Glass 
Syphon Coffee Maker, 
600ml    $83.50

　

日
本
の
純
喫
茶
な
ど
で
よ
く
使
っ
て
い
る

サ
イ
フ
ォ
ン
。
ア
メ
リ
カ
で
は
あ
ま
り
見
か

け
な
い
が
、
日
本
が
誇
る
ハ
リ
オ
の
サ
イ
フ

ォ
ン
が
米
国
で
も
ア
マ
ゾ
ン
で
購
入
が
可

能
。
ア
ル
コ
ー
ル
ラ
ン
プ
の
ア
ル
コ
ー
ル
は

別
売
り
で
、
自
分
で
ハ
ー
ド
ウ
エ
ア
ス
ト
ア

で
﹁D

enatured A
lcohole

﹂
を
買
う
こ

と
。
煤
が
つ
か
ず
に
綺
麗
に
燃
焼
す
る
。

https://www.redac-mr.com/campaign2023
mailto:sonomiakino@shoenrealty.com
mailto:sonomiakino@shoenrealty.com
mailto:sonomiakino@shoenrealty.com
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前
回
子
ど
も
の
適
応
や
情
緒

に
大
切
な
﹁
気
質
﹂
と
は
何
か
、

そ
の
要
素
や
タ
イ
プ
に
つ
い
て

ご
説
明
し
ま
し
た
。
気
質
タ
イ

プ
に
か
か
わ
ら
ず
、
子
ど
も
の

持
つ
力
を
伸
ば
し
、
心
の
健
康

度
や
大
事
な
場
で
の
適
応
力
を

促
す
の
に
重
要
な
の
は
、
親
が

子
ど
も
を
気
質
ご
と
受
容
し
、

そ
れ
に
マ
ッ
チ
し
た
子
育
て
を

し
て
い
く
こ
と
で
す
。
そ
れ
に

は
親
が
自
分
自
身
の
気
質
に
も

目
を
向
け
、
親
子
の
気
質
の
マ

ッ
チ
ン
グ
に
つ
い
て
振
り
返
る

こ
と
も
大
切
で
す
。

　

気
質
は
先
天
的
な
特
性
で
容

易
に
変
え
ら
れ
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
生
ま
れ
つ
き
物
事

に
敏
感
に
反
応
し
た
り
不
安
を

感
じ
や
す
い
気
質
の
子
は
、
親

が
ど
れ
だ
け
叱
咤
激
励
し
て

も
、
未
知
な
場
に
臆
せ
ず
向
か

っ
て
い
く
よ
う
な
気
質
に
は
な

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
ど
ん
な
気

質
の
子
ど
も
に
も
必
ず
強
み
や

適
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
を

積
極
的
に
認
め
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
例
え
ば
感
情
が
繊
細
だ

と
人
の
心
を
察
し
た
り
共
感
し

た
り
し
や
す
く
、
ま
た
慎
重
で

あ
る
た
め
知
ら
な
い
場
や
人
に

安
易
に
近
づ
か
ず
、
よ
り
安
全

だ
と
も
い
え
ま
す
。

　

親
子
の
気
質
が
ミ
ス
マ
ッ
チ

で
あ
る
場
合
︵
例
え
ば
親
が
呑

気
で
何
事
に
も
動
じ
に
く
い
が

子
ど
も
は
繊
細
で
不
安
を
感
じ

や
す
い
︶
、
親
が
子
に
無
理
な

期
待
や
要
求
を
し
て
し
ま
い
が

ち
な
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

例
え
ば
、
Ｃ
子
は
極
端
に
水
を

怖
が
り
ま
す
。
初
め
て
海
水
浴

に
い
っ
て
も
恐
怖
心
か
ら
海
に

入
ろ
う
と
し
ま
せ
ん
。
親
は

﹁
一
度
入
れ
ば
大
丈
夫
﹂
と
無

理
や
り
海
に
入
れ
よ
う
と
す
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
す
る
と
Ｃ

子
は
泣
き
叫
び
、
ま
す
ま
す
水

へ
の
恐
怖
が
強
ま
り
、
親
へ
不

信
感
さ
え
抱
き
か
ね
ま
せ
ん
。

そ
の
よ
う
な
こ
と
が
続
け
ば
、

Ｃ
子
は
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
す
る
こ
と
自
体
に
不
安
を

抱
き
、
更
に
消
極
性
が
強
ま
る

と
い
う
悪
循
環
に
つ
な
が
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
親
の
ほ
う
で
も

﹁
な
ん
で
う
ち
の
子
だ
け
﹂
と

心
配
や
ス
ト
レ
ス
が
募
り
、
子

ど
も
を
批
判
的
に
見
て
し
ま
い

が
ち
で
す
。
敏
感
な
Ｃ
子
は
そ

れ
を
察
知
し
﹁
自
分
は
ダ
メ
な

子
﹂
と
思
い
込
み
、
自
信
を
喪

失
し
、
実
際
に
は
や
れ
ば
で
き

る
こ
と
で
も
拒
絶
し
て
し
ま
う

と
い
う
悪
循
環
も
起
こ
り
か
ね

ま
せ
ん
。

　

で
は
逆
に
親
が
Ｃ
子
を
、
そ

の
不
安
な
気
持
ち
ご
と
受
け
止

め
、
彼
女
の
ペ
ー
ス
に
合
わ
せ
、

辛
抱
強
く
海
に
入
れ
る
よ
う
工

夫
す
る
と
ど
う
で
し
ょ
う
。
最

初
は
海
辺
で
砂
遊
び
し
リ
ラ
ッ

ク
ス
さ
せ
、
﹁
無
理
し
な
く
て

い
い
よ
﹂
と
安
心
さ
せ
な
が

ら
楽
し
い
時
間
を
過
ご
せ
ば
、

徐
々
に
慣
れ
大
抵
の
子
は
﹁
海

に
入
っ
て
み
た
い
﹂
と
思
う
よ

う
に
な
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
に

少
し
ず
つ
水
に
慣
れ
て
い
け

ば
、
時
間
の
経
過
と
と
も
に
Ｃ

子
も
海
に
入
れ
る
は
ず
で
す
。

結
果
﹁
最
初
怖
か
っ
た
け
ど
頑

張
っ
た
ら
海
に
入
れ
た
、
楽
し

か
っ
た
﹂
と
達
成
感
や
自
信
向

上
に
つ
な
が
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
日
々
の
小
さ
な
チ
ャ
レ
ン

ジ
と
達
成
の
積
み
重
ね
は
、
長

期
的
な
子
ど
も
の
自
己
肯
定
感

の
向
上
や
情
緒
の
安
定
に
つ
な

が
り
ま
す
。

　

人
に
は
生
ま
れ
持
っ
た
気
質

が
あ
り
、
そ
れ
に
環
境
的
な
要

因
が
加
わ
り
︵
親
の
養
育
や
学

校
で
の
教
育
他
、
さ
ま
ざ
ま
な

外
的
要
因
︶、
個
々
の
性
格
が

形
成
さ
れ
ま
す
。
親
が
子
ど
も

の
気
質
的
特
性
を
よ
く
知
り
、

今
あ
る
子
ど
も
の
姿
を
気
質
ご

と
受
容
し
、
そ
れ
に
マ
ッ
チ
し

た
子
育
て
を
心
が
け
る
こ
と
が

大
変
大
切
で
す
。
も
と
も
と
敏

感
で
物
事
に
反
応
し
や
す
く
不

安
を
感
じ
や
す
い
子
や
、
気
力

や
体
力
、
注
意
力
が
続
き
に
く

い
子
な
ど
は
、
そ
う
で
な
い
子

に
比
べ
、
新
し
い
環
境
に
順
応

し
た
り
自
分
が
持
つ
能
力
を
発

揮
し
に
く
い
と
い
え
ま
す
。
す

る
と
自
信
喪
失
や
自
己
肯
定
感

の
低
下
も
起
こ
り
や
す
い
で

す
。気
質
は
先
天
的
な
情
緒
的
・

行
動
的
特
性
で
す
が
、
先
に
述

べ
た
例
の
Ｃ
子
の
よ
う
に
、
親

が
辛
抱
強
く
励
ま
し
た
り
、
少

し
で
も
き
た
ら
褒
め
る
な
ど
し

て
苦
手
な
こ
と
を
乗
り
越
え
ら

れ
る
よ
う
工
夫
・
サ
ポ
ー
ト
す

れ
ば
、
少
し
ず
つ
色
々
な
こ
と

に
取
り
組
め
る
よ
う
に
な
っ
て

い
き
ま
す
。
そ
し
て
小
さ
な
成

功
体
験
を
積
み
重
ね
る
う
ち
に

自
信
や
自
己
肯
定
感
が
育
ま

れ
、
更
に
新
し
い
こ
と
に
取
り

組
む
勇
気
や
興
味
が
増
す
と
い

う
好
循
環
が
起
こ
り
ま
す
。
く

れ
ぐ
れ
も
心
の
準
備
が
で
き
て

な
い
こ
と
を
無
理
に
さ
せ
た

り
、
で
き
な
い
こ
と
を
叱
っ
た

り
、
う
っ
か
り
子
ど
も
を
否
定

し
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
気
を
つ

け
ま
し
ょ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
子
ど
も
の
気
質

は
親
自
身
の
気
質
や
子
育
て
の

あ
り
方
と
相
ま
っ
て
、
子
ど
も

の
情
緒
や
適
応
に
大
き
く
影
響

し
ま
す
。
持
っ
て
生
ま
れ
た
能

力
や
可
能
性
を
最
大
限
に
発
揮

で
き
る
よ
う
、
で
き
る
だ
け
子

ど
も
の
気
質
に
マ
ッ
チ
し
た
子

育
て
を
心
が
け
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
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プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校

日
本
語
継
承
語
部
︵
市
原
理
瑠

日
本
語
継
承
語
部
部
長
︶
で
は

6
月
18
日
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｌ
コ
ー
ス

生
徒
28
人
に
よ
る
ス
ピ
ー
チ
コ

ン
テ
ス
ト
が
行
わ
れ
た
。

　

Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｌ
コ
ー
ス
は
日
本
語

を
外
国
語
と
し
て
教
え
る
コ
ー

ス
で
、
小
学
生
か
ら
８
年
生
ま

で
の
児
童
生
徒
が
毎
週
日
曜
、

日
本
語
と
日
本
文
化
を
学
ん
で

い
る
。
今
年
度
は
年
齢
・
日
本

語
レ
ベ
ル
を
元
に
し
て
４
ク
ラ

ス
を
開
講
し
、各
ク
ラ
ス
が﹁
わ

た
し
の
す
き
な
も
の
﹂﹁
私
が

好
き
な
季
節
﹂﹁
上
手
な
こ
と
、

下
手
な
こ
と
﹂﹁
私
の
尊
敬
す

る
人
﹂の
テ
ー
マ
で
発
表
し
た
。

　

努
力
賞
、
特
別
賞
、
優
秀
賞

な
ど
の
発
表
後
、
最
優
秀
賞
に

輝
い
た
の
は
、
ヨ
ー
ダ
ー
・
ビ

ク
ト
リ
ア
さ
ん
。﹁
私
の
尊
敬

す
る
人
﹂
を
テ
ー
マ
に
﹁
世

界
が
ほ
こ
る
ヒ
ロ
イ
ン
、 

マ
ラ

ラ
・
ユ
ス
フ
ザ
イ
さ
ん
﹂
と
題

し
、
パ
キ
ス
タ
ン
人
で
女
性
が

教
育
を
受
け
る
権
利
を
訴
え
、

ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
も
受
賞
し
た

人
権
運
動
家
に
つ
い
て
ス
ピ
ー

チ
し
た
。
一
人
一
人
が
日
頃
の

日
本
語
学
習
の
成
果
を
発
揮

し
、
し
っ
か
り
と
自
分
の
言
葉

で
発
表
し
た
。

　

そ
の
後
、
国
連
俳
句
コ
ン
テ

ス
ト
で
世
界
各
国
１
０
０
０
以

上
の
作
品
の
中
か
ら
入
賞
し
た

５
人
の
発
表
が
あ
り
、
１
位
に

選
ば
れ
た
オ
ー
・
マ
ー
カ
ス
・

ジ
ュ
ン
さ
ん
ら
の
作
品
が
紹
介

さ
れ
た
。
続
い
て
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｌ
修

了
式
が
執
り
行
わ
れ
、
５
人
が

Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｌ
３
の
コ
ー
ス
を
卒
業

し
た
。

ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
開
催

プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校
で

http://www.nykoshin.com
http://snsrealty.com/
http://www.shoenrealty.com
mailto:miyuki3533@gmail.com
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ル
ー
ト
66
フ
ァ
ン
の
皆
さ

ん
、
こ
ん
に
ち
は
！
半
年
に
わ

た
り
有
給
休
暇
の
消
化
を
し
て

お
り
ま
し
た
が
︵
笑
︶
皆
さ
ま

は
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う

か
。
過
去
約
３
年
に
亘
っ
て
世

界
中
が
悩
ま
さ
れ
た
感
染
症
は

よ
う
や
く
ト
ー
ン
ダ
ウ
ン
。
世

の
中
は
や
っ
と
元
の
日
常
を
取

り
戻
し
つ
つ
あ
る
中
、
﹁
今
年

こ
そ
は
ア
メ
リ
カ
旅
行
だ
！
や

っ
と
ル
ー
ト
66
に
行
け
そ
う

だ
！
﹂
と
考
え
て
い
る
方
も
少

な
く
な
い
と
期
待
し
て
い
ま

す
。
私
と
一
緒
に
ル
ー
ト
66
ア

ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
運
営
す
る

仲
間
た
ち
も
今
年
後
半
に
渡
米

の
予
定
を
し
て
お
り
、
い
よ
い

よ
現
地
で
会
え
る
日
が
来
る
か

と
待
ち
わ
び
て
い
る
今
日
こ
の

頃
で
す
。

　

さ
て
、
私
事
で
は
あ
り
ま
す

が
、
こ
の
半
年
間
で
の
一
番
大

き
な
ニ
ュ
ー
ス
！
と
言
え
ば
、

数
年
ぶ
り
に
ア
メ
リ
カ
に
﹁
帰

還
﹂
し
ま
し
た
！
︵
拍
手
、
拍

手
！
︶
日
本
滞
在
前
は
カ
リ
フ

ォ
ル
ニ
ア
州
の
北
の
方
に
居
ま

し
た
が
、
今
回
は
同
州
の
﹁
南

の
方
﹂
で
新
し
い
生
活
を
始
め

ま
し
た
。
物
理
的
な
距
離
が
近

く
な
っ
た
か
ら
と
言
っ
て
も
、

ま
だ
ま
だ
働
か
な
い
と
日
々
の

ご
飯
に
あ
り
つ
け
な
い
筆
者
な

の
で
、
ど
れ
だ
け
現
地
か
ら
生

の
声
を
届
け
ら
れ
る
か
わ
か
り

ま
せ
ん
が
、
今
月
よ
り
心
機
一

転
﹁
シ
ー
ズ
ン
⑤
﹂
と
し
て
ル

ー
ト
66
に
つ
い
て
あ
ー
だ
こ
ー

だ
と
語
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
お
付
き
合
い
の
ほ
ど
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

２
０
１
６
年
に
始
ま
っ
た
こ

の
﹁
魅
惑
の
ア
メ
リ
カ
旧
国
道

ル
ー
ト
66
﹂
シ
リ
ー
ズ
は
過
去

４
シ
ー
ズ
ン
に
渡
っ
て
ル
ー
ト

66
と
は
何
か
？
か
ら
始
ま
り
、

出
発
点
シ
カ
ゴ
か
ら
終
着
点
サ

ン
タ
モ
ニ
カ
ま
で
、
時
に
は
州

ご
と
、
時
に
は
街
ご
と
、
そ
し

て
ま
た
時
に
は
お
ス
ス
メ
ル
ー

ト
や
ア
イ
テ
ム
な
ど
、
そ
れ
ぞ

れ
の
魅
力
に
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

し
て
お
伝
え
し
て
き
ま
し
た

が
、
今
月
か
ら
始
め
る
シ
ー
ズ

ン
⑤
は
今
ま
で
と
少
し
異
な
っ

た
ア
プ
ロ
ー
チ
に
変
更
し
、
今

現
在
ル
ー
ト
66
で
は
実
際
に
何

が
起
こ
っ
て
い
る
の
か
？
に
フ

ォ
ー
カ
ス
し
て
時
事
的
な
話
題

を
ご
紹
介
し
て
行
き
ま
す
。
読

者
の
皆
さ
ま
も
過
去
４
シ
ー
ズ

ン
に
培
っ
た
ル
ー
ト
66
に
関
す

る
知
識
を
ふ
ん
だ
ん
に
ご
活
用

い
た
だ
き
、﹁
ル
ー
ト
66
の
今
﹂

に
一
層
の
興
味
を
持
っ
て
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
さ
あ
、

さ
っ
そ
く
い
き
ま
し
ょ
う
！

■
タ
ル
サ
の
Ｏ
Ｋ
Ｐ
Ｏ
Ｐ
博
物

館
、
２
０
２
３
年
後
半
に
開

館
？

　

オ
ク
ラ
ホ
マ
州
タ
ル
サ
の
ダ

ウ
ン
タ
ウ
ン
に
あ
る
﹁
オ
ク
ラ

ホ
マ
大
衆
文
化
博
物
館
︵
通
称

Ｏ
Ｋ
Ｐ
Ｏ
Ｐ
︶﹂
は
、
今
年
後

半
ま
で
に
一
般
公
開
で
き
る
よ

う
、
３
０
０
０
万
ド
ル
の
資
金

調
達
目
標
を
設
定
し
ま
し
た
。

実
は
同
州
州
議
会
は
２
０
１
５

年
に
２
５
０
０
万
ド
ル
の
歳
入

債
を
提
供
し
ま
し
た
が
、
そ
れ

以
上
の
追
加
は
ほ
ぼ
無
い
状
態

な
の
で
︵
痛
っ
︶
博
物
館
財
団

は
地
元
を
筆
頭
に
国
内
の
影
響

力
に
富
ん
だ
著
名
人
や
財
団
創

立
会
員
を
通
じ
て
資
金
源
の
確

保
に
舵
を
切
っ
た
と
い
う
始
末

…
…
、
こ
の
活
動
に
よ
っ
て
得

ら
れ
る
資
金
は
Ｏ
Ｋ
Ｐ
Ｏ
Ｐ  

の
展
示
物
の
設
計
と
建
設
、
初

期
の
財
政
支
援
、
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
の
取
得
と
維
持
の
継
続
に
役

立
て
ら
れ
る
予
定
と
の
こ
と
。

同
じ
く
タ
ル
サ
の
ダ
ウ
ン
タ
ウ

ン
に
は
す
で
に
音
楽
界
の
ア
イ

コ
ン
で
あ
る
、
ウ
デ
ィ
・
ガ
ス

リ
ー
や
ボ
ブ
・
デ
ィ
ラ
ン
を
テ

ー
マ
に
し
た
有
名
な
博
物
館
も

あ
る
の
で
、
音
楽
や
映
画
の
好

き
な
方
々
は
ぜ
ひ
今
年
の
秋
以

降
、
タ
ル
サ
に
足
を
運
ん
で
く

だ
さ
い
。
元
々
芸
術
性
や
文
化

に
溢
れ
た
筆
者
も
イ
チ
オ
シ
の

中
西
部
の
中
都
市
タ
ル
サ
、
魅

力
は
尽
き
ま
せ
ん
。

■
ビ
ク
タ
ー
ビ
ル
に
新
し
い
ル

ー
ト
66
テ
ー
マ
・
ホ
テ
ル
が
計

画
　

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
ビ
ク
タ

ー
ビ
ル
と
言
え
ば
？
そ
う
、
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
・
ル
ー
ト
66
博

物
館
で
す
ね
︵
あ
、
博
物
館
ネ

タ
が
続
い
た
︶。
そ
う
、
ま
さ

に
そ
の
博
物
館
に
隣
接
し
た

﹁
空
地
﹂
に
レ
ス
ト
ラ
ン
、
シ

ョ
ッ
プ
、
そ
し
て
コ
ン
ド
を
含

む
﹁
車
﹂
を
テ
ー
マ
に
し
た
ホ

テ
ル
を
計
画
し
て
い
る
投
資
グ

ル
ー
プ
の
存
在
が
明
ら
か
に
な

り
ま
し
た
。
同
博
物
館
で
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
し
て
い
る
長
年
の

友
人
で
あ
る
デ
ル
ヴ
ィ
ン
か
ら

ち
ょ
っ
と
前
に
聞
い
た
の
が
最

初
。
グ
ル
ー
プ
の
目
標
は
、
ル

ー
ト
66
の
生
誕
１
０
０
周
年
に

あ
た
る
２
０
２
６
年
ま
で
に

完
成
さ
せ
る
こ
と
ら
し
い
け

ど
、
現
実
的
に
は
ハ
ー
ド
ル
が

高
そ
う
だ
。
筆
者
の
偏
見
か
も

し
れ
な
い
が
投
資
家
と
い
う

と
、
ど
う
も
眉
を
ひ
そ
め
て
し

ま
う
。﹁
本
当
に
ル
ー
ト
66
好

き
な
の
？
﹂
と
思
わ
ず
聞
い
て

し
ま
い
た
く
な
る
け
ど
、﹁
私

た
ち
の
理
想
は
、
博
物
館
そ
の

も
の
を
増
強
し
、
そ
の
周
り
に

付
随
し
た
価
値
を
構
築
す
る
こ

と
﹂
な
ん
て
言
わ
れ
る
と
同
時

に
単
純
な
筆
者
は
応
援
し
て
し

ま
う
。
確
か
に
ビ
ク
タ
ー
ビ
ル

近
辺
に
は
レ
ス
ト
ラ
ン
や
ホ
テ

ル
が
少
な
い
。
ど
う
し
て
も
期

待
し
て
し
ま
い
ま
す
ね
。
因

み
に
こ
の
﹁
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
・
ル
ー
ト
66
博
物
館
﹂
は
、

１
９
８
０
年
の
ニ
ー
ル
・
ダ
イ

ヤ
モ
ン
ド
の
映
画
﹁
ジ
ャ
ズ
・

シ
ン
ガ
ー
﹂
の
舞
台
と
な
っ
た

﹁
レ
ッ
ド
・
ル
ー
ス
タ
ー
・
カ

フ
ェ
﹂
の
跡
地
に
１
９
９
５
年

に
オ
ー
プ
ン
。
ル
ー
ト
66
の
博

物
館
と
し
て
は
最
も
古
い
も
の

の
一
つ
な
の
で
す
よ
！

 

■
テ
レ
ン
ス
・
ム
ー
ア
の
ル
ー

ト
66
写
真
が
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
空

港
で
見
ら
れ
る
ぞ
！

　

こ
の
夏
以
降
、
飛
行
機
の
乗

り
継
ぎ
を
す
る
人
は
是
非
フ
ェ

ニ
ッ
ク
ス
回
り
で
！
と
い
う
の

は
、
ア
リ
ゾ
ナ
州
フ
ェ
ニ
ッ
ク

ス
に
あ
る
ス
カ
イ
ハ
ー
バ
ー
国

際
空
港
︵
タ
ー
ミ
ナ
ル
４
の
３

階
︶
で
は
、
長
年
ル
ー
ト
66
を

撮
影
し
て
き
た
筆
者
の
最
も
敬

愛
す
る
写
真
家
の
一
人
、
テ
レ

ン
ス
・
ム
ー
ア
の
作
品
を
11
月

ま
で
展
示
し
て
い
る
そ
う
だ
。

　

50
年
以
上
に
わ
た
っ
て
プ
ロ

の
写
真
家
と
し
て
、
特
に
ア
メ

リ
カ
の
ハ
イ
ウ
ェ
イ
を
取
り
続

け
て
き
た
テ
レ
ン
ス
の
写
真
は

我
々
旅
行
に
魅
せ
ら
れ
た
人
間

を
惹
き
つ
け
る
魅
力
に
あ
ふ
れ

て
い
ま
す
。
キ
ュ
リ
オ
シ
ョ
ッ

プ
、
ヴ
ィ
ン
テ
ー
ジ
・
モ
ー
テ

ル
、
ネ
オ
ン
サ
イ
ン
、
ま
た
は

風
変
わ
り
な
ロ
ー
ド
サ
イ
ド
の

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
、
過
ぎ

去
っ
た
時
代
の
す
べ
て
が
ル
ー

ト
66
の
物
語
を
表
現
。
テ
レ
ン

ス
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
﹁
旅
と

は
目
的
地
よ
り
も
旅
そ
の
も
の

が
重
要
で
あ
り
、
旅
に
出
る
こ

と
は
そ
の
経
験
を
得
る
た
め
の

素
晴
ら
し
い
方
法
で
あ
る
。
そ

れ
は
個
人
的
な
探
究
心
や
発

見
、
物
語
を
生
み
出
す
機
会
を

創
造
す
る
の
だ
﹂。
テ
レ
ン
ス

の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
上
の
作
品
は

な
か
な
か
の
お
値
段
だ
け
ど

２
０
１
８
年
出
版
の
書
籍
﹁66 

on 66: A
 Photographer's 

Journey

﹂
は
必
見
で
す
。

　

さ
て
、
こ
ん
な
感
じ
で
進
め

て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す

が
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
次

回
も
ま
た
皆
さ
ん
に
興
味
を
持

っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
ニ
ュ
ー

ス
を
お
届
け
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
そ
れ
で
は
ま
た
来
月
お
目

に
か
か
り
ま
す
！

︵
後
藤
敏
之
／
ル
ー
ト
66
協
会

ジ
ャ
パ
ン
・
代
表
︶
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最
新
ニ
ュ
ー
ス
！
魅
惑
の
ア
メ
リ
カ
旧
国
道
﹁
ル
ー
ト
66
﹂

そ
の
１

：

Ｏ
Ｋ
州
・
Ｃ
Ａ
州
の
博
物
館
と
有
名
写
真
家
の
展
示

　

下
甑
島
の
薩
摩
川
内
市
鹿
島

市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
︵
旧

鹿
島
支
所
︶
内
に
、﹁
甑
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
恐
竜
化
石
等
準
備

室
﹂
が
あ
り
ま
す
。
２
０
０
８

年
、
甑
島
列
島
に
分
布
す
る
白

亜
紀
後
期
︵
約
8
０
０
０
万
年

前
︶
の
地
層
﹁
姫
浦
層
群
﹂
か

ら
、
鹿
児
島
県
で
初
め
て
恐
竜

化
石
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
採

取
さ
れ
た
歯
根
の
一
部
が
角
竜

類
恐
竜
︵
草
食
恐
竜
︶
の
仲
間

で
、
角
が
顕
著
な
ケ
ラ
ト
プ
ス

類
と
認
定
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ

れ
は
国
内
初
の
こ
と
で
、
ア
ジ

ア
で
も
貴
重
な
発
見
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

さ
ら
に
２
０
１
６
年
に
も
上

甑
島
で
恐
竜
が
絶
滅
す
る
直
前

の
時
代
で
あ
る
白
亜
紀
最
末

期
︵
約
7
０
０
０
万
年
前
︶
の

地
層
か
ら
植
物
食
恐
竜
ハ
ド
ロ

サ
ウ
ル
ス
の
大
腿
骨
の
化
石
が

見
つ
か
っ
て
お
り
、
絶
滅
直
前

の
恐
竜
の
多
様
性
や
生
態
に
つ

い
て
解
明
で
き
る
重
要
な
地
域

と
し
て
、
今
後
の
成
果
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
地
層
か

ら
は
、
二
枚
貝
や
ア
ン
モ
ナ
イ

ト
、
魚
類
な
ど
の
海
の
生
き
物

の
化
石
に
加
え
、
恐
竜
や
ワ
ニ
、

カ
メ
、
硬
鱗
魚
、
植
物
な
ど
の

陸
や
淡
水
に
棲
む
生
き
物
の
化

石
が
た
く
さ
ん
見
つ
か
っ
て
お

り
、
同
準
備
室
に
は
そ
れ
ら
の

貴
重
な
化
石
等
が
恐
竜
の
全
身

骨
格
標
本
と
と
も
に
展
示
さ
れ

て
い
る
の
で
す
。
2
階
で
は
、

研
究
中
の
化
石
を
岩
石
か
ら
削

り
出
し
て
い
る
様
子
な
ど
も
見

学
す
る
こ
と
が
で
き
、
夏
休
み

に
行
う
化
石
の
発
掘
体
験
や
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
体
験
、
星
空
観
測

会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
は
大
人
気

だ
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、
鹿
島
地
域
で
は
、
高

さ
１
５
０
メ
ー
ト
ル
以
上
に

も
及
ぶ
断
崖
や
巨
石
、
奇
岩

が
16
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
も
わ
た
っ

て
続
く
﹁
鹿
島
断
崖
﹂
の
勇
壮

な
景
観
を
み
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
鹿
島
断
崖
の
ス
ケ
ー
ル
や

美
し
さ
は
圧
倒
的
で
、
中
甑
港

か
ら
断
崖
ク
ル
ー
ズ
を
楽
し
め

る
﹁
観
光
船
か
の
こ
﹂
が
運
航

し
て
い
ま
す
。
甑
大
明
神
橋
を

通
過
し
て
鹿
島
断
崖
、
門
口
、

く
じ
ら
岩
、
鶴
穴
な
ど
を
周
遊

す
る
約
1
時
間
の
コ
ー
ス
で
す

が
、
私
が
乗
船
し
た
日
は
波
が

穏
や
か
だ
っ
た
た
め
、
か
な
り

近
づ
い
て
ゆ
っ
く
り
見
学
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
陸
地
か

ら
も
、
鹿
島
町
の
夜
萩
円
山
公

園
か
ら
鹿
島
断
層
の
絶
景
を
眺

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

景
観
と
言
え
ば
、
も
う
一

つ
、﹁
長
目
の
浜
﹂︵
国
指
定
天

然
記
念
物
︶
を
紹
介
し
な
い
わ

け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
薩
摩
藩

時
代
、
島
津
光
久
公
が
巡
視
の

際
に
﹁
眺
め
の
浜
﹂
と
命
名
し
、

そ
の
景
観
を
ほ
め
た
こ
と
が
名

前
の
由
来
と
い
わ
れ
て
い
る
長

目
の
浜
は
、
上
甑
島
の
北
西
部

の
山
裾
が
太
古
か
ら
風
波
に
崩

れ
潮
風
で
造
っ
た
幅
50
メ
ー
ト

ル
、
長
さ
約
4
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

に
わ
た
っ
て
続
く
砂
州
で
、
な

ま
こ
池
、
貝
池
を
海
と
仕
切
っ

て
い
ま
す
。
長
目
の
浜
の
延
長

に
は
鍬
崎
池
、
さ
ら
に
須
口
池

を
抱
く
砂
州
も
あ
り
、
こ
れ
ら

の
﹁
甑
四
湖
﹂
が
甑
島
有
数
の

ビ
ュ
ー
ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ
て
お

り
、
展
望
所
か
ら
眺
望
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

甑
島
は
船
で
し
か
行
け
な
い

と
い
う
ア
ク
セ
ス
条
件
の
た

め
、
観
光
振
興
が
難
し
い
面
も

あ
り
ま
す
が
、
国
内
で
57
番
目

の
国
定
公
園
に
も
指
定
さ
れ
た

自
然
環
境
の
す
ば
ら
し
さ
は
随

一
で
あ
り
、
釣
り
や
ダ
イ
ビ
ン

グ
を
楽
し
ま
れ
る
方
も
多
い
よ

う
で
す
。
ぜ
ひ
一
度
、
訪
れ
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

︵
栗
原
祐
司
　
国
立
科
学
博
物

館
副
館
長
︶

甑島②
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http://kkobo.com/
tel:9175773969
https://nyseikatsu.com/gallery/
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 EVENT　 
■ ジ ャ パ ン フ ェ ス ＠ Astoria ＝ 7/2　
10:00 〜 18:00  Astoria （Broadway, 45th
〜 46th St.）今回はクイーンズのアスト
リアで開催。たこ焼き、お好み焼き、か
らあげ、ラーメン、天ぷらアイスクリーム、
お団子、抹茶スイーツ、綿菓子などがス
トリートで楽しめる日本食の祭典。
詳細は https://www.japanfes.com
■ネイサンズ・ホットドッグ早食い大
会＝ 7/4  12:00  Coney Island （corner of 
Surf and Stillwell Aves.）毎年恒例、コニー
アイランドのビーチサイドで開催される
ホットドッグの早食い競争。去年は 7 連
覇のチャンピオン、ジョーイ・チェスナッ
トさんが 63 個、女子はフロリダ州在住
の須藤美貴さんが 42 個で優勝した。
詳細は https://nathansfamous.com/
■第 47 回メイシーズ独立記念日の花火
大会＝ 7/4 　米老舗デパートのメイシー
ズがスポンサーの独立記念日恒例イベン
ト。特設会場でのコンサートやパフォー
マンスの後、イーストリバーに浮かぶ 4
艘の船から約 25 分間に 5 万発以上の花
火が打ち上げられる。TV 放送は午後 8 時
から NBC 局にて。　
詳 細 は https://www.macys.com/s/
fi reworks/

CLASS/SEMINAR
■日本人帰国受験生支援オンラインイベ
ント「留学生入試＆大学生活ガイダンス
2023」＝ 7/8　19:00（日本時間）帰国子女・
留学生ネットワークが主催する帰国子女
による、帰国子女のための大学合同オー
プンキャンパス。大学や大学生活の紹介、
懇親会・座談会が行われる。参加費無料。
詳 細 は h t t p s : / / f o r m s . g l e /
Mu98D54m9WBoF65B7

MUSIC
■坂本龍一バーチャルリアリティコン
サ ー ト「KAGAMI（ 鏡 ）」 ＝ 7/2 ま で　
The Shed（545 W 30th St.）今年 3 月に
亡くなった坂本龍一さんの複合現実（VR）
コンサート。観客は VR ヘッドセットを
装着し、坂本がピアノで演奏する様子や、
音楽に合わせた立体的アートを会場を歩
きながら鑑賞できる。演奏曲は坂本の代
表作品「エナジーフロー」や「メリー・

クリスマス・ミスター・ロレンス」など
全 10 曲。入場料：一般 $38 〜、学生・
シニア $33 〜。
詳細は https://theshed.org

THEATRE/DANCE
■ ア メ リ カ ン・ バ レ エ・ シ ア タ ー

（ABT）公演「白鳥の湖」＝ 7/10 〜 7/15　
Metropolitan Opera House（30 Lincoln 
Center Plaza）チャイコフスキーの音楽
にのせて、悪魔の呪いで白鳥に姿を変え
られた王女オデットと、王子ジークフリー
トとの悲恋を描いた切なくも美しい物語
をメトロポリタン歌劇場の舞台で上演す
る。入場料：$38 〜 $218
詳細は https://www.abt.org/

, ART
　

■草間彌生の新作展覧会「I Spend Each 
Day Embracing Flowers」 ＝ 7/21 ま で　
David Zwirner（519 W 19th St.）チェル
シーの同ギャラリーで 10 回目を迎える、
日本を代表するアーティスト草間彌生の
新作作品展。36 点の絵画、巨大花やかぼ
ちゃのインスタレーション、インフィニ
ティーミラールーム（無限の鏡の間）を
展示する。入場無料。日・月休廊
詳細は https://www.davidzwirner.com
■アンディ・ウォーホル展「Thirty Are 
Better Than One」 ＝ 7/30 ま で　Brant 
Foundation（421 E 6th St.）ウォーホル
作品最大のコレクターでブラント財団の
ピーター・ブラント氏により実現した展
覧会。「赤いエルビス（Red Elvis）」やキャ
ンベルスープ缶の絵をはじめ、ドローイ
ングや彫刻、ポラロイド写真まで 100 点
以上を展示する。入場料：一般 $20、シ
ニア $18、学生 $15　月・火休館　
詳細は https://www.brantfoundation.org/
■青磁をテーマにしたグループ展「Warm 
to the Touch: Cool and Refreshing 
Celadon」 ＝ 8/11 ま で　Joan B Mirviss 
LTD（39 E 78th St Suite 401）青磁の現
代の巨匠と言われている川瀬忍をはじめ、
深見陶治、伊藤秀人、物故の作家である
鈴木治、塚本快示など、さまざまな青磁
作品を集めて展示。入場無料。土日休。
詳細は http://www.mirviss.com

　

日
本
の
ア
ニ
メ
制
作
会
社
ス

タ
ジ
オ
ジ
ブ
リ
が
製
作
し
た

長
編
ア
ニ
メ
映
画
を
紹
介
す

る
﹁
ス
タ
ジ
オ
ジ
ブ
リ
フ
ェ
ス

２
０
２
３
﹂
が
全
米
の
映
画
館

で
開
催
さ
れ
て
い
る
。
世
界
か

ら
愛
さ
れ
る
日
本
の
ア
ニ
メ
ー

シ
ョ
ン
映
画
の
素
晴
ら
し
さ
を

体
験
す
る
機
会
と
し
て
、
Ｎ

Ｙ
の
ア
ニ
メ
映
画
配
給
会
社

G
K

ID
S

と
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン

メ
ン
ト
・
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
の
フ

ァ
ゾ
ム
・
イ
ベ
ン
ツ
の
共
催
に

よ
り
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
イ

ベ
ン
ト
。

　

７
月
は
﹁
風
の
谷
の
ナ
ウ

シ
カ
︵
英
語
名N

ausicaa of 
the V

alley of the W
ind

︶﹂

が
９
日
︵
日
︶
と
11
日
︵
火
︶

に
、﹁
天
空
の
城
ラ
ピ
ュ
タ

︵C
astle in the Sky

︶﹂

が

10
日
︵
月
︶
と
12
日
︵
水
︶
に

上
映
さ
れ
る
。
８
月
は
５
日

〜
９
日
ま
で
﹁
も
の
の
け
姫

︵Princess M
ononoke

︶
﹂
、

20

日
・

22

日

が
﹁

紅

の

豚

︵Porco R
osso

︶﹂、

21

日
・

23
日
は
﹁
風
立
ち
ぬ
︵T

he 
W

ind R
ises

︶﹂
を
上
映
。
そ

れ
ぞ
れ
の
映
画
が
吹
き
替
え
版

と
日
本
語
版
︵
英
語
字
幕
︶
で

の
上
映
が
あ
る
。﹁
風
の
谷
の

ナ
ウ
シ
カ
﹂
で
は
、
女
優
の
ア

リ
ソ
ン
・
ロ
ー
マ
ン
︵
ナ
ウ
シ

カ
役
︶
や
ユ
マ
・
サ
ー
マ
ン

︵
皇
女
ク
シ
ャ
ナ
役
︶、
新
ス
タ

ー
ト
レ
ッ
ク
の
ピ
カ
ー
ド
艦
長

を
演
じ
た
パ
ト
リ
ッ
ク
・
ス
チ

ュ
ワ
ー
ト
︵
ユ
パ
役
︶
な
ど

錚
々
た
る
メ
ン
バ
ー
が
声
を
担

当
し
て
い
る
。
最
寄
り
の
上
映

映
画
館
・
チ
ケ
ッ
ト
・
詳
細
は

公
式
サ
イ
トhttps://w

w
w

.
fa

th
o

m
e

v
e

n
ts.co

m
/

series/studio-ghibli-fest

を
参
照
す
る
。

全
米
の
映
画
館
で
体
験

ス
タ
ジ
オ
ジ
ブ
リ
作
品
上
映

266

 　
今
、
日
本
の
若
者
の
中
で
話

題
に
な
っ
て
い
る
の
が
﹁
蛙
化

現
象
﹂
と
い
う
言
葉
。﹁
蛙
の

王
子
様
﹂
の
話
を
知
っ
て
い
る

人
は
分
か
る
と
思
い
ま
す
が
、

﹁
蛙
だ
と
思
っ
て
い
た
の
が
王

子
様
﹂
で
こ
ち
ら
は
、
ハ
ッ
ピ

ー
エ
ン
ド
の
話
。
で
も
、
今
使

わ
れ
て
い
る
﹁
蛙
化
現
象
﹂
は
、

そ
の
逆
で
﹁
王
子
様
だ
と
思
っ

て
い
た
ら
蛙
だ
っ
た
﹂
と
い
う

こ
と
で
、﹁
が
っ
か
り
さ
せ
ら

れ
た
﹂
時
に
使
う
言
葉
で
す
。

　

そ
ん
な
﹁
蛙
化
現
象
﹂
を
テ

レ
ビ
や
雑
誌
な
ど
で
扱
っ
て
い

る
の
で
す
が
、﹁
こ
ん
な
こ
と

で
が
っ
か
り
す
る
の
？
﹂
と
思

う
例
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、﹁
か
っ
こ
い
い
と
思

っ
て
い
た
人
が
マ
ス
ク
を
取
っ

た
姿
に
が
っ
か
り
﹂
と
い
う
も

の
か
ら
、﹁
デ
ー
ト
の
時
の
食

べ
方
が
汚
く
て
が
っ
か
り
﹂
な

ど
と
い
う
も
の
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
上
司
に
対
し
て
も
﹁
わ

ざ
わ
ざ
安
い
自
動
販
売
機
を
探

し
て
い
る
姿
に
が
っ
か
り
﹂﹁
社

長
な
の
に
１
０
０
円
ネ
ク
タ
イ

を
し
て
い
て
が
っ
か
り
﹂
み
た

い
な
も
の
ま
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
部
下
や
彼
女
や
彼

を
が
っ
か
り
さ
せ
な
い
た
め
に

ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
と
い
う

こ
と
が
話
題
に
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
職
場
な
ど
で
は
、

入
っ
た
会
社
に
﹁
が
っ
か
り
﹂

と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
実

際
、４
月
に
入
社
し
た
社
員
が
、

５
月
に
転
職
サ
イ
ト
に
登
録
す

る
と
い
う
例
も
少
な
く
な
い
時

代
に
な
り
ま
し
た
。

　

﹁
が
っ
か
り
さ
せ
な
い
﹂
が

こ
れ
か
ら
の
テ
ー
マ
で
す
。
わ

た
し
も
、
仕
事
も
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
も
誰
か
を
が
っ
か
り
さ
せ
て

い
な
い
か
、
考
え
る
こ
と
が
い

っ
ぱ
い
で
す
。(

笑)

大
谷
由
里
子
：
１
９
６
３
年
、

奈
良
県
生
ま
れ
。
吉
本
興
業
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
経
て
、
人
材
活

性
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
。﹁
笑
い
﹂

を
取
り
入
れ
た
人
材
育
成
が
話

題
に
。
著
書
に
﹁
元
気
セ
ラ
ピ

ー
︵
Ｋ
Ｋ
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
ズ
︶﹂

﹁
は
じ
め
て
講
師
を
頼
ま
れ
た

ら
読
む
本
︵
中
経
出
版
︶﹂
な

ど
多
数
。

「蛙化現象」

　

特
殊
メ
イ
ク
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
の
松
岡
象
一
郎
が
７
月
29

日
︵
土
︶
ま
で
イ
ー
ス
ト
ビ
レ

ッ
ジ
の
ウ
ル
ト
ラ
バ
イ
オ
レ
ッ

ト
・
ビ
ジ
ュ
ア
ル
ス
タ
ジ
オ

︵
ア
ベ
ニ
ュ
ー
Ｂ
、
２
１
２
番

地
︶
で
Ｎ
Ｙ
展
﹁
リ
ハ
ー
サ
ル
・

プ
レ
ゼ
ン
ツ
・
シ
ョ
ー
イ
チ
ロ

ー
︵R

e-hear-sal presents 
Sho-ichro

︶
﹂
を
開
催
中
だ
。

　

松
岡
は
エ
ヴ
ァ
ン
ゲ
リ
オ
ン

の
舞
台
、
東
京
リ
ベ
ン
ジ
ャ
ー

ズ
２
に
携
わ
る
な
ど
、
日
本
の

特
殊
メ
イ
ク
ア
ッ
プ
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
業
界
の
第
一
線
で
活
躍
。

特
殊
メ
イ
ク
の
技
術
を
主
軸

に
、
造
形
や
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
を
融

合
さ
せ
た
光
フ
ァ
イ
バ
ー
や
シ

リ
コ
ン
な
ど
最
先
端
の
素
材
を

取
り
入
れ
る
事
に
よ
り
、
他
の

追
随
を
許
さ
な
い
独
自
の
世
界

を
構
築
し
て
い
る
。　

　

展
示
を
見
る
に
は
予
約
が
必

要
。
来
場
前
日
ま
で
に
Ｅ
メ
ー

ルry
okoful@

gm
ail.com

　

︵
日
本
語
・
英
語
対
応
︶
担
当
・

R
yoko

さ
ん
。
当
日
の
予
約

は
来
場
30
分
前
ま
で
に
Ｅ
メ

ー

ル W
fulghum

@
gm

ail.
com

︵
英
語
の
み
対
応
︶
担
当
・

W
es

さ
ん
。
詳
細
はhttp://

gm
-atelier.com

/special-
effects-m

ake-up/

特
殊
メ
イ
ク
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

松
岡
象
一
郎
が
Ｎ
Ｙ
で
個
展

https://america-keitai.com/
https://www.samuraimama.com/
mailto:ryokoful@gmail.com%E3%80%80
mailto:ryokoful@gmail.com%E3%80%80
mailto:ryokoful@gmail.com%E3%80%80
mailto:ryokoful@gmail.com%E3%80%80
https://www.davidzwirner.com
https://www.brantfoundation.org/
http://www.mirviss.com
https://theshed.org
https://www.abt.org/
https://www.japanfes.com
https://nathansfamous.com/
https://www.macys.com/s/
http://gm-atelier.com/special-effects-make-up/
http://gm-atelier.com/special-effects-make-up/
http://gm-atelier.com/special-effects-make-up/
http://gm-atelier.com/special-effects-make-up/
http://gm-atelier.com/special-effects-make-up/
http://gm-atelier.com/special-effects-make-up/
http://gm-atelier.com/special-effects-make-up/
https://forms.gle/Mu98D54m9WBoF65B7
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令
和
５
年
５
月
18
日
、
岸
田
文
雄
内
閣
総
理
大
臣
は
、
Ｇ
７
広
島
サ
ミ
ッ
ト
出
席
の
た
め
訪
日
し
た
ジ
ョ

セ
フ
・
バ
イ
デ
ン
・
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
大
統
領
と
、
日
米
首
脳
会
談
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
概
要
を
週
刊
Ｎ

Ｙ
生
活
の
読
者
の
皆
様
へ
お
伝
え
い
た
し
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
在
住
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
両

国
の
友
好
関
係
が
一
層
強
化
さ
れ
て
い
く
よ
う
、
引
き
続
き
お
力
添
え
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

日
米
首
脳
会
談

日米首脳会談 
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日米首脳会談
　

冒
頭
、
岸
田
総
理
大
臣
か

ら
、
本
年
1
月
の
訪
米
以
来
の

再
会
を
嬉
し
く
思
う
旨
述
べ
た

上
で
、
日
米
同
盟
は
イ
ン
ド
太

平
洋
地
域
の
平
和
と
安
定
の
礎

で
あ
り
、
日
米
関
係
は
、
安
全

保
障
や
経
済
に
と
ど
ま
ら
ず
、

あ
ら
ゆ
る
分
野
で
重
層
的
な
協

力
関
係
に
あ
る
と
述
べ
た
の
に

対
し
、バ
イ
デ
ン
大
統
領
か
ら
、

日
米
両
国
は
基
本
的
価
値
を
共

有
し
て
お
り
、
日
米
同
盟
は
か

つ
て
な
く
強
固
で
あ
る
旨
述
べ

ま
し
た
。

　

続
い
て
、
両
首
脳
は
、
日
米

安
全
保
障
協
力
に
つ
い
て
意
見

な
役
割
を
再
確
認
し
ま
し
た
。

　

バ
イ
デ
ン
大
統
領
か
ら
は
、

核
を
含
む
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
米

国
の
能
力
に
よ
っ
て
裏
付
け
ら

れ
た
、
日
米
安
全
保
障
条
約
の

下
で
の
日
本
の
防
衛
に
対
す
る

米
国
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
が
改

め
て
表
明
さ
れ
、
両
首
脳
は
、

そ
う
し
た
文
脈
に
お
い
て
、
情

勢
が
進
展
す
る
際
の
あ
ら
ゆ
る

段
階
に
お
い
て
二
国
間
の
十
分

な
調
整
を
確
保
す
る
意
思
を
改

め
て
確
認
し
ま
し
た
。
両
首
脳

は
、
直
近
の
日
米
﹁
2
＋
2
﹂

や
日
米
拡
大
抑
止
協
議
に
お
け

る
、
米
国
の
拡
大
抑
止
に
関
す

る
活
発
か
つ
突
っ
込
ん
だ
議
論

を
評
価
し
、
こ
う
し
た
議
論
を

一
層
強
化
し
て
い
く
こ
と
の
重

要
性
を
改
め
て
確
認
し
ま
し

た
。

　

両
首
脳
は
、
イ
ン
ド
太
平
洋

地
域
、
と
り
わ
け
東
ア
ジ
ア
に

お
い
て
、
力
に
よ
る
一
方
的
な

現
状
変
更
の
試
み
を
許
し
て
は

な
ら
な
い
と
い
う
観
点
も
踏
ま

え
つ
つ
、
次
の
と
お
り
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。

︵
1
︶ 

両
首
脳
は
、
中
国
を
め

ぐ
る
諸
課
題
へ
の
対
応
に

当
た
り
、
引
き
続
き
日

米
で
緊
密
に
連
携
し
て

い
く
こ
と
で
一
致
し
ま
し

た
。
ま
た
、
両
首
脳
は
、

中
国
と
共
通
の
課
題
に
つ

い
て
は
協
力
し
て
い
く
こ

と
の
重
要
性
を
確
認
し
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
両
首
脳

は
、
台
湾
海
峡
の
平
和
と

安
定
の
重
要
性
を
強
調
す

る
と
と
も
に
、
両
岸
問
題

の
平
和
的
解
決
を
促
し
ま

し
た
。

︵
2
︶ 

岸
田
総
理
大
臣
か
ら
、

５
月
上
旬
の
訪
韓
に
触
れ

つ
つ
、
日
韓
関
係
を
更
に

進
展
さ
せ
て
い
く
旨
述
べ

た
の
に
対
し
、
バ
イ
デ
ン

大
統
領
か
ら
、
日
韓
関
係

の
改
善
を
歓
迎
す
る
旨
述

べ
ま
し
た
。
両
首
脳
は
、

国
連
安
保
理
決
議
に
従
っ

た
北
朝
鮮
の
完
全
な
非
核

化
に
向
け
、
日
米
韓
の
安

全
保
障
協
力
を
含
む
地
域

の
抑
止
力
強
化
や
安
保
理

で
の
対
応
に
お
い
て
、
引

き
続
き
日
米
、
日
米
韓
で

緊
密
に
連
携
し
て
い
く
こ

と
で
一
致
し
ま
し
た
。
ま

た
、
岸
田
総
理
大
臣
か
ら
、

拉
致
問
題
の
即
時
解
決
に

向
け
た
米
国
の
引
き
続
き

の
理
解
と
協
力
を
求
め
、

バ
イ
デ
ン
大
統
領
か
ら
、

改
め
て
全
面
的
な
支
持
を

得
ま
し
た
。

︵
3
︶ 

両
首
脳
は
、
ロ
シ
ア
に

よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
に

つ
い
て
、
引
き
続
き
Ｇ
７

を
始
め
と
す
る
同
志
国
と

緊
密
に
連
携
し
な
が
ら
、

厳
し
い
対
露
制
裁
と
強
力

な
ウ
ク
ラ
イ
ナ
支
援
を
継

続
し
て
い
く
こ
と
で
一
致

し
ま
し
た
。

︵
4
︶ 

両
首
脳
は
、
い
わ
ゆ
る

グ
ロ
ー
バ
ル
・
サ
ウ
ス
へ

の
関
与
や
支
援
の
重
要
性

を
確
認
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
両
首
脳
は
、
19
日
か

ら
行
わ
れ
る
Ｇ
７
広
島
サ
ミ
ッ

ト
に
む
け
て
、
国
際
社
会
や
地

域
の
課
題
に
対
す
る
Ｇ
７
の
揺

る
ぎ
な
い
結
束
を
世
界
に
示
す

べ
く
、
日
米
で
も
緊
密
に
連
携

し
て
い
く
こ
と
で
一
致
し
ま
し

た
。

　

両
首
脳
は
、
地
域
の
経
済
秩

序
に
対
す
る
米
国
の
関
与
が
ま

す
ま
す
重
要
と
な
っ
て
い
る
と

の
認
識
を
共
有
し
、
イ
ン
ド
太

平
洋
経
済
枠
組
み︵
Ｉ
Ｐ
Ｅ
Ｆ
︶

に
つ
い
て
も
意
見
交
換
す
る
と

と
も
に
、岸
田
総
理
大
臣
か
ら
、

環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

に
関
す
る
包
括
的
及
び
先
進
的

な
協
定
︵
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
︶
に
つ

い
て
の
我
が
国
の
考
え
と
取
組

を
伝
え
ま
し
た
。

　

両
首
脳
は
、
重
要
技
術
の
育

成
・
保
護
の
重
要
性
に
関
す
る

認
識
を
共
有
し
、
量
子
及
び
半

導
体
分
野
に
お
け
る
日
米
間
の

大
学
及
び
企
業
間
で
の
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
締
結
が
予
定
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
歓
迎
す
る
と
と

も
に
、
バ
イ
オ
や
Ａ
Ｉ
と
い
っ

た
分
野
に
も
協
力
を
広
げ
て
い

く
こ
と
で
一
致
し
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
両
首
脳
は
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
安
全
保
障
の
強
化
に
向
け
て

取
り
組
む
重
要
性
を
共
有
し
ま

し
た
。
ま
た
、
日
米
経
済
政
策

協
議
委
員
会
︵
経
済
版
﹁
2
＋

2
﹂︶
に
お
い
て
、
経
済
安
全

保
障
の
協
力
を
具
体
化
さ
せ
る

こ
と
で
一
致
し
ま
し
た
。

日

本

国

政

府

︵
写
真
提
供

・

内
閣
広
報
室
︶

交
換
を
行
い
、
1
月
の
日
米

安
全
保
障
協
議
委
員
会
︵
日

米
﹁
2
＋
2
﹂︶
や
日
米
首
脳

会
談
の
成
果
を
踏
ま
え
た
日

米
同
盟
の
抑
止
力
・
対
処
力
の

一
層
の
強
化
に
向
け
た
協
力

を
継
続
し
て
い
く
こ
と
を
改

め
て
確
認
し
ま
し
た
。
ま
た
、

両
首
脳
は
、
米
国
の
拡
大
抑

止
が
日
本
の
強
化
さ
れ
る
防

衛
力
と
相
ま
っ
て
、
日
本
の

安
全
及
び
地
域
の
平
和
と
安

定
の
確
保
に
果
た
す
不
可
欠

日米首脳会談
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